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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真伝勇伝・革命編



　堕ちた黒い勇者の伝説１











　ＰＲＯＬＯＧＵＥ　シオン・アスタール







　女の子が顔を赤らめて立っている。


　照てれたような、緊きん張ちようしたような顔。


「こ，こんなことを突とつ然ぜん言うのはなんなんだけど……」


　そう言ってから一度、彼女は言葉を止める。


　さらに顔が赤くなる。


　なにか言うのをためらうような表情になって、泣きそうな、いまにも逃にげ出してしまいそうな顔になる。


　それでも彼女はなにかを決意して、


「……あ、あのね、その……私、シオンのことが、好きなんだ」


　彼女は、そう言った。


　それを見て思う。


「…………」


　彼女の亜あ麻ま色の長い髪かみを見て。


　透すき通るような白い肌はだが、耳まで真っ赤に染そまっていくのを見て、シオン・アスタールは思う。


　いまならまだ、間に合うんじゃないかと。


　人並みの幸せを手に入れることだって、できるんじゃないかと。


　彼女のささやかな愛を受け入れれば、それはそれで、世界のすべては完成してしまうんじゃないかと、一いつ瞬しゆん、シオンは思う。


　彼女はとても綺き麗れいだった。


　このローランド帝てい国こく王立特とく殊しゆ学院に入ってすぐに一いつ緒しよになった仲間で。


　彼女はいつも明るく、みんなを励はげまし、笑わせてくれるような子で。


　彼女の愛を受け入れればきっと、簡かん単たんに幸せになれてしまうと思う。


　こんな腐くさった国でも。


「…………」


　狂くるった王と、欲よく望ぼうが肥ひ大だいしきった貴き族ぞくたちが治おさめるこのローランド帝国でも。


　一人の女の子を愛して、守って、笑わせることができたのなら、それはそれで、正しい選せん択たくなんじゃないかと、シオンは一瞬、思う。
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　難むずかしいことなんて、この世界にはなにもないんじゃないかって、彼は一瞬、そう思う。


　だが、それでも。


「…………」


　シオンは優やさしく微笑ほほえみ、彼女の愛を、やんわりと拒きよ絶ぜつした。


　君のような綺麗な子に、僕ぼくはもったいないよ。


　僕はローランド王の妾しよう腹ふくの子で、他の皇子きようだいたちに命を狙ねらわれている。もし僕が君と付き合えば危き険けんは君にも及およぶから、いまは付き合えないんだ。


　君のことはとても好きだけど。


　君は本当に魅み力りよく的だけど。


　でもいまは。


　いまはまだ、誰だれかと付き合うことはできないんだ、と。


　そんな断ことわりの文もん句くをもう、彼はいくつも用意してあった。


　誰かが愛を示しめしてくれるたびに、彼はその中の一つを選ぶ。


　すると女の子はまた、泣きそうな顔になる。どの女の子も、泣きそうな顔になる。それからすぐに、やっぱり自分じゃ、シオンには釣つり合わないよねと、泣きそうな顔で笑う。


「…………」


　その、彼女たちの笑顔を見るのが、シオンは心底嫌きらいだった。


　だって本当は、自分もその愛を受け入れたいと思っているから。


　まだたった十七の男が、女の子に告白されて嫌いやなはずがない。


　この子はいいな、かわいいな、一緒にいたら楽しいだろうなと、思わないはずがない。


　でも、それでも。


「…………」


　彼は、彼女たちの気持ちを断る。


　勇気を振ふり絞しぼって告白してくれた彼女たちの気持ちを、踏ふみにじる。


　この狂った国を、どうにかするまでは。


　人の命をごみのように扱あつかうこの国をどうにかするまでは。


　母をゴミのように捨すて、下げ賤せんな犬と呼んだ奴やつらに復ふく讐しゆうするまでは、彼は歩みを止めるわけにはいかなかった。


　でも、そのかわりに、約束しよう。


　僕が創つくる未来ではきっと、君は笑うことができるはずだって。


　そこではきっと、僕よりももっといい男を君は見つけて、結けつ婚こんして、子こ供どもを作って、幸せに暮くらせるはずだ。


　ずっと笑って暮らせるはずだ。


　もしかしたらその相手は、僕かもしれないし、それはまあ、わからないけれど。


　でも、約束するから。


　そんな世界を創るって、約束するから。


　だからその日まで、僕についてきてくれないか？


　一緒に戦ってくれないか？


　僕についてくれば、絶対に損そんはさせないから。


　大だい丈じよう夫ぶ。


　君のことは必ず守ってみせるよ。


　シオンはそう、約束する。


　女に、男に、仲間になりたいと言ってくれた、誰も彼もにそう約束して。


　そしてみんな、シオンに夢ゆめを見てくれた。


　シオンについてきてくれた。








　その、結果。








　少し離れた場所に、シオン・アスタールは死体の山を見つける。


　その死体の中に、ついこの間、シオンに好きだと言ってくれた女の子の顔を見つける。


　彼女の顔は恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。助けを求めるように大きく目を見開き、こちらを見つめているが、もう、その瞳ひとみには光がない。


「…………」


　せめて目を閉とじてやろうと思うが、しかし、シオンは首を振った。


　そこにある死体の山はすべて、仲間のものだったから。とてもその、すべての仲間たちの目を閉じることはできない。


　死者の数はもう、わかっている。


　一一七人。


　その全員がローランド帝国王立軍事特殊学院の生徒で、シオンに命を預あずけてくれた仲間で、その、全員にシオンは、おまえらの命は必ず守ると約束していたはずだった。


　だがその結果はどうだ？


　結果はどうなった？


　頭の中にそう、問いかける声が聞こえる。責せめるような声こわ音ねで、問いかける声が聞こえる。


「…………」


　しかしシオンは、なにも言わなかった。


　ただ、ただ、真まっ直すぐ死体の山を見つめるだけで。


　気高さを感じさせる銀ぎんの髪と、強い意い志しが込められた金色の瞳。彼の中にはいつも、まばゆいほどの輝かがやきが秘ひめられていた。誰もが惹ひきつけられてしまう、強い光。


　とても下賤な犬と呼ばれた、身分の低い女から生まれたとは思えないほどの魅力のある光。


　とてもこの国の、狂った王の血を引いているとは思えないほどの、明るい光。


　誰もがその光に惹きつけられ、まるで羽虫が火に飛び込んでいくかのように、人々は彼に夢を見てしまう。


　もしかしたら。


　もしかしたら彼なら、この壊こわれてしまった世界を、変えてくれるんじゃないだろうかと。


　だがいま、


「…………」


　彼の中に潜ひそんでいるはずの強い光は、悲しみと後こう悔かいと絶ぜつ望ぼうに少し、澱よどんでいた。とても世界を変えられるほどの力を秘めているとは思えない、空くう虚きよな瞳でただ、死体の山を見つめている。


　仲間たちの骸むくろを。


　ファルの死体を。


　タイルの死体を。


　トニーの死体を。


　好きだと言って、顔を赤らめていたあの娘この死体を。


　自分に夢を見てくれていたはずの、仲間たちの残ざん骸がいを。


　あそこにあるのはすべて、ついこの間まで同じ学院に通い、一緒の教室で試し験けんを受けて、馬ば鹿かみたいに笑っていた仲間たちの欠片かけらだった。


　仲間たちはみんな、戦争に怯おびえていた。


　ローランド帝国とエスタブール王国の戦争が再ふたたび始まると知らされ、恐きよう怖ふに震ふるえていた。


　しかしそれに、シオンは言ったのだ。


　死ぬかもしれないと震え、泣いてる仲間たちに、シオンはこう言ったのだ。


『大丈夫だ。この戦争では僕たちは死なないよ』


　恐怖に震える仲間たちに、言ったのだ。


『僕についてくれば、大丈夫だから。僕の仲間はみんな一つの部隊に入はいれるよう手配したし、おまけに、僕らが入った部隊の出兵先も、ほとんど戦せん闘とうに巻きこまれることのなさそうな、辺へん境きよう地帯になるようにしてある。だから安心しろ。君たちは、この戦争では死なない』


　それを聞いて、誰もが夢を見るような顔をした。シオンを見つめ、シオンの中に夢を見てくれているような顔をした。


　そしてそれに、シオンは言う。


　──な？　俺についてきてよかっただろ？


　偉えらそうな顔で、シオンは言う。


　──な？　俺についてきてよかっただろ？


　結果。


「…………」


　彼についてきて生き残ったのは、たった三人だけだった。


　一二○人中、たった三人。


　ライナと。キファと。シオンの三人だけ。


　シオンは振り向く。


　そしていまの状況を確かく認にんする。


　そこは戦場だった。


　それももっとも戦せん闘とうが激はげしい、前線。


　いや、実際にはこの場所は、前線になるはずがないほど攻せめる価か値ちのない、辺境のはずだった。城もなく、砦とりでもなく、兵へい庫こもなく、街まちもなく村もない、さらにはローランドの中心を攻める拠きよ点てんにするには遠過ぎる、ただ、平地と森が広がるだけの、なにもない場所。


　本当にここを手に入れる軍事的意味はまるでなく、ここは、他のすべての戦場の中でも、最も安全な場所のはずだった。


　しかし、最も重要な戦場に現れるはずのエスタブールの最強部隊が、やってきた。


　エスタブール王国の、魔ま法ほう騎き士し団だんが。


　死神が持つような巨大な鎌かまを持ち、真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ化物たちが、シオンの目ではとらえられないほどの速さで、仲間たちを惨ざん殺さつしていく。


　それにシオンは、なぜ、と叫んだ。


　なぜこんな辺境に、エスタブールの魔法騎士団が現れる、と叫んだ。


　だが、その理由は簡かん単たんだった。


　嵌はめられたのだ。


　兄弟に。


　身分の低い、下賤な犬の息子に、この国の王の血が流れているなんて汚けがらわしいというわけだ。


　自分たちと同じ王族の血が流れているなんて、許ゆるせないというわけだ。


　だから死ねと。


　ゴミのように死ねと。


　しかしそれに気付かずに、シオンは馬鹿みたいに言った。


　──な？　俺についてきてよかっただろ？


　長い時間をかけて自分が作りあげたと思っていた軍部の組織網ネツトワークを使って、自分と、自分の仲間たちを、戦闘にはさらされない、安全な辺境へと出兵させたと、シオンは信じ込んでいた。


　本当は、そのすべてが罠わなだったのに。


　完かん璧ぺきだと思っていた組織網ネツトワークの中に、裏切り者がいたのに。


　それにシオンは気付かずに、


「……このざまか」


　シオンは小さくそう、呟つぶやいた。


　それから、この死地の中を生き残った仲間の姿を、見る。


　一人は、いまのシオンよりもさらに虚うつろな顔をしていた。


　寝ね癖ぐせのついた黒髪に、猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。


　ライナ・リュートだ。


　いま彼は、泣きそうな黒い瞳で、自分の足あし下もとを見つめている。


　彼の足下には、異い常じような光景が広がっていた。人が砕くだけたり、潰つぶれたり、砂になって崩くずれたりしている。


　そのすべてが、あの圧あつ倒とう的な強さを見せつけ、シオンの仲間を皆殺しにした、エスタブールの魔法騎士団の死体──というほどの原げん形けいをとどめていないが──だった。


　やったのは、ライナだ。


　いや、ライナの瞳の中にいる、なにかだ。


　シオンはライナを見つめる。すると彼の虚ろで、泣きそうな黒い瞳の中央には、うっすらと朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮き上がっている。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、呪のろわれた瞳。


　その呪われた瞳がついさっき、暴ぼう走そうしたのだ。


　そして、魔法騎士団を一瞬にして壊かい滅めつしてしまった。狂ったように暴あばれ回り、仲間であるシオンやキファまで殺しかけた。


　そしていま、その自分が奪った命の破は片へんを見つめ、ライナは言う。


「……まただ」


　言ったのは、ただ、それだけ。泣きそうな、後悔するような声で、そう呟つぶやいた。


　それにシオンは、ライナから目を離す。


　そしてもう一人を見る。


　地面に尻しり餅もちをついて、黙だまり込んでいる一人の女の子の姿すがたを。


　キファ・ノールズ。


　赤毛のショートカットに、いつもは勝ち気な、やはり赤い瞳。だがいま、彼女のその瞳からは、涙なみだが流れている。


　魔法騎士団にいたぶられ、それを見て暴走したライナに殺されかけ、彼女は全身、傷きずだらけだった。


　しかしいま、キファを苦しめているのは、その傷の痛みじゃない。


　彼女が泣いている理由は、仲間が全員、死んだからだ。


　それも、彼女の裏切りで死んだからだ。


　キファはエスタブール王国の間者スパイだったのだ。彼女の手引きで、エスタブールの魔法騎士たちはここにシオンたちがいることを知り、襲しゆう撃げきしてきた。


　キファはシオンや、ライナや、仲間たちを裏切り、エスタブールに情報を売った。


　だが、なぜそんなことをする？


　エスタブールの魔法騎士たちにとっては、王の妾しよう腹ふくの息子であるシオンの命などまるで重要ではないし、この辺境の地も、手に入れるに値あたいするものではない。


　ではなぜ、エスタブールの魔法騎士たちは、キファからの情報でここを攻めたのか？


　その理由も、少し考えれば簡単なことだった。


　キファは、彼女の祖国、エスタブールのことも裏切ったのだ。


　おそらく彼女は、ローランドの貴族たちや、シオンの兄弟たちに弱みを握にぎられ、シオン殺しと、エスタブールの魔法騎士団壊滅、その両方の任にん務むを受けていたのだ。


　そして地じ獄ごくが待っていた。


　キファが裏切り、その結果仲間たちが死に、それにライナが暴走して魔法騎士団たちも死に。


　そして周囲には、死体だけが残った。


　右を見ても死体。


　左を見ても死体。


　死体、死体、死体、死体、死体。


　そしてこの地獄を防ふせげなかったのは、


「……俺だ」


　シオンは、そう言った。


　すべてを防げる立場にいた。いや、防ぐ義ぎ務むがあった。だって約束したのだ。みんなに。俺についてくれば大丈夫だって。君のことは絶対に守ってやるって。世界を変えてやるって。


「…………」


　とんだお笑いぐさだ。こんなに弱い奴が、どうやって世界を変えるって？


　誰の悲しみを止めるって？


　シオンは、言う。


　泣いているキファに向かって。


　自分を責め続けているライナに向かって。


　そんな必要はないって。悪いのは、責めを受けるべきなのは、全部、俺だって。


　シオンは、言う。


「……君を仲間にしたのも俺の過か失しつ。タイルや、トニーやファル……仲間が死んだのも俺の過失。戦争が起きたのも……俺がいま、王じゃないのも……」


　地獄の中で、シオンはそう言った。


　だがその言葉は、二人には伝わらない。それぞれがみな、自分を責め続ける。


　生き残った三人ともが全員、罪の意い識しきを感じている。


　最悪だ。


　そう、シオンは思った。


　仲間たちを、最悪の場所につれてきてしまったと、シオンは自分を責めた。


　と、そこで。


　遠くから、大地を揺ゆるがすような大きな音が響ひびき始める。


　その音のほうへと、シオンは顔を向ける。平原の、遥はるか向こう。まだ遠目にやっと見えるくらいの場所に、砂すな煙けむりをあげて、大軍が押おし寄よせてきているのが見えた。


　ローランド帝国の国旗を掲かかげた大軍。


　キファに騙だまされて、のこのこローランドの辺境の地に現れた、エスタブールの魔法騎士団をたたき潰すための大軍団だ。


　軍。


　兵の群むれ。


　人を殺すためだけに組織された群れ。


　それを眺ながめて、ライナが言う。


「くだらない」


　小さくそう、呟く。


　それにシオンは、


「…………」


　やはり、なにも言わなかったが、しかしライナと同じことを思った。


　くだらない。


　あまりにくだらない。


　なにもかもがくだらない。


　いま、彼らの目の前に展てん開かいしている景色は、うんざりするほどくだらないことばかりだった。


　戦争、欲望、裏切り、絶望、死。


　そんなところからはなにも生まれないと誰もがわかっているのに。こんな暗くら闇やみを歩き続けたって、ただ失うだけで。大切にしているものをただ失って、泣き叫さけぶだけだってみんなわかっているのに。


　世界はそれでも、止まらないのだ。


　誰かが止めなければ、欲望と裏切りと絶望の歯車で、世界は回り続けてしまうのだ。


　くだらないと呟いて逃げていては。


　大切なものを失うのは恐こわいと言って逃げていては。


「…………」


　これからもずっと、失うばかりだから。


　シオンは、背せ筋すじを伸ばした。


　背後に、仲間たちの死体の山を背負って、それでもシオンは背筋をぴんと伸ばした。


「……それでも俺は……」


　大軍が迫せまる。


　ローランドから放はなたれた大軍。それが敵てきか味方か、それはわからない。シオンを殺したい兄弟たちの手のものか、それとも少しは、勝機を見いだすことができる相手なのか、それはわからない。


　だがそれでも、心を折るわけにはいかなかった。


　だって、約束したのだ。


　僕についてきてくれたなら、君のことは必ず守ってみせるよって。


　僕についてきてくれたなら、新しい世界を見せてあげるよって。


　一つの約束はもう、破やぶってしまった。


　でも、二つとも破るわけにはいかない。


　だから姿し勢せいを正す。鋭するどい金の瞳で、大軍を見つめる。さらにそのさきに、未来を見み据すえる。そのときの彼の中には、再び光が戻っていた。


　誰もが惹きつけられてしまう、強い光。


　世界を変えてしまうほどの、強い光。


　そしてシオンは、言った。


　仲間たちの死を背負ったまま、


「……それでも俺は、前に進んでやる」





　そうして、シオン・アスタールの本当の戦いが始まった。












　第一章　天才と英えい雄ゆう







　一匹ぴきの馬が走る。


　大軍から離れて、こちらへ向かって駆かけ出してくる。


　それをシオンは、見つめた。


「……斥せつ候こうか？」


　こちらの様子を探さぐるために、騎き兵へいが一人、飛び出してくるのが見えた。騎兵はみるみるこちらとの距きよ離りを縮ちぢめていく。


　だがそれに、シオンは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


　なぜならその斥候の動きは、あきらかにおかしかったから。


　この戦場で、エスタブールの最強部隊である魔ま法ほう騎き士し団だんがシオンたちの部隊を皆みな殺ごろしにしている──という情報を、奴やつらはもう知っているはずなのだ。奴らが仕組んだ罠わなによって、魔法騎士団はここにやってきたのだから。


　ならここはいま、魔法騎士の化ばけ物ものたちが暴あばれ回っているはずの地じ獄ごくで、斥候が一人で突とつ入にゆうしてこられるような場所ではないのだ。


　なのにいま、目の前では、たった一人の騎兵がこちらに迫せまってきている。


　それにシオンは、


「……いったい、どういうつもりだ」


　と、小さく呟つぶやいた。


　それと同時に、騎兵が、シオンのすぐ、そばまでやってくる。


　馬を止める。近くまできて初めて気付いたが、その騎兵の男が乗っているのは、通常の騎き馬ばとは違ちがう、異常なまでに巨きよ大だいな馬だった。その馬を器用に操あやつり、一人の男がのぞきこむようにこちらを見下ろしてくる。


　そして、言った。


「……なんだぁ？」


　それにシオンは顔を上げる。騎馬の上に乗っている男を見上げる。


　燃えるような真っ赤な髪かみに、少し、鋭するど過すぎるほど力強い赤せき瞳どう。鋼はがねのように鍛きたえ込まれた体たい軀く。


　まるで全身が殺さつ気きの塊かたまりというか、その姿すがただけで気け圧おされてしまいそうなほどの圧力が、その男からは溢あふれ出していた。


　とても、使い捨すての斥候とは思えない。その顔からは、自分一人でエスタブールの魔法騎士団一部隊を壊かい滅めつしにきたような、そんな余よ裕ゆうすらうかがえる。


「…………」


　そんな、異常なまでの存在感を放つ男をシオンは見上げ、


「……軍は、援えん軍ぐんをよこしてくれたのですか？」


　そうきいた。


　すると赤髪の男は、


「…………」


　しかし、無言のまま、まるで品定めをするかのように、こちらをにらみすえてくる。


　それから視線をシオンから外し、ライナを見る。ライナのほうはまるでそれを気にしていないが。続いてキファ。壊滅状態のエスタブール魔法騎士団。そして、シオンの仲間たちの、死体の山を見つめてから、言った。


「なにがあった？」


「それは……」


　と、シオンが説明しようとしたのを、しかし、赤髪の男はぞんざいに手を振って、すぐに遮さえぎる。


「ああ、ああ、黙だまれ。別にいいや。どっちにしろ、計画は狂くるった。おまえ名前は？」


「シオン・アスタールです」


「ああ、てめぇがあれか。で、おまえがここの指し揮き官かんだったのか？」


「そうです」


「ふぅん」


　と、うなずいてから、赤髪の男は、こちらを見下くだすような目で見てから、言った。


「で、仲間はみんな死んでんのに、指揮官のおまえはおめおめ生き残ったのか？」


「…………」


　その言葉に、シオンは答えられない。ただ、自分の表情が少し、歪ゆがむのを感じる。


　しかしその表情を赤髪の男は見つめ、それからふむとうなずくと、


「まあいいや。斥候役はこんなもんか」


　そう言って、さっさと馬首を返してしまう。


　それにシオンが慌あわてて、


「ちょっと待ってくれ」


　と、声をかけようとするが、赤髪の男は聞かない。


「魔法騎士がいねぇんなら、ここにゃ俺おれは用はねぇよ。聞きたいことがあんなら、次にくる奴に聞け」


　男は、そう言った。それはまるで、本当にそいつ一人で魔法騎士たちを相手にできると、言わんばかりの言葉だった。


　そして確かに、その男の中に感じる力は、それだけのものを秘ひめていそうだった。


　それにシオンは、思わず顔をしかめそうになる。


　あんな化物の存在は、シオンが集めた情報網ネツトワークの中にはなかったから。


　シオンが持っているのはライナたちが所しよ属ぞくしていた『隠いん成せい師し』という名の異い能のう集団の情報や、その他いくつかの、そこそこに優ゆう秀しゆうな人間たちのリストだけなのだが、しかし、その中でもライナが一番優秀だった。


　いや、かつて『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』とまで呼ばれていた、ライナ・リュートと並べて、見み劣おとりしないような人材は、ほとんどいないはずだった。


　だが、あの赤髪の男は、シオンの目から見ても一目で、とんでもない化物だというのがわかった。


　それはライナと並ぶほど。いや、もしかしたらライナを超こえるかもしれないほどの力を持った、化物。


　あんな化物の情報は、持っていなかった。


　だが、その化物が軍の中にいる。それもおそらくは、シオンを殺ころそうとしている兄弟たちが使っている軍の中にいる。


　エスタブールを騙だまし、シオンも騙した、軍の中に。


　もしこいつらが敵てきならば、


「……ちょっと、生き残れる気がしないな」


　シオンは、うめくように呟つぶやいた。


　だがそれでも、彼は生き残る可能性を、捨すてていなかった。もし、いまの殺気の塊みたいな赤髪の化物がシオンの兄弟たちの手のものなら、この戦場でシオンを見るなり、すぐに殺そうとしてきてもおかしくないのだ。


　だが、あいつはそれをしなかった。


　ただ、いまのこの状況を見て、つまらなそうな顔をしただけで。


　なら、あいつは敵じゃないのか？


　あそこにいる兵たちも、敵じゃないのだろうか？


　しかし敵じゃないのなら、なんだ？　エスタブールとシオンを騙し、わざわざ罠を張り巡めぐらせた奴が、敵じゃない、なんてことがあるのだろうか？


　とそこで、目の前の大軍から、今度は十一騎の馬が離れ、こちらに駆け出すのが見えた。


　その騎馬隊へと、さっきの赤髪の男がなにやら身み振ぶり手て振ぶりで言っている。あきれるように手を広げ、それからその手をひらひらと振る。


　すると軍から離れた十一騎のうち、先頭を走っている馬の背に乗った男が軽くうなずき、そして、こちらへ向かって駆けてくる。


　そこでいったい、どんなやりとりが交かわされたのかはわからないが、


「……今度こそ、指揮官がくるな」


　それが、わかった。


　遠目から見ても、馬に乗っている男が放っている雰ふん囲い気きには、規き律りつや、秩ちつ序じよが感じられた。


　背後についてくる十騎の、一いつ糸し乱みだれぬ秩序だった動きが、さらにその後ろ数千の兵たち全体にも及およんでいるのがわかる。


　そしてそのすべてを、先頭の男が統とう制せいしているのが、わかる。


　数千の兵を、完全なまでに制せい御ぎよしている。それは、さっきの赤髪の男とはまた別の、異常さを感じさせた。


　男はシオンの前に馬を横付けにする。そのまますぐに馬から降りる。背後の部下たちも馬から降りようとするのを、手を軽く上げただけで制す。


　そして、男はシオンの前に、立った。


　やはりそいつは、さっきの赤髪の男とは違ちがう印象を放っていた。


　ひどく厳きびしい、しかめ面つらの男。年の頃ころは、三十に触ふれるか、それとも一歩手前ぐらいだろうか？　どちらにせよこれほど愛あい想そのない顔では、歳としよりは老ふけて見られるタイプだろう。


　気持ちがいいくらいローランドの軍服を綺き麗れいに着こなし、背せ筋すじをぴんっと伸ばしているその姿は、やはり、さっき感じた通りの、規律と、秩序を、その軍服の内に包み込んでいるように見えた。


　その男がシオンを見る。それからキファを見て、ライナをしばらく見つめてから、戦場へと目を走らせる。


　それにシオンが、


「…………」


　なにか、言おうとしたところで、しかめ面の男が言った。


「黒髪の男と、赤毛の女を連れていって、傷の手当てをしてやれ」


　すると男の背後にいた、騎馬に乗っていた男たちが数人、降りてくる。


　それにキファが顔を上げ、怯おびえたような顔でライナと、そしてシオンを見る。


　しかし、しかめ面の男がすぐに、


「怯えるな。いまはまだ、おまえたちに危き害がいは加えない」


　低く、重い声でそう言った。


　そしてなぜか、その言葉には説せつ得とく力があった。


　キファが声を上げないまま、黙る。男たちが彼女の身み柄がらを、手当てをすると言ったわりには、強ごう引いんに拘こう束そくする。


　それにライナが、少しは抵てい抗こうするかと思ったが、


「…………」


　彼はしかめ面の男の顔を見ると、さらにつまらなそうな顔になって、あっさり拘束されてしまった。


　そのまま、二人は馬に乗せられて連つれ去られていく。


　今後の彼らの処しよ分ぶんがどうなるのか。特に、二重間者スパイだったキファの処分がどうなるのかはわからないが、しかし、少なくともいま、このしかめ面の男に逆さからえるような状況ではなかった。


　この厳しい顔をした男が、いま、戦場のすべてを支配しているのだ。


　シオンは言った。


「私は……」


　が、それを男はこちらを見ないまま、


「名乗るな。君の名前は知っている。汚けがらわしい、犬の息子だろう？」


　と、そう言った。


　そしてその言葉だけで、いま自分がおかれている状況が、シオンにはおおよそ理り解かいできた。


　最悪だ。やはりこいつは、敵なのだ。


　しかし、それでも、


「…………」


　シオンは、生き残る必要があった。


　ここで死ねばすべてが無む駄だになってしまうから。この地じ獄ごくで死んでしまった仲間の命が、すべて無駄になってしまうから。


　だが、どうする？


　どうやってこの場を切り抜ぬける？


　シオンは目だけで、周囲を確認する。彼の周りにはいま、敵が、目の前の男を含ふくめて七人いた。四人の騎兵がライナとキファを連れ去っていったから、目の前の男と、そして、六人の騎兵がここには残っている。


　七対一、ね。


「…………」


　ちょっと、厳きびしいかな。


　と、シオンは内心うめく。頭の中で、ここから脱だつ出しゆつする方法をシミュレートしてみる。


　目の前の男の馬を奪い、それと同時に攻こう撃げき魔法を展てん開かいして、残りの騎兵へと放つ。そしてそのまま、ローランドの首都まで逃げきることができたなら、まだ、国には仲間がいる。


　態たい勢せいを立て直すことはできる。


　だが問題は。


「…………」


　この、目の前の男から、馬を奪うことが──


　しかし、そこで突然。


「無駄なことはやめろ。君は私から逃げることはできない」


　目の前の男が、まるでこちらの思考を見み透すかすかのように言った。


　男はこちらを見ていない。まるでシオンなど警けい戒かいするに値あたいしないと言わんばかりに、こちらに注意を払はらわず、戦場の様子を検けん分ぶんしている。


　にもかかわらず、シオンのかすかな動きを、思考の展開を、すべて見透かしているような発言をこの男はしてきて。


　シオンは、動けなくなってしまった。


　この男の裏をかいて馬を奪うなど、到とう底てい無理だということを、気付かされてしまった。


　なら、どうする？


　どうやって生き延のびる？


　いつ殺されてもおかしくない。どのタイミングで殺されてもおかしくない。


　しかしそれでも、生き延びる必要がある。


　なら、どうする？


　シオンは全身を緊きん張ちようさせた。頭も、神しん経けいも、そのすべてを使って、彼は生き延びる方ほう策さくを探さぐろうとする。


　彼は言った。


「取り引きを……」


　が、すぐさま男は、


「その必要はない。ここを支配しているのは俺だ。おまえの命を奪うも残すも、俺の気持ち次し第だいだ……」


　そう言った。


　そしてそれは、シオンにも充じゆう分ぶんわかっていた。こちらだって、この状況で取り引きなんてするつもりはない。


　シオンがやりたかったことは、一つ。


　取り引きを持ちかける。それによって相手を油ゆ断だんさせる。そしてすぐさま、彼は背中に隠かくしていたナイフを抜く。一歩踏ふみ出す。目の前の男の首筋へとナイフを突きつけ、男を人ひと質じちにこの場を切り抜けようと。


「……がぁっ」


　しかし、ナイフは男には届かなかった。


　いや、それどころか、シオンがナイフを背中から抜く、その前に、殴なぐり倒たおされてしまったのだ。自分の思考が体に伝でん達たつする前に、なにもかもを見透かされて、殴られてしまった。


　顔面に衝しよう撃げきが走る。そのまま地面に倒される。背中に隠していたナイフを奪われ、それを、男が首筋に振り下ろしてくる。


　その、すべての動きが、シオンのものとは次じ元げんが違った。


　少しでもこいつの裏をかければと考えていた自分が馬ば鹿からしくなるほど、その男とシオンとの間には実力差があった。


　終わった、と思った。


　これで終わったと、そう思った。


　だが、ナイフが止まる。シオンの首筋の直前で、ナイフが止まる。


　そのまま、男が言った。冷たい、厳しい瞳でこちらを見下ろして、


「……君の動きは遅おそい。戦闘の技術も未み熟じゆくだ。行動も軽はずみで、思考に奥行きもない。世界を変える？　俺についてくれば安心？　なんの力もないガキが、なにを言ってる？　君が騙だましてここに集めた仲間はいったいどうなった？　それをまず、答えてみろ」


　男は突然、そんなことを言ってきた。それからナイフを捨てる。地面に。シオンの手が届く、すぐ近くに。シオンがそれを拾っても──ひ弱なガキがそれを拾っても、なんの問題もないと言わんばかりに。


　そのまま男は、シオンから離れる。シオンの拘束は、解とかれる。


　だが、彼はもう、動けなかった。


　男の言葉に、縛しばられてしまったから。


　──君が騙してここに集めた仲間はいったいどうなった？


　──仲間は、いったいどうなった？


　シオンは、震ふるえる。恐きよう怖ふに震える。後こう悔かいに震える。目の端はしに、仲間の姿が入っている。山が。死体の、山が。


　するとそれに、男が続けた。


「死んだ。全員だ。殺したのはおまえだ、シオン・アスタール。下賤な犬の息子。いや、俺に言わせればおまえには、下賤な犬の息子という名前すらもったいないよ。ただの、クズだ」


「…………」


　その通りだと、シオンは思う。ただの、クズだ。


　男はさらに、続ける。シオンから目を離し、戦場を見回しながら、


「……だがそれでも、少しは利用価か値ちがあると思っていた。おまえには妙みように、人を惹ひきつける力があるからな。しかし、声をかける必要を感じるほどではなかった。仲間に入れようと思うほどの能力は、持ち合わせてないように見えた」


　そんなことを言った。


　その言葉に、シオンは顔を上げる。男を、見上げる。


　男が、妙なことを言い出したから。


　こいつはいったい、なにを言っている？


　それを理解するのに、数秒かかった。


　──仲間に入れようと思うほど……


　男はそう言った。つまり、男は仲間を集めているということだ。だがそれは、なんのための仲間だ。こいつが貴族たちの手先なら、仲間など集める必要はない。最初から権力は、すべて手の中にあるのだから。


　しかし、この男は、仲間を集めていると言った。


　それはいったい、なんのために？


　答えは、一つしかない。


　この国の中で、シオンを仲間に加えるかどうか、迷まよう奴らが考えることは、一つしかない。


　なんのために、仲間を集めているのか？


　それはこのローランドを変えるためにだ。


　シオンと同じように、この狂くるったローランドを変えるために、この男は動いている。それもすでにこの男は、かなり強大な権力を、軍の中で持っているように見えた。


　さっきの、赤髪の化物。


　背後に控ひかえている、数千の兵。


　そのすべてが、この男に心から屈くつ服ぷくして、付き従したがっているように見える。


　だが、そんな勢せい力りよくの存そん在ざいをシオンは知らなかった。もしそんな強大な、反王制の勢力があるのなら、とっくにシオンのほうから接せつ触しよくしているはずなのだ。


　だが、そんな勢力があることを、シオンは知らなかった。


　シオンの情報網もうは、かなり軍の奥深くまで食い込んでいたはずなのに、シオンはこの男の存在を、まるで知らなかった。


　だから、シオンは言った。男を、にらみつけるようにして、


「おまえはいったい、何者なんだ？」


　それに、答えは返ってこないと思った。これほど強大な力を手に入れていながら、シオンが、いやきっと、ローランドのほとんどの者がその存在に気付いていない男。


　それだけでもこいつが、いかに用意周しゆう到とうで、慎しん重ちようにすべてを運んでいるのかがわかったから。


　しかし。


　男はこちらを向いた。そしてあっさり、


「ラッヘル・ミラーだ」


　そう名乗った。


　それにシオンは、目を、大きく見開く。


　その名前を、知っていたから。彼の名前は、有名だったから。


　ラッヘル・ミラー。


　階かい級きゆうは確か、大たい尉い。


　それは、かつて天才という名をほしいままにした男の名前だった。だがその名声を、地に投げ捨すてた男。


　昇しよう進しんのためには手しゆ段だんを選ばず、貴族たちに媚こびへつらい、貴族たちに女を斡あつ旋せんしてまで、権力を手に入れていった男。


　孤こ児じの生まれにもかかわらず、貴族でもないのに、ついには士官の地位にまで昇のぼり詰つめた男。


　しかしそのすべてが、貴族に取り入って、手に入れたものだった。


　そして権力を手に入れ、権力に溺おぼれた男。


　誇ほこりをなくした、堕おちた天才。


　それが、シオンたちや、貴族をよく思っていない者たちが彼を呼ぶときの名前だった。


　噂うわさでは、権力者に取り入るためにはその靴くつすら舐なめるという。地べたを這はいつくばるという。


　本当に、彼にまつわる噂に、聞いていて気分のいいものは一つとしてなかった。


　軍部の中でも、貴族側についている人間の、筆ひつ頭とう。


　シオンがもし、軍の中で力を持ったのなら、真っ先に殺さなければならない人間だと思っていた男だったのだが。


　しかし。


「…………」


　いま、目の前にいる男は、とても噂で聞いていたような人間には、見えなかった。


　最初の印象どおり、男から感じられるのは、規律と、秩序だ。


　貴族の靴を舐め、女を斡旋してのし上がった男にはとても見えない。


　いや、逆か。


　のし上がるために必要なら。


　世界を変えるために必要なら、汚きたないことでも、平然とやる。


　それが、


「……あの有名な、貴族に尻尾しつぽを振るラッヘル・ミラー大尉、ですか」


　するとミラーが、こちらを見る。するとシオンがなにを考えているのかわかったのか、彼は笑えみを浮かべた。


「自分の誇りを捨てられず、貴族に尻尾も振れないガキは、俺の仲間にはいらない」


　その、通りだと思った。


　ミラーよりも敵が多いのに。王の、妾しよう腹ふくの息子むすこというだけで敵が多いのに、シオンは、世界を変えてやると、少し、大っぴらに動きすぎた。


　世界があまりに酷ひどすぎるからと、少し、焦あせりすぎた。


　その結果。


「…………」


　シオンは、横を見る。仲間たちの死体の山を見る。それにシオンは、泣きそうな顔になって、言う。


「頑がん張ばってる、つもりだったんですけどね」


「頑張れば誰でも成功できると？」


　ミラーの言葉に、シオンは首を振った。そのまま立ち上がる。服についた砂すなの汚よごれを払はらおうとして、しかし、自分の服に、仲間たちの血がついているのに気付いて、やめる。もうどうせ、この服は使い物にならない。砂を払う価値はない。


　そして再び彼は、仲間たちのほうを見る。それから、ミラーと、その背後に控ひかえている大軍を見る。


　それを見て、思う。この世界を変えるのに。この、狂ったローランドを変えるのに、


「……僕はいらない、と？」


　シオンが言うと、ミラーは、やはりあっさり、うなずく。


「最初は、そう思った」


「だがいまは違う？」


　するとそれに、少しだけ渋しぶい顔になる。


「いま考えているところだ」


「でも、結けつ論ろんは出てるんでしょう？」


「…………」


　ミラーは答えない。


　だが、別に彼の答えなど、どうでもよかった。こんな男がいるなら。


　このローランドに、こんな奴がいるなら、自分は別に、いなくたっていいって、シオンはそう思った。


　自分がいなくても、ミラーなら、この世界を変えてくれるだろう。


　別にシオンが頑張らなくても、彼はこの世界を変えてくれるだろう。


　ならここで。


「…………」


　ここで責せき任にんを取っても、いいと思った。


　死んだ仲間たちの。


　自分を信じてついてきてくれて、なのにシオンの力が足りなかったばかりに、命を失ってしまった仲間たちの責任を取っても、いいと思った。


　それがミラーの役に立つのなら。この男が、長い時間をかけて練り上げた計画の役に立つのなら。


　このローランド帝国を引っ繰くり返す、革かく命めいの手伝いができるのなら。


　殺されてもいい。


　シオンは、そう思った。


　ここで首をはねられてもいいと、そう思った。


　だがそれに、ミラーは、


「…………」


　やはりなにも言わない。深い思考に沈しずむように、遠くを見つめる。その先になにが見えているのか、シオンにはまるで想像ができない。堕おちた天才がいったい、なにを考えているのか、シオンにはまるで予想できなかった。


　とそこで、ミラーが口を開く。


「そう。初めは君を、仲間にするつもりはなかったんだ。仲間に引き入れたいと思うほど、君には魅み力りよくがなかったしな。君に接触すれば、君を嫌きらっている大きな勢力とぶつかることになる。それは避さけなければならない。あくまで私は、貴族の犬で、権力に溺れた男である必要があった。だからこそ、君はここで……」


「死ぬはずだった？」


　ミラーは、うなずく。


　それにシオンは聞いた。


「……ちょっと待て。じゃあ、ここで僕を殺す計画を立てたのは……」


「…………」


　ミラーは答えない。


　しかしそれが、肯こう定ていだと、シオンにはわかった。


　そしてその肯定に、シオンは少し、顔をしかめた。目を細め、ミラーをにらみつける。


　今回のこの、シオンを殺す計画を立てたのがミラーだとすると、ミラーは、シオンだけじゃなく、シオンの仲間たちを、捨すて駒ごまに使ったのだ。それも、自分を貴族側の人間だと、さらに強く、貴族たちに思わせるために。


　たったそれだけのために、ミラーは、シオンと、シオンの仲間たちを、捨て駒にした。


　いやそれだけじゃない。


　キファも。


「……キファ・ノールズもおまえは」


　すると、ミラーはそれにもあっさりうなずき、


「利用した」


　そう言った。


「私がシュリオ皇おう子じに取り入ったときにはもう、エスタブールからの間者スパイだったキファ・ノールズは、姉を殺され、妹を人質に取られて、いいように使われていたからな。そこで今回、君と、エスタブールの魔法騎士団を一度に罠わなに陥おとしいれる方法を、皇子に進言したんだ。あなたの玩具おもちやをうまく使えば、おもしろいことができるとね」


　そんなことを、ミラーは平然と言った。


　必要なことを、必要だからやった。それになにか、問題があるか？　まるでそんな言い方だった。


　そしてその、彼の理り論ろんに問題はない。


　シュリオ皇子は、シオンの兄の名だった。第三皇子。王位継けい承しよう争いの中では、それほど有力な地位にいるとはいえない皇子だが、しかし、その、あまり注目されていない皇子に取り入るところに、他者に注目させないように動き回るところに、ミラーのいやらしさがある。


　さらに今回の戦争で、シュリオ皇子の地位は大きく上がるはずだった。長年の仇きゆう敵てき、エスタブール帝国の最強部隊を罠に嵌はめ、あっさり壊かい滅めつしてしまう。その功こう績せきは、ローランド中に轟とどろくだろう。


　王族を嫌っているはずの民心を手に入れ、さらには主要な貴族たちも、シュリオ皇子につくかもしれない。


　やがてシュリオ皇子が王の座ざにつき、それを陰からミラーが操あやつる。


　この狂った世界を、変える。


　そのためなら、多少の犠ぎ牲せいは仕方がない。


　下げ賤せんな犬の息子の命や、その仲間の命や、エスタブールからの間者スパイの女の子の命など、軽いものだ。


　それは理論上は、完かん璧ぺきなまでに正しい。


　それで世界が変わるのなら、それは仕方ないと、思ってもいいほど、完璧に正しい。


　だが、それでも。


　それでもシオンは、聞いた。


「……で、キファの、妹は……」


「…………」


　ミラーはまた、答えない。


　しかし必要な情報はそれだけで得られた。殺されたのだ。もういない、死んでしまった妹を人質に取られて、キファは祖国を、シオンを、ライナを裏切った。泣きそうな顔で、仲間たちを裏切った。


　妹を救うために。


　もう殺されている妹を救うために。


　これ以上にひどい話が、どこにある？


　そう自分に問いかけて、シオンは、思わず笑い出してしまいそうになる。


　いくらでもあるから。この腐くさった国には、そんな話はいくらでもあるから。


　だからこそ、変えなきゃいけないのだ。


　この国を変えなきゃいけない。


　どんな手段を使っても。どんなに汚きたない手を使っても。


　姉と妹を殺された上、さらに利用されたキファを捨て駒にしても。


　シオンを信じてついてきてくれた、仲間たちを捨て駒にしても。


　この国を変えなきゃいけない。


　そう。


　ミラーのやってることは、完璧に、正しい。　だがそれでも、シオンはミラーをにらみつける。そして少し、考え方を変える。こいつにすべてを任せておけば、それでいいと思った、さっきの考え方を、変える。


　シオンは言った。ミラーを見つめ、


「……おまえのやり方は、好きじゃないな」


　するとミラーがこちらを見て、やはりあっさり、


「私もだ」


「…………」


「だが、他に代案があるのか？」


「…………」


　シオンは、答えなかった。いや、答える必要はなかった。力のない、知ち恵えのない、実じつ績せきのないガキがどれほど騒さわいだところで、意味がないから。


　ただ、チャンスが得られるのなら。


　と、思う。


　もう一度チャンスが与えられるのなら、もう少し真しん剣けんに、やってみようと思う。


　もっと慎しん重ちように、もっと素す早ばやく、もっと強い意い志しを持って。


　だから聞いた。


　目の前にいる、いまはまだ、シオンが想像もつかないほど大きな力を持っている男に、聞いた。


「……ま、ごたくはいいや。それでさっさと教えてもらえないかな。あなたの描えがく地図の中に、僕が生きる場所はあるのか？　それともないのか？」


　するとそれにミラーは突然、その場でしゃがみこんだ。そして地面に指を一本、押しつける。そのまま砂をすくうようにして、持ち上げると、それを見る。


　ライナが暴ぼう走そうして、粉こな々ごなに砕くだき、砂にしてしまった魔法騎士たちの残ざん骸がいを、すくいあげる。


　それをミラーは見つめ、


「……少しは、なくもない」


　そう言った。


　ミラーの計画の中に、シオンが生きる場所がなくもないと、そう言った。


　それからミラーは空を見上げる。日の傾かたむきから、いまの時刻を確認しているようだった。


　とそこで、離れた場所に待たい機きしている軍から、さらに一騎、馬が離れたのが見えた。その馬は、こちらに向かってくる。


　それにミラーは立ち上がり、馬のほうを見る。


「……シュリオ皇子がまた、暴あばれ始めたかな」


　そう呟く。


　それにシオンも、その馬のほうへと目を向けた。どうやらあの大軍は、シュリオ皇子の名の下もとに集まっている兵のようだった。


　ミラーの息がかかった、しかし、シュリオ皇子の名の下に集まった兵。


　誰もその兵たちが、反王制の勢力だとは、思わないだろう。なにせ、旗はた頭がしらはその王族である、シュリオ皇子なのだから。


　シオンは聞いた。


「あそこにいる兵の……」


　が、ミラーはその問いをすべて聞かないうちに、答えた。


「全部だ。シュリオ皇子をのぞいた、あそこにいる兵全部が、俺の仲間だ」


「なら」


　ならまだ、俺は生き残れる可能性がある、と、シオンは思った。


　生き残って、前に進む方法があると、シオンは思った。


　当然それを、ミラーも考えているはずだった。


　シオンを使って、ミラーが考えていたものよりもずっと早いペースで革命を進める方法があるのだ。


　妾腹の息子ながら、王の血を引くシオン・アスタールが、エスタブールの魔法騎士団をたった一人で壊滅してしまう。


　それは他の貴族や王族も無む視しできないほど大きなニュースで、ローランドの、貴族たちをのぞいた大半の勢力を味方につけられる可能性がある、強大な功こう績せきだった。


　さらにシオンが貴族たちに虐しいたげられてきていたということも、プラスに働くだろう。反貴族の勢力を味方につけることができるかもしれない。


　おまけにシオンが一応なりとも王の血を引いているという事実が、いまのローランド内の利り権けんに食い込めていない貴族たちを取り込むのに役に立つ。


　いま、ミラーがシオンを掲かかげれば。


　いま、ミラーがシオンを掲げてくれれば、世界はすぐにでも変わるかもしれない。


　シュリオ皇子が王の座につくのを待たなくとも、現王の座を、引っ繰り返すことができるかもしれない。


　この地獄のような戦場で生まれた奇き跡せきが。仲間たちの屍しかばねの上に偶ぐう然ぜん、ライナが起こした奇跡が、世界を引っ繰り返すかもしれない。


　だがそれは、賭かけだった。


　ここまでミラーが慎しん重ちように、誰にも気付かれないように築きずき上げた反ローランドの力を、ここで一気に表舞ぶ台たいに出すことになる。


　表舞台に出て、隠かくし続けていた牙きばを外に見せれば、もう、歯車は止まらない。


　全面戦争だ。


　ラッヘル・ミラーが作りあげた勢力と、王や貴族、そして他の皇子たちの勢力との、戦争。


　すでにミラーが、その勢力に対抗できるだけの力を手に入れているのなら、シオンを掲げてくれるだろう。


　だが、まだなら。


　まだ、もう少し力が足りないのなら、シオンはここで殺される。


　だがそれに。


「…………」


　どちらでもいい、と、シオンは思った。


　ここで殺されるのもいい。こんな場所で殺されてしまうのなら、自分は、それだけの価か値ちしかなかったということだから。


　殺すか、殺さないか。


　それはミラーが選べばいい。


　それは世界が選べばいい。


　ミラーは、なにも言わない。なにかを待つように、沈ちん思ししているだけで。


　とそこで、駆けていた騎き馬ばが、ミラーの元へ到とう達たつする。騎馬に乗った男は、ミラーに言う。半笑いの顔で、


「馬ば鹿か皇子が例によって、さっさと終わらせて宴えん会かいしようって言ってきてますが、どうしましょう？」


　しかしそれに、ミラーは顔を上げない。まだ、考え続けている。


　どちらが正せい解かいか。


　どちらがより早く、犠ぎ牲せいの少ない道か。


　シオンはそれに、言った。


「俺を選んでくれたなら、後こう悔かいはさせない」


　その、自信があった。


　もう二度と、間違えたりしない。


　もう二度と、自分の力に溺おぼれて、仲間を無む駄だ死じにさせたりしない。


　だから。


　だからもう一度。


「……もう一度俺に、チャンスをくれ」


　シオンはそう言った。


「この国を変えるチャンスを」


　シオンはそう言った。


「この狂った国を俺に……」


　しかし言葉を言い終わる前に、さっき地面に放ほうり捨すてたナイフを、ミラーが拾い上げた。


　そのナイフを、投げる。


　だがそれは、シオンに向かってじゃない。伝令の、男に向かって。


　伝令の男はそのナイフをひょいっとつかむ。そして楽しげな、嬉うれしそうな顔のまま、


「じゃ、これが答えですか？　あの馬鹿皇子は……」


　するとミラーはうなずいた。


「用よう済ずみだ」


「はぁ～い」


　言って、男は馬を、再び走らせる。殺すのだ。皇子を。シオンの、兄を。


　つまりそれは、もうすでにミラーが、王族を殺しても問題ないほどの力を、このローランド内に有ゆうしているということに──


　が、また、シオンの思考を読んでいるかのように、ミラーが言った。


「まだ、そこまでの力は持っていない。だからこれは、賭かけだ。今回のこの、たった一人の人間がエスタブールの魔法騎士団を壊滅したという情報で、どれだけ貴族どもを動どう揺ようさせることができるか。こちらの味方を増ふやすことができるか。時間を味方にすることができるか」


　それにシオンが、口を開こうとしたのを、ミラーはまた遮さえぎる。


「喋しやべるな。おまえに期待はしていない。すべてのことは私がやる。おまえとシュリオ、どちらを殺してもよかったんだ。おまえのほうが、言うことを聞きそうだから選んだ。それだけだ。だからおまえは、与あたえられた役を与えられた分だけ演えんじればいい」


　とそこで、ミラーは再び馬にまたがる。そして、こちらを見下ろすようにして、


「君はそういうのが、得とく意いだろう？　なにせ仲間を騙だまして、こんな地じ獄ごくにまで連れ出したペテン師しだからな」


　そう言うと、馬首を返した。そのまま、背後に控ひかえていた部下たちに指示を出す。


「エス。トゥーリオ。この新しい皇子様を、首都に連れて帰れ。


　ゲンル。カルネに伝えて、情報操そう作さの準じゆん備びをさせろ。シュリオ皇子が魔法騎士に殺され、しかし、その仇かたきを、弟であるシオン・アスタールが、たった一人で取った、とな。少しホラ混じりに、話を大きくしろと言え。


　バーネル。部隊を解かい体たいする準備だ。シュリオが死んだら、あの部隊は散ちり散ぢりになる。うまいこと、敵対勢力の中に俺たちの仲間が入り込むよう、いじれ。


　いいか？　ここからは休む間はないぞ。一気にすべてを引っ繰り返す。革命を始めるんだ。刃向かう者は……」


　そこで、ミラーは馬を走らせ始める。ローランドの首都へと向けて。そして彼は、最後の命令を下した。


「……皆みな殺ごろしだ」


　それに部下たちは、はっ、と大きく叫ぶ。その声に、歓かん喜きの色が混じっている。


　待たい望ぼうしていた革命が、始まると。


　誰もシオンのことなど見ていない。


　仲間の血に汚よごれ、地べたを這はいつくばっている下げ賤せんな犬の息子むすこのことなど見ていない。


　この革命はすべて、ラッヘル・ミラーによってなされるのだ。


　たった一人の天才によって、なされるのだ。


　シオンはただの傀かい儡らいで。


　意志を持たない、誰にも期待されない、言われたとおりのことをしていればいい、あやつり人形で。


　でもそれでいい。


　と、シオンは思う。


　いまはそれでいいでいい。


「おい、早く馬に乗れよ」


　首都にシオンを連れていくようミラーに命じられた男が、ぞんざいな声こわ音ねで言う。


　それにシオンは顔を上げる。意志を持たないあやつり人形は顔を上げる。


　そして、笑った。


　死の淵ふちでまた、生き残ったあやつり人形は、笑った。


　その笑みにはやはり、光がある。誰もが惹ひきつけられ、目で追ってしまう強い光がある。


　それはミラーの力を超こえる。


　さっきの赤髪の化物も超えるなにかが、秘ひめられている。


　絶望的な状況でさえ、引っ繰り返してしまうようななにかが。


　世界を変えるだけの力が、そこには秘められている。


　それがなんなのか、シオン自身気付いていない。


　あの天才、ラッヘル・ミラーの計画をも、ねじ曲げてしまうほどの強大な光。


　凄せい惨さんな地獄の中で、ライナ・リュートを無む理り矢や理り暴走させ、すべての時の流れを自分へと引き寄せてしまうような強い力。


　それは、常じよう軌きを逸いつしていると言ってもいいほどの力かもしれない。


　いまはまだ、誰も気付いていないが。


　本人さえ気付くことができないが。


　しかし確かにそれは、働き始めている。


　世界を動かす歯車が、


　世界を狂わす歯車が。


　さて、その力をなんと呼ぼう？


　その力を、なんと呼ぼうか？





　堕おちた、黒い勇ゆう者しや──





　その名はまだ、誰も知らない。


　ただただ深く、暗く、闇やみに澱よどむだけ。


　シオンは言った。なにも気付かないまま、小さく言った。


「……だが、いまはまだ」


　いまはまだ、これで充分だ、と。


　彼を乗せた馬が走り出す。


　向かう先は、ローランド帝国の首都、レイルードだ。


　そして。


　やるべきことはもう、わかっている。


　世界を変える。


　そのためにやるべきことは、もう。





　　　　◆◆◆◆





　そして、時が流れる。


　それはたった、数日。


　だがその数日だけで、なにもかもが変わっていく。


　シオンは戦場で死にかけ、さらにミラーに殺されかけ、それでも生き残ってから、数日の時が流れ……





　　　　◆◆◆◆





　爆ばく発はつしたのかと思った。


　大地が揺ゆれ、耳をつんざくほどの轟ごう音おんが響ひびく。


　そのすべてが。


　世界を震ふるわせるほどの爆音が、人々の絶叫だとシオンは気付かなかった。


　ローランド帝国の首都、レイルード。


　その街にシオンが戻ってきたときにはもう、すべてのお膳ぜん立だては終わっていた。


　いや、すべての物語が、始まっていたというほうがいいのだろうか？


　一人の、造つくられた英えい雄ゆうの物語が。


　それは物語と言っていいほど、完成度の高いものではなかった。一つ一つはまるでまとまりのない、噂うわさ話のようなものばかり。





・王の血を引く、いままで公表されていなかった皇子が、エスタブール王国の魔法騎士団をたった一人で壊滅してしまった。


・殺されたシュリオ皇子の仇を取り、エスタブールの糞くそどもに、ローランドの力を思い知らせてやった。


・いや、シュリオ皇子を殺したのは、実はその、新たに現れた英雄らしいぞ。


・どうやらこの皇子は、王の、妾腹の息子らしい。いままで貴族たちに虐しいたげられてきて、どちらかというと民みん衆しゆうの味方らしいぞ。


・いやいや、王が次期後こう継けいにと優ゆう秀しゆうな貴族の女に生ませた秘ひ蔵ぞうっ子で、彼こそが新たな王になるらしい。





　そんないくつもの真しん偽ぎ入り交じった噂が、国中を、普ふ通つうではあり得ないほどの早さで駆けめぐった。それは、まるであらかじめ用意されていたかのように。


　溜ために溜め、もう、溢あふれてしまいそうだった堤てい防ぼうを、決けつ壊かいさせてしまったかのように。


　そしてそのいくつもの噂が、やがて一つへとまとまっていく。


　とても操あやつれるとは思えない、膨ぼう大だいな情報の流れを、どこかの奇き術じゆつ師しが、巧たくみに操っていく。


　新たな英雄が誕たん生じようしたのだと。


　この国の暗くら闇やみを破やぶる、新たな英雄が誕生したのだと。


　シオン・アスタールという名の、救きゆう国こくの皇おう子じが生まれたのだと。


　その情報に、ずっと虐げられてきた民は狂きよう喜きした。


　その情報に、ずっと笑っていた貴族たちは恐怖した。


　その情報に、ずっと驕おごっていた皇子たちは激げき怒どした。


　だがその変化は、ローランド国内だけに留とどまらなかった。


　魔法騎士団を、たった一人の男に壊滅させられてしまったエスタブールまで、動揺を始めた。


　ちょうどそのタイミングで、まるで図はかったかのようにローランドがエスタブールに降こう伏ふく勧かん告こくを出す。それをエスタブールが受け入れる。


　あっさり戦争が終わる。


　ほんの一いつ瞬しゆんで、どういう魔法がはたらいたのか、長く続いた戦争が終わってしまう。


　これはいったい、どういうことだ？


　いったいどういう仕組みで。誰のおかげで、そんなことになった？


　答えは、簡かん単たんだった。


　事情を知っている者からすれば、その答えは簡単だった。ずっと長い間、機会を待ち続けていた者が、ついに表舞台に姿を現したのだ。


　ずっと貴族の靴くつを舐なめ続けていた男が、表舞台に姿を現したのだ。


　貴族たちが笑っている間、ずっと地べたを這はいずり回っていた男が、姿を現したのだ。


　そして詭計ペテンを始めた。


　世界を騙す謀略ペテンを始めた。


　一度戦争に負けたぐらいで、エスタブールが降伏するはずがないのに。


　ずっと虐げられていた下賤な犬の息子が、一夜にして英雄になれるはずがないのに。


　長い時間をかけ、周しゆう到とうに用意され続けていたペテンが、一夜にして真実にすり替かわる。


　まるでそれは、初めからそうなると決まっていたかのように簡単に、完成する。


　そしてシオンが、ローランドの首都に足を踏ふみ入れたときには。


「…………」


　なにもかもが変わっていた。


　シオンはなにもしていない。


　なにもする必要がない。


　ただ、笑みを浮かべるだけ。


　すると歓喜の声が上がる。


　民の歓喜の声。


　狂きよう喜きの声。


　喜き悦えつの声。


　新しい英雄の誕生に、ローランド中の民が、狂ったように叫ぶ。





『シオン・アスタール!!』


『我われらの英雄!!』


『救国の皇子!!』





　シオンはそれに、微笑ほほえむ。


　ローランドの貴族たちが。


　ローランドの皇子たちが。


　決して見せたことのない優やさしい、見た者がとろけてしまいそうなほど穏おだやかな顔で、微笑む。


　そしてその笑顔のまま、小声で、


「……くそが」


　吐はき捨すてるように、そう言った。


　あまりにすべてが、ミラーの掌てのひらの上だけで動きすぎるから。


　そしてあいつが動かすペテンがなにもかも素す晴ばらし過ぎて、その先に続く道も、予想できてしまうから。


　一つのミスもなく、完璧に進むペテン。


　このままいくなら、時間がどれくらいかかるかはわからないが、革かく命めいは成功するだろう。しかしそのとき、シオンの存在はこの国の中にはないと思う。


　いや、王おう制せい自体が、なくなっているかもしれない。


　それはそれで、かまわないと思う。別に王になりたいから、権力を持ちたいから、この国を変えようと思っていたわけではない。


　誰か他に、素晴らしい統とう治ち者しやが現れて、国を導みちびいていってくれるのなら、シオンはそれでいいと思う。


　だが。


「…………」


　ミラーは違ちがう。


　その、素晴らしい統治者としての器うつわは、ミラーにはない。


　そう、シオンは思った。


　あいつは、あまりに頭が切れすぎるのだ。人の気持ちをくみ取れないほどに、頭が切れすぎるのだ。


　あの戦場から、シオンが首都に帰ってくるまでのほんの数日の間だけでも、相当数の犠ぎ牲せいが出ているのを、彼は知っている。


　シオンの目の前から去るときに、ミラーが言った言葉を思い出す。





　邪じや魔まする者は、皆殺しだ。





　その、通りになった。


　情報を効こう率りつよく回すため。情勢を効率よく動かすため。ミラーは最も速い、最も有効な選せん択たくを、ためらいなく実行する。


　そこに、人の感情はない。


　すべては効率、効率、効率、効率だった。


　やるべきことを、必要なだけやる。


　それは確かに正しい。完璧なまでに正しい、が──


「……正しいだけじゃ、世界は回らないだろ」


　と、シオンは思う。


　この、狂ったような国民の熱ねつ狂きようを見るだけで、シオンはそう思う。


　ミラーのペテンの上で、この国は徐じよ々じよに狂っていく。そしてその狂気を利用して、ミラーはすべてを手に入れようとしている。


　その狂気に流されてしまうのは簡単だ。いや、そこには快かい楽らくすらともなうかもしれない。なにせあの男は常つねに正しいのだ。正しすぎるほど正しい道を進んでいくのだから、なにも考えずにその後ろをついていくのは、気持ちがいいだろう。


　思考を止めてしまってもいいと思うほど。


　もうなにも考えなくてもいいと思えるほど、ミラーの言葉には、創つくる世界には、秩ちつ序じよと、規き律りつがそろっていた。


　だがその先に、


「……なにがある？」


　効率と規律と秩序で創られた、完璧な未来が待ってるって？


「そうは思わない」


　シオンは、呟く。


「俺はそうは思わないぞ、ラッヘル・ミラー」


　民衆に微笑みながら、シオンは吐き捨てるように、呟く。


　人は、そんなに単たん純じゆんではないから。


　仲間たちが意味のないことで笑う。仲間たちが意味のないことで泣く。それを見て、シオンは嬉うれしい気持ちになる。


　そこに効率はない。秩序もない。規律もない。


　キファは裏切り者なのにライナを好きになる。


　ライナは愛されているのに、孤こ独どくに沈む。


　端はたから見ていればそれは、馬ば鹿からしくさえ見えるかもしれない。


　もっと効率よく考えろよ。もっと楽な道を選べよ。そう言うかもしれない。


　だが、世界はそうは回ってくれないのだ。


　誰もみんな、自分が思ったほどうまくは生きられないのだ。ミラーのように頭がいいわけじゃないから。


　みんながみんな、悲しいくらいに馬鹿で。


　俺もその馬鹿の中の一人で。


　でも、人が生きる世界は、そういうもんだろう？


　すべてが効率でできた世界に。


　天才ミラーが創る未来に、ライナや、キファや、俺や、人が生きる場所が、あるのかよ？


「…………」


　シオンは、悲しいほどにあやつられた、狂ったように叫びまくる民衆に微笑む。


　しかし微笑みながら、もう少し遠くを見み据すえる。もう少し遠い、未来。


　ミラーはきっと、世界を変える。


　その手始めは恐おそらく、シオンを殺すことから始まると思う。


　民衆の光だと思われた英雄が、貴族か、王族に惨ざん殺さつされる。


　そして民衆が怒りを持って立ち上がるのだ。すでにミラーに用意され尽つくされた武器と、大たい義ぎ名めい分ぶんを持って。


　その世界に。


　ミラーが描えがく世界に、シオンは共感できなかった。


　たとえ甘あまいと言われても、かつて仲間たちに約束したような未来を創りたいと、シオンは思う。


　もう、死んでしまった仲間たちに。


　利用され、振り回されて、泣いていたキファに。


　あまりに長い間独ひとりで、絶ぜつ望ぼうし続けていたライナに。


　ずっと馬鹿にされ、執しつ拗ような嫌いやがらせを受け続けても、それでもシオンに微笑みかけてくれた母に、約束した未来を。


　誇ほこることのできる世界を創りたいと、そう思う。


　そのためには、ミラーの描く地図から一度、出る必要があった。


　ただ操られるだけじゃなく。


　ただ流されるだけじゃなく、前に進む方法を考える必要がある。


　殺される役目が回ってくる前に、あいつの地図から外へ、出る必要がある。


「時間は、あまりないな」


　シオンはそう、呟いた。


　ミラーの行動の早さからすると、おそらく、シオンが殺され、民衆が立ち上がる、なんていう筋すじ書がきが始まるまでに、三み月つきはかからないだろう。


　ということは、命の猶ゆう予よは三月だ。


「さて」


　と、シオンは言った。


　さて、どこから始めるべきか。


　そこで、彼の行進は終わる。


　新しい英雄のお披ひ露ろ目めが終わる。


　彼が乗った馬は、街を通り過ぎ、軍の官かん舎しやが建ち並ぶ区画へと入っていく。そこでも新たに生まれた英雄の登場に、多少は浮かれた雰ふん囲い気きが漂ただよってはいるが、人の声や、群むれは、多少減へる。


　彼に言葉をかけることもなく、彼を護ご衛えいしていた数十騎の騎馬兵が、彼の下もとを離れる。


　それにシオンが、


「……護衛、ありがとう」


　そう声をかけたが、しかし、返事はない。


　すべてミラーの手の者たちだ。


　偽いつわりのあやつり人形に、愛あい想そを振りまく必要もないということだろう。


　しかしシオンは気にもしてない様子で、肩かたをすくめる。馬を操り、兵舎が建ち並ぶ道を進んでいく。


「…………」


　しばらく無言で、彼は進む。


　神経を張はり巡めぐらせ、尾び行こうされてないか、見張られてないかを確認しようとするが、やがて小さくため息をついて、


「ま、俺程てい度どの能力じゃ、あいつの部下の尾行には気付かないか」


　言って、笑った。


　だが、別にいい。どうせ見張られているだろう。ほんの少し会っただけだが、それでも、ラッヘル・ミラーという男が、どういう奴なのかは、理解したつもりだ。


　すべてに完璧で、手を抜ぬかない男。


　だがその、完璧な男が描いた地けい図かくを、破る必要がある。


　それも奴に見破られないように。


　奴が気付いてない場所から。


　奴が決して動かないと思っている、場所からだ。


　さて、それはなんだと、シオンは考える。


　すでに二つ、彼は最初にやるべきことを見つけている。


　最もしんどそうな案を、二つ。


　一つはこの、ローランド帝国の、最も深い闇に関わるものだった。


　あの伝説。





　この国には、エリス家という謎なぞに包まれた一族がいて。


　その一族が、代々この国の王を護衛している。


　そしてその、エリス家が王を守っている限り、何なん人ぴとたりとも王を傷付けることはできないという、伝説。





　馬鹿げた伝説だ。いや、伝説というほどの話ですらない。


　よく訓くん練れんされた護衛が王にはついていて、その護衛が強いから、王には手出しできないよ、と、対外的にアピールしているだけにしか聞こえない、子供騙だましの伝説だ。


　当然、現国王を排はい除じよしようとしているミラーは、その、よく訓練された護衛を殺す方法について、考えていると思う。


　だが、それでも、それはそれほど難むずかしいことじゃないはずだった。


　いくらその護衛が強いからといって、たかが知れているから。人間の強さの限界は、たかが知れているから。


　たとえばあの、見ただけで震えてしまいそうになった、赤髪の男よりも、その護衛が強いとは、とうてい考えられないから。


　だからそれほどは、気にしていないはずだ。


　いや、周しゆう到とうに王を排除しようと準備してきていたからこそ、あからさまに王暗あん殺さつのために必要な、エリス家の情報には、まだ、触ふれていないかもしれない。


　だからこそ、シオンが先に、そこに触れる必要がある。


　おそらくミラーが気付いていない場所に。


　その、王の護衛が。


　エリス家の、当主が。





　あきらかに人ではない、という事実に。





　この国には、ミラーが考えているよりも遥はるかに大きな化ばけ物ものが棲すんでいる。


　それもシオンが、ミラーの計画に逆さからおうと考える、理由の一つだった。


　現エリス家の当主──ルシル・エリスに遭あったことがあるから。


　あの伝説の剣の一族、エリス家の当主に遭ったことがあるからこそ、ミラーの計画には大きな穴あながあると、シオンは考える。


　かりにすべての革命が成功したとしても、きっと、ミラーはルシルを、倒すことができない。いや、あんな化物を殺せる人間など、この世には存在しない。


　そしてこの国の王は死なず、世界は変わらない。


　いや、ルシルとの戦いで、ミラーすらも命を落としてしまうかもしれない。そうなればもう、その先には最悪の未来しか待っていない。


　だからこそシオンは、もう一度ルシルに会う必要があった。


　そしてその伝つ手てはもうあるのだ。ルシルの妹である、だんご好きの美少女フェリス・エリスとはもう知り合いで、兄のルシルに会う伝手は、手に入れているのだ。


　そしてもし、あの力を手に入れられるなら、ミラーの地図は、大おお幅はばに変へん更こうを余よ儀ぎなくされるはずだった。


　あの、人のものではない力を、手に入れられるなら。


「…………」


　とそこで、シオンは初めてルシルと出会ったときのことを思い出す。


　刹せつ那な。


　ただ、思い出しただけで背中に寒気が走り、彼は苦笑する。


　きっと殺される。


　殺される可能性のほうが、高い。


　それでも、やる必要があった。


「……とりあえず、フェリスに無事生きて、戦場から帰ってきたよだんごをプレゼントしないと」


　と、彼がそう呟つぶやいたところで。


　すぐにやるべき、もう一つのほうの計画の、答えが返ってきた。


　ミラーの地図を崩くずすための、もう一つの、計画。


　決して揺ゆらがないと、ミラーが信じている場所を崩す計画の、答えが。


　シオンの馬が、軍の情報部が入った官舎を横切ろうとしたとき。


「シオンさん」


　かすかな声が、響ひびいた。


　姿すがたはない。


　シオンが通り過ぎようとした、官舎の、暗い窓まどの中から、声がかけられている。


　おそらくは誰も気付かない。シオンでさえ、ここで、情報を受け取ると事前に計画していなければ、気付くことができないほどの、かすかな声。


　だが、シオンは声のほうを見ない。ただゆっくり、馬を歩かせる。


　その馬の歩調に、声がついてくる。いつくかの窓の隙すき間まから、少しずつ、声が響いてくる。


　慎重に。


　周到に。


　見張りにも、尾行にも、気付かれないように。


「……報告を」


「…………」


「命令どおり、ラッヘル・ミラーの息がかかっているであろう、仲間たちは一度、すべて切りました。驚おどろいたことに、我らのネットワークの三分の二が、奴の息がかかった者たちでした」


「…………」


「続いてミラーに従う者たちの中でも、有力だと思われる人間を、すでにピックアップしてあります」


「…………」


「まだ、すべてを調べきるというわけにはいきませんが……」


「…………」


「とりあえずは、最さい優ゆう先せんだと言われていた人物の情報は、例の場所に」


「…………」


　そこで、声は途と切ぎれる。


　シオンの馬が、官舎を通りすぎたからだ。だが、それで充分だった。必要な情報は得られた。


　仲間が三分の二減へり。


　見張られているから大っぴらに動くこともできない。


　だが、それは別に問題じゃない。重要なのは、気け取どられないことだ。


　力のない、夢ばかり大きな無能なガキが、化物ミラーの地図から外に出ようと動いていることに、気付かれないことだ。


　馬鹿なあやつり人形だと思われていなければいけない。


　そうじゃなくても、勝負は恐おそらく、三み月つきないはずなのだ。いや、シオンを殺すための筋書きが本格的に始まるまでの猶ゆう予よは、二ふた月というところか。


　それまでに、ミラーが計画を再構こう築ちくしなければならなくなるほど、強い、大きな計画を、シオンは作らなければならない。


　そのためには、ほんの数秒の猶予もなかった。


　だから彼は、動く。


　慎重に。


　周到に。


　もう二度と、自分の甘さから仲間を失わないために。


　もう二度と、ガキと呼ばれないように。


　このローランド中に張り巡らされたミラーの情報網もうをかいくぐって、新しい地図を描く。


　そしてそのための、一番最初の入り口は──











　深夜。


　図書館。


　誰も開かない、異国の言葉で書かれた辞じ書しよ。


　その中に、シオンは報告書を見つける。


　中にあるのは、あいつの情報だ。


　あの戦場で出会った、赤髪の化物。


　シオンは書類を開く。するとそこには、名前がかいてある。
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　経けい歴れきが書いてある。


　生きる理由が書いてある。


　それに、シオンは笑みを浮かべる。明あかりのない、暗い図書館の中で、彼は笑みを浮かべる。


　そして小さくうなずき、


「じゃあここから」


　と、言った。


　それはやはり、英えい雄ゆうと呼ぶに相応ふさわしい微笑ほほえみだった。


　とてもあやつられた傀かい儡らいのものとは思えない、救国の皇子の微笑みだった。


　もしこの場にミラーがいれば、こう考えたかもしれない。


　彼の微笑みを見て、こう思ったかもしれない。


　地けい図かくが、すでに破やぶれ始めていると。


　だがミラーはここにはいない。


　シオンはそれに、笑う。赤髪の情報を見つめ、笑う。


　そして彼は、言った。


「じゃあここから。クラウ・クロムから……陥かん落らくしていこうか」


　夜に響く、ページをめくる音。


　天才と英雄の、ペテンとペテンがぶつかる音。


　まだ空は深い闇に包まれている。


　月のない夜。


　夜明けの見えないローランドが、それでもいま、目め覚ざましく変わろうとしていた。












　第二章　赤色の鋼はがね







　鮮せん明めいに覚えているという意味で、クラウ・クロムの頭の中にある一番最初の記き憶おくは母親の言ったこの言葉だった。





「あんたは違ちがうんだ……あんたは他とは違う、特別な子なんだ……」





　ちなみにそう言ったときの母親は口から血を吐はいていた。


　真っ赤な血。


　大量の血だ。


　年中薬ヤク漬づけだった母親の血。


　だが彼女が血を吐いているのは薬のやりすぎのせいだったりはしない。


　彼女はいつも薬の量を守っていたし、この薬はそこらの草を引っこ抜ぬいてきて燃やして吸い込むような粗そ悪あくな代しろ物ものじゃなく、中毒性も低ひくい安全なものをわけてもらってるんだというのが彼女の口くち癖ぐせだった。


　そのわりには薬が切れると狂くるったように暴あばれて、まだ五歳さいのガキに過ぎないクラウを殴なぐったり蹴けったりとひどいものだったが、それでも薬をやってる間はおおらかだった。


　そして今日もひとしきり彼を殴ったあと、母親は薬をやった。


　彼はそれをじっと見ていた。


　薬をやって、母親の機き嫌げんがよくなり、彼を殴らなくなるのをじっと待つ。それが彼の日常だった。


　今日の薬の量も、いつもと変わらない。だからやはり、母親がいま目の前で、泣きながら血を吐いているのは薬のせいじゃない。


「……あんたは特別なんだ……」


　クラウはそう呟つぶやき続ける母親を見る。彼女の口から吐き出されている血の量を見る。その血はあきらかに致ち命めい的なものだと子供心にわかる。だからたぶん、それが一番鮮明な記憶として残っているのだと思う。


　薬のせいで瘦やせこけ、青白くなった母親の顔と、吐き出された赤。


　青と赤を混ぜたら何色になるんだっけ？


「……特別なんだよ……あんたは特別なんだよ」


　母親は何度もそう呟く。薬に浮かれた虚うつろな顔で何度も呟く。


　特別、特別、とくべつ、トクベツ。


　それも母親の口癖だった。


　だがいったいなにが特別なのか、クラウにはわからない。他の子供よりほんの少し早く喋しやべったとか、他の子供よりほんの少し早く読み書きができるようになったとか、確かにそんなようなことはあったが、でもそれがそれほど特別なこととは思えない。


　少なくともこんな死の間ま際ぎわでまで、何度も繰くり返して言うようなことだとは思えない。


　だが母親は言う。


「あんたは特別なんだ……あんたは特別なんだ……」


　青い顔で。


　血を吐きながら。


　まるで呪のろいをかけるように呟き続ける。


　青と、赤と、呪いの黒。


　三つの色が次し第だいにクラウの体にからみついていく。


「……だから……だからあんたは生きなきゃいけない」


　母親はそう言った。


　クラウはなにも言えない。吐き出された血に死の匂においを感じて、なにも言えない。


　母親が死ぬ。


　母親がいま死のうとしている。


　薬が切れると毎日のように彼を殴り続けた母親が死のうとしている。


　毎日、毎日、消えてしまえばいいのにと思っていた母親が、やっと死んでくれようとしている。


　その母親を前にして、クラウが言った言葉は、


「……死なないで母さん」


　たぶん泣いていた。


　だが母親から返ってきたのは、


「特別なんだ……あんたは特別な子……だから、だから生き残って……復ふく讐しゆうをしなさい……」


　そんな言葉。


　そして彼女は笑う。突とつ然ぜん狂ったように笑う。


「は……はは……ははは!?　そう、そうよ！　おまえは私のために復讐を！　あの男に、あの男に復讐を……」


　が、彼女の言葉はそこで止まる。


　背後から飛んできた矢に喉のどを貫つらぬかれ、喉からも赤が噴き出す。なのに彼女は笑い続ける。喉から噴き出す血をゴポゴポと鳴らしながら、彼女は笑い続ける。


「アハハハハハハハハハハ」


　右肩に矢があたる。


「アハハハハハハハハハハ」


　背中から腹はらへと矢が飛び出す。


「アハハハハハハハハハハ……痛くない、薬のせいでまるで痛くない……さあ殺してみろ！　私を殺してみろ！　でも覚えてな、クラウが、クラウが必ずおまえらを……」


　背中の中央を矢が貫く。そこで彼女の笑い声は止まる。それから自じ嘲ちようするような、絶ぜつ望ぼうするような顔でクラウを見下した。


「いい？　あんたは特別な子。あんたを産むためにあたしはこんな体にされたんだ……そして殺される。あんたを連れて逃げた罪つみで殺される。全部あんたのせいよ。あたしの人生はあんたのためだけにあって、あんたに喰くい潰つぶされた。だからせめて、あんたはしぶとく生きなさいよ。生きて、生きて、生き延のびて、あんたはこの腐くさった世界に……」


　そこでまた、彼女の背中に矢が刺ささった。それを彼女は見て、口から血を吐きながら笑い、そして言った。





「……この世界に、復讐するのよ……」





　きっとそれは。


　やはり呪いだったんだと思う。


　その瞬しゆん間かんにクラウは呪いをかけられた。


　赤と、青と、黒の呪い。


　最後にもう一度ゴボっと血を吐いて、母親は死んだ。倒たおれるときにクラウの胸をどんと押おす。クラウは一歩後ずさり、死体を見下ろす。母親の死体。


　とても悲しいのに、なぜか涙は出ない。


　呪いをかけられたせいだろうか？


「……復讐……」


　クラウは小さく呟いてみる。


　それから顔をあげる。


　彼がいまいるのはこぢんまりとした木造の家だった。貧しい村の外れにある、貧まずしい母子家庭の家。薬浸びたりでろくに掃そう除じもされずにゴミが散さん乱らんした部屋。台所にたまった汚よごれた食器の山。


　そしてその向こうにある窓まどは割れている。


　飛んできた矢によって割れたのだ。


　クラウはそちらを見る。


　窓の外では馬に乗った十数人の男たちが、奇き声せいを上げながら剣けんを振ふるったり、弓を撃うったりして、逃げまどう村の住人たちを殺しまわっている。


「……盗とう賊ぞくかな」


　もしくは山賊か。


　軍ではないと思う。たびたび貴族子こ飼がいの軍の奴やつらが村を訪れては、盗賊と変わらない略りやく奪だつをすることもあったが、


「軍部ではかなり前に短銃や弓の使用をやめた。兵の教育や効こう率りつの面で、魔ま法ほうの精せい度どが弓を大きく上まわったからだ」


　クラウは書物で得えた知ち識しきをそのまま暗あん唱しようした。それから居い間まにある、巨大な本ほん棚だなと、そこに収おさめられている書物へ目をやる。


『……あんたは特別な子なんだから……』


　例のその言葉を呟いては、母がこの本棚の本をクラウに読ませた。


　金のない家には不ふ釣つり合いな、いや、こんな過か疎その村にあるのさえありえないほどの貴き重ちような書物の数々。


　なぜ、そんなものがこの家にあるのか？


　クラウは母親に聞いたことがあるが、すると答えは、頭のいいクラウ君に読ませるといいよと、村の長おさが寄き付ふしてくれたという。


　だがそれは、あまりにおかしかった。


　これは読んで知識が増えていくうちにわかったことだが、ここにある本は、売ればきっと、母子二人が一生暮らしていくことができるほど貴重な書物ばかりだった。


　この貧ひん困こんの村で、そんなものを寄付する馬ば鹿かがどこにいる？


　よっぽどのお人ひと好よしか、もしくは……


「…………」


　クラウは再び、窓の外の盗賊たちを見る。


　そして母親が薬に酔よって、毎日のようにクラウに聞かせてくれた話を思い出す。


　それは彼女のこれまでの人生の話。


　貧びん乏ぼうな家に生まれ、十七の誕たん生じよう日びに親に売られていったさきは牢ろう屋やの中で、数日監かん禁きんされ、薬漬けにされた上に犯おかされ、子供を産うんだ。


　でもそれは化ばけ物ものを生むための実じつ験けんで、その化物はクラウなのだという。


　あんたのせいで。


　あんたのせいであたしの人生は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。


　とある人の手引きでどこかの施し設せつをなんとか抜ぬけ出すことができたが、きっとあいつら、探さがしにくる。あんたを追って。あんたを探して。でもそしたら今度はあたしがあんたを売ってやるんだ。両親があたしにしたように、世界があたしにしたように、あたしもあんたを売って、幸せになるんだ。


　毎日、毎日そう言って、最後は悲しそうに笑っていた。


　それをクラウは思い出す。


　そして彼女の話はいったい、どこまでが本当なのだろうと思っていた。


　だが、全部本当だったのだと、いま、彼は理り解かいした。


　居間にある貴重な本の山。


　こんな貧困の村で手に入るはずのない、きちんと精せい製せいされた薬。


　そして窓の外で村人を殺しまくっている山賊たちの動き。


「…………」


　山賊のふりをしているがあれは、訓くん練れんされた者の動きだ。


　窓の外。


　山賊の一人がクラウの姿を見つける。獲え物ものを見つけたという、顔。そして弓を構かまえる。この距離で、訓練されていない者が放った矢がクラウに命中する確かく率りつは、低い。


　だが。


　ヒュっと空を切る音ともに矢が真まっ直すぐクラウへ向かって飛んでくる。


　それにクラウは、目を細めた。


　やはりあいつらは、訓練されていた。


　やはりあの本の山は、誰かの意い図とによりこの家に届けられていた。


　やはりあの麻ま薬やくは、誰かの意図により、母親に投とう与よされ続けていた。


　とそこで、矢がクラウの胸へ届く。


　しかしクラウはそれをあっさりつかんでいる。


　──あんたは特別なんだ。あんたは特別な化物なんだから。


　彼は手に握にぎった矢を見て、それからそれを振り上げ、投げ返す。


　矢を放った男はなにが起きたのか理解する前に、矢に心しん臓ぞうを貫つらぬかれて落馬する。


　だがクラウはそれにもう興きよう味みはない。


　ただ、床ゆかで死んでいる母親を見下ろして、言った。


「……ここに逃げてきたということすら、実験の一部だよ母さん」


　それがどういう意図によるものかはわからないが、実験が続いているのは間違いない。そしてそれは、クラウに対する実験のようだった。


　いったい誰が、クラウに対してなにをしたいのか？


　それはまるでわからなかったし、実際問題そんなことはどうでもよかった。


　それよりも問題は、そのことに気付かずに浮かれて、自由になれたと浮かれて、泣きそうな顔で毎日薬に溺おぼれていた母親の気持ちだ。


「……あんたは最後まで操あやつり人形だったみたいだよ」


　クラウは死体に向かって言う。


「…………」


　当然答えは返ってこない。


　だが、彼は気にしない。


「で、復讐して欲ほしいって言ったっけ？」


「…………」


「世界のこのひどさに、復讐して欲しいって？」


「…………」


　死体は答えない。


　物言わず、ただ呪うだけ。


　自分を。


　世界を。


　息子を。


　赤、青、黒だ。


　それにクラウは悲しげに微笑ほほえむ。しゃがんで、開いたままの母親の目を閉とじてやる。乱みだれた髪をなでつけ、整える。


　そして言った。


「復讐ね。いいよ。まだ俺にはここに存在する理由は見つかってないし、まずはそれを理由にしよう。なによりあんたは母親だし、こんな薬漬けのダメな奴でも、母親だし……クソみたいなこの世界に、復讐したいってあんたの気持ちはよくわかるから……」


　クラウは立ち上がる。それから台所へいって、戸棚を開ける。錆さびた包ほう丁ちようが一本置いてある。それを拾い上げてから、言った。


「復讐しよう」


　クラウは窓から飛び出した。


　外に出ると、山賊のフリをした何者かたちは、十七人いた。村はすでに壊かい滅めつ状態だった。家を焼かれ、女子供も皆殺しだ。そしてそいつらはクラウを見つける。殺せと叫ぶ。


　だがクラウはそれを無視して、周囲を見回す。山賊どもは捨すて駒ごまだ。警けい戒かいするに値あたいしない。だから襲おそいかかってくる山賊を無視して、クラウはきょろきょろと周囲を見る。


　これが。


　この村に起きている出来事のすべてが実験の一部ならば、


「……どっかで誰かが見張ってんのか？」


　彼はそれを探さぐる。


　だが、五歳のガキに探ることができる気配なんて、たかが知れている。もし見張りがいるとすれば、きっとこの山賊どもよりも強い奴がクラウを観かん察さつしているはずだ。


　クラウよりも強い可能性のある、何者か。そんな見張りがいるのなら、クラウにその気配を見つけることはできない。


「……それとも見張りはいないのか？」


　どっちなのかで、今後の行動が決まってくる。


　もし見張りがいるのなら、山賊を全員殺して見せる必要がある。これはきっと、クラウの力を測はかるための実験だろうから。敵のお誘さそいを受けるために、力を見せる必要がある。


　もしも見張りがいないのなら、一度逃げて、帰っていく山賊を尾び行こうして敵の本ほん拠きよ地ちを探る必要がある。


　敵──彼女が、母親が『あの男』と呼んだ復讐するべき相手の居場所を。


　さあどっちだ。


　クラウは周囲の気配を探る。


「…………」


　だがなにも感じない。


　見張りはいるのか、いないのか。


「どっちだ？」


　だが、気配は感じられない。


　それに彼は大きく空気を吸い込む。吐く。もう一度吸い込む。そうやって脳のうに酸さん素そを送り込む。正しい思考をするために、多量の酸素を脳に送りこむ。


　さあ判断しろ。正しい判断だ。この山賊どもを殺していいのか？　それとも一度逃げるべきか？


「…………」


　とそこで、山賊の一人が剣を振り上げる。鈍のろい動きだ。死にたいと言っているような、ひどく緩かん慢まんな動き。


　クラウはそれに、包丁を構える。


「決めた。皆殺……」


　が、そこで彼は動きを止める。


　音がしたから。遠くからたくさんのなにかが地面を蹴ける、音がしたから。


　これは、蹄ひづめの音だ。馬の走る音。


　それに再びクラウの思考がめぐる。


「どういう展てん開かいだ？」


　彼が呟つぶやくと同時、剣を振り上げた男の胸を、どこからか放たれてきた光の槍やりが貫く。胸に開いた大きな穴。男は悲鳴を上げることもなく絶ぜつ命めいして、馬から落ちる。


　それをクラウは知っている。ローランド軍の中でも優ゆう秀しゆうな術じゆつ者しやのみが使うことができる、光学攻撃魔法『光燐くうり』だ。


　クラウは『光燐くうり』が放たれたほうを見る。するとローランドの軍服を着込んだ五人の男たちが馬に乗って駆けてきていて。


　先頭の男が叫んだ。


「大丈夫か！　山賊どもは我々が捕とらえるから、君は逃にげろ！」


　軍が、助けにきてくれたのだ。


　山賊に襲われた村を、軍が助けにきてくれたのだ。


　そしてその五人の男たちは次々と魔ま方ほう陣じんを描き始める。『光燐くうり』を『稲光いづち』を『紅くれない』を『崩雨みすみ』を『焰陽ほむら』を。


　瞬またたく間に山賊たちは処しよ理りされる。


　やがて男たちはクラウのそばまでたどりつくと、周囲を見回す。皆殺しになった村人たちを、焼き払はらわれた家々を。そして沈ちん痛つうな顔で言う。


「……ひどいな……もう少し到とう着ちやくが早ければ……」


　馬を降りる。それからしゃがんで、クラウの顔をのぞきこむ。優やさしい微び笑しよう。


「……よく、生き残ってくれた。君は、大だい丈じよう夫ぶだったかい？」


　温あたたかい声音。


　それにクラウは泣きそうになった。泣きそうな顔になった。


「……む、村が、母さんが、みんな殺されて……」


「わかってる。大丈夫だ。よく頑がん張ばったね。もう大丈夫。俺たちがきたからには、もう大丈夫だ」


　クラウの体を抱きしめて、そう言ってくれる。男の体は温かくて、それにまた、彼は泣きそうになる。いや、実際に泣いた。


「……ひっく、怖こわくて、すごく怖くて……」


　泣きながら、そう言った。


　泣かなければ。


　泣いたフリをしなければ笑い出してしまいそうだったから。


　軍が、助けにきてくれたのだ。


　国民のことなどとうに見放しているはずの貴族どもの犬たちが、山賊に襲われた村を助けにきてくれたのだ。


　そしてきたのは『光燐くうり』を使う兵士。そこらの一いつ般ぱん魔ま導どう兵へい程度じゃ到とう底てい使えない複ふく雑ざつな術式の魔法を使う兵士。


　高度な訓練を受けなければ決して身につけることのできない魔法を使う魔導兵が。


　そんな兵士が、過か疎その村を助けにきたなんて、なんて僕は運がいいんだろう！


　と、皮ひ肉にくげに笑いそうになる。


　まったく、このシナリオは、穴あなが有ありすぎだろう。


　つまりはこういうことなのだ。


　山賊に襲われた村を助けにきてくれた兵士ヒーローは、クラウの心に取り入って、


「……しかし、この状況で生き残ったなんて、君はすごいなぁ」


「……ぼ、僕、必ひつ死しで……とにかく必死で……」


　クラウの心に取り入って、自分から彼らの実験に協力するよう仕向けたいのだ。


「いや、本当にすごいよ。君みたいな勇気のある子を私たちは探していたんだ」


「……勇気？」


「そう。勇気だ。私たちがここにきたとき、山賊が一人死んでいた。あれは、君がやったんだろう？」


「……うん」


「たった一人でも敵に立ち向かおうとする、その勇気だよ。君みたいな子を、私たちは探していたんだ」


「僕、勇気があるの？」


「そうとも。そうだ、私たちと一いつ緒しよにこないか？　私たちと、そして我われらが聡そう明めいな主あるじの下もとで、一緒に国家のために働はたらこうじゃないか」


　それにクラウは、


「……ぼ、僕が、国のために……？」


　言いながら、男の顔を見る。そして男の首を見る。頸けい動どう脈みやくを見る。包丁を少し強く握る。


　殺せる、と思う。


　ここにいる五人、全員殺せる。


　そしてまた、母親の言葉を思い出す。


　──あんたは特別な子なんだから。


　確かにそうなのかもしれないと、クラウは思う。


　汎はん用よう攻撃魔法の中では最さい高こう位いにあたる『光燐くうり』の遣つかい手には初めて会ったが。


　この、程度か。


「じゃあ、じゃあ僕……あなたたちの仲間になれるの……？」


「そうとも。君が望のぞみさえすればね」


　四人殺やって、一人を拷ごう問もんして話を聞くか？　いやそれは得とく策さくじゃないな。弱いと、思われていたほうがいい。こいつらの反応からすると、山賊を一人殺した程度で十分クラウに価値を認みとめているようだから。


　いやそれとも、クラウの価値は他にあるのだろうか？


「仲間になりたいか？」


「うん！」


「よし、よく言った。やはり君には勇気がある。特別な子だ」


　特別。


　特別か。


　薬くすり漬づけの母親から生まれた、特別な実験をされた子供。


　母親に投とう与よされていたのはなんの薬だ？　生まれた子供の身体能力を上げる薬？　それとも知ち能のうを高める薬？　だが、こいつらのこの対応はなんだ。この程度のヤツら、一瞬で殺せるんだぞ？


　と、包丁を握りしめる。だが、そのことにすら男たちは気付かない。


「さあ、じゃあ私たちと一緒にいこうか？」


　その言葉に、後者だな、と、クラウは思う。


　後者だ。


　クラウの価値は、強さにあるのではない。知能の高さにあるのではない。なにか別の、能力があるのだ。クラウの知らない、実験によって生み出された能力があるのだ。


　そしてそれは、クラウの自主的な協力が必要なのだろう。だからこんな回りくどいことをした。


　だからこいつらは、クラウが自分たちより強いことを知らない。他の能力者だと思っているから、クラウが知能が高いことを知らない。


　本当に。


　本当に特別な子だということを知らない。


　それは都つ合ごうがいいと、彼は思った。


　まだ弱いと思われているのなら、まだ幼おさないと思われているのなら、それはとても都合がいい。


　復ふく讐しゆうするには。


　クラウは笑った。


　幼い顔で笑った。


「僕も一緒にいく！」


　無む邪じや気きな顔で笑って、そう言った。





　　　　◆





　母を埋まい葬そうして──といっても土に埋うめ、木を一本たて、さらにその横に彼女の大好きだった薬の瓶びんを並べただけだが──から、山さん賊ぞくが乗っていた馬を一匹選んで、それに乗って連れられていった先は、奇き妙みような場所だった。


　巨大な屋や敷しきと、その屋敷の前に広がる演えん習しゆう場じよう。そこではたくさんの子供が訓くん練れんを受けていた。


　その場所につくなり、ここにクラウを連れてきた男。山賊から村を救って、クラウを抱きしめてくれた男が優やさしく言った。


「さあ、ついたよ。今日からここが君の家だ」


　それにクラウは男を見上げる。


「ここが、僕の家？」


「ああ。『エーミレル私し設せつ兵団』。この名前は、聞いたことあるかな？」


「ううん」


　クラウは首を振った。


　しかし、本当は聞いたことがあった。


　母と暮らしたあの家に、『エーミレル私設兵団』について書かれた薄うすい書物が置いてあったからだ。


　そこには要よう約やくするとこんなことが書かれていた。







　　　エークロイド・エーミレル伯はく爵しやくが崇すう高こうな志こころざしの下に作った、慈じ善ぜん組織。


　　　身分の高低を取り払はらい、優ゆう秀しゆうな子供たちを集め、高い教育と修しゆう練れんを受けさせて国家に役立つ人材を育成する。


　　　この組そ織しきから出た人材は、エーミレル伯爵の名の下、ローランド軍の高い役やく職しよくにつき、最高のエリートとして、大きな力と、権力を手にすることができる。


　　　それはこの国を守るための力。


　　　この国の民たみを守るための力。


　　　かの三○七号特とく殊しゆ施設にも負けない、他の貴族が持っている私設兵団とは違う、強大な力によって、素す晴ばらしい、永えい遠えんの幸福を生み続ける力を作る。


　　　それがエーミレル私設兵団だ。







　確かそんなようなことが書かれていた。


　全部で百ページぐらいの本の中で、崇高な、優秀な、素晴らしいとかそんなような単語がこれでもかと出てきた。


　それはもう、馬ば鹿かなガキなら洗せん脳のうされてしまいそうなほど、『エーミレル私設兵団』の素晴らしさが書き並べられた本だった。


　どこぞの新しん興こう宗教の勧かん誘ゆうパンフレットのような代しろ物ものだ。


　クラウはそれを、読んだことがあった。


　しかし、


「……聞いたことない」


　そう答えた。あの家にあった書物については、一度も読んだことがないという顔で。あんな難むずかしそうな本なんて、読めるわけないよという顔で。


　男はこちらを見て、笑う。しかしその表情の奥に、少しだけ落らく胆たんしたような色が浮かんで、すぐに消える。


　それにクラウは笑みを浮かべそうになる。やはり実験は続いているのだ。


（そうか、どうやらこの子供は、我われ々われが考えていたより知能は高くないらしい）


　そんな顔。


　それにクラウは笑いそうになる。


　てめぇの知能が高くない、の間ま違ちがいだろう？


　こいつの演えん技ぎはイモだ。


　なんて考えをおくびにも出さずに、クラウは不ふ思し議ぎそうな顔で男を見上げる。


　男は微笑ほほえんで、説明してくれる。


「ここはあの素晴らしいエークロイド・エーミレル伯爵様が……」


　うんぬん。それは全部知っている話だ。その話を熱心に聞いているフリをしながら聞き流し、クラウは周囲に意い識しきを配くばる。


　演習場で行われている訓練の様よう子す。


　子供たちに教えている教官の動き。


　屋敷の中にいた何人かの子供たち──といってもクラウよりは大だい分ぶ年長だが──の足運び。それらを見て、ここがどの程度の場所なのかを測はかる。


　ぱっと見た限り、クラウにとって脅きよう威いになりそうな相手はいない。もちろん全員を一度に相手にするのは無理だろうが、二、三人と対たい峙じするくらいなら、まあ、問題ないだろう。


　やはりこの程度か、と思う。


　それは、クラウの予想を遥はるかに下回っていた。


　あれだけ大がかりな実験をして。


　あれだけ大きな絶望を母親に与えていた組織が、この程度なのかと、クラウは思った。


　──あんたは特別だから。


　また、母親の言葉を思い出す。


　なるほど、確かに特別なのかもしれない。少なくともこのイモどもをぶち殺すだけの力は、持っている。


「…………」


　男の話が終わるのを待って、クラウは言った。


「じゃ、じゃあ、僕もその、『エーミレル私設兵団』に入れるの？」


「ああ。君なら合格さ」


　イモが。


「それじゃ、それじゃ、僕も伯はく爵しやく様に会うことが……」


　すると男はうなずく。


「もちろん。伯爵様は子供が大好きだからね。それも君みたいに優秀な子供がね。もうすぐここにくるよ。君に会うためにくるんだ」


「そ、そうなの？　僕なんかのために？　貴族が……伯爵様が？」


「そうさ。でもくれぐれも失礼のないようにね」


「は、はい」


　クラウは馬鹿みたいに緊きん張ちようしたガキの、フリをする。フリをしながら、これは、思ってたよりも簡単にすべてが終わりそうだと思う。


　我らが聡そう明めいな主様。


　素晴らしい思想をお持ちの伯爵様。


　復讐するべき……あの男。


　でもそれはたいしたヤツじゃなくて、復讐は簡単に終わる。


　死しに際ぎわの、母親の言葉をまた、思い出す。


（アハハハハハハハハハハ……痛くない、薬のせいでまるで痛くない……さあ殺してみろ！　私を殺してみろ！　でも覚えてな、クラウが、クラウが必ずおまえらを……）


　クラウが必ずおまえらを、殺す。


「まだかな」


　もじもじしながら、クラウは言った。


　男はまた、微笑む。


「もうすぐだよ」


「まだかな」


　もう一度、クラウは言った。きたら、すぐに終わらせてやるのに。まず一直線にエーミレルの首に手刀を突つき刺さして、喉のど笛ぶえを引きちぎる。続いて護ご衛えいがいたらそいつらを始末する。そのときにはこの横にいるイモどもが慌あわてふためいて魔法を展てん開かいしているだろう。その程度の実力はある。


　だがそれも問題ない。


　この程度のヤツらは問題ない。


　皆殺しだ。


　母親を薬漬けにして。狂くるったような笑い声を上げさせて。絶望の闇やみに追いやって。世界を呪のろうだけしかできなくさせたこのイモどもを皆殺しに……


「…………」


　とそこで、クラウは思考を止める。


　建物の、二階から降りてきたヤツらの姿に。


　一人はすぐに誰だかわかった。白に染そまった髪かみに、ぎらぎらと欲よく深ぶかそうな目。背がひょろ高い、細身の、四十代ぐらいの男。その華きや奢しやな体には不似合いなきらびやかな服を着ている。


　こいつがおそらく、エーミレル伯爵だろう。


　そして思っていたとおり、なんの脅威も感じない。一足飛びにヤツの懐ふところに飛び込み、手刀を首筋に突っ込めば、それで終わりのはずだった。


　だが。


「…………」


　クラウは動かない。


　問題は、エーミレルの周囲にあった。


　彼を守るように、取り囲むようにして降りてきた、四人の男女の雰ふん囲い気きに呑のみ込まれて、クラウは動けなくなってしまった。


　それぞれ四人とも年ねん齢れいはまちまちで、それぞれおそらく、クラウより七～十くらい上だろう。といってもまだ、少年、少女と呼べるような年齢だ。


　だが、そいつらの放っている空気は、異常だった。


　表情のない顔。鋭するどい眼がん光こう。しなやかな、それでいて鍛きたえ抜かれた体。


　一目見ただけで、わかった。こいつらには、とても敵かなわない。


　もし手を出せば。


　一秒ともたずに殺されるだろう。


「…………」


　クソが、やっぱり思ってたほどは、簡単じゃないか。


　クラウは動けない。


　エーミレルがこちらを見る。それからクラウの横にいる、イモを見て、


「では彼が？」


「はい」


「そうかそうか」


　エーミレルはうなずいて、嬉うれしそうに笑った。クラウを見下ろす。


「……君がたった一人で賊ぞくに立ち向かったという、勇ゆう敢かんな子供かね？」


　クラウはこくりとうなずく。


「……は、はい、伯爵様」


「緊張しなくていい。君は選ばれた子なのだから。嬉しいよ、きてくれて。ここは厳きびしいところだが、君は国家のために、私のためにその身を捧ささげる覚かく悟ごあると言ってくれたらしいね？　それは本当かな？」


「はい」


「そうか。では君を迎むかえ入れよう。君はここで強くなる。そして私のために、国のために働くんだ」


「はい」


「強くなりさえすれば、君の人生は保ほ証しようされる。君が見たこともないような力を手に入れることができる。特エ権リ階ー級トというやつだよ。それがここにはある。とても素晴らしい話だろう？」


　それにクラウは、うなずいた。


「……あの、僕はまだ子供で、難しい話はわかりませんが……山さん賊ぞくから命を救ってくれた伯爵様に恩おん返がえしできるよう、頑がん張ばりたいと思っています。それに、僕のような貧まずしい生まれの者には、信じられないほど大きな機会をいただけるのだと、理り解かいしてます。どうか僕の命を、伯爵様のお好きにお使いください」


　するとエーミレルは再び嬉しそうに笑い、うなずいた。


「賢かしこい子だ」


「ありがとうございます」


「それでは君を、正式に『エーミレル私し設せつ兵団』に迎えよう。強くなって、私の役に立ってくれ」


「はい」


「それじゃあまた、再び会える日を楽しみにしているよ」


　エーミレルがクラウを見る目はまるで、新しいオモチャを手に入れた子供のような目だった。馬主が新しい馬を買ったときのような。


　金持ちの道楽だ。


　だが、そんな道楽の中から……


　こんな化ばけ物ものが生まれるのかと、クラウは内心驚きよう嘆たんする。エーミレルを取り囲かこんでいる男女。こいつらもかつてはクラウと同じような境きよう遇ぐうで、ここに連れてこられたのだろう。


　こいつらを殺して、彼の手がエーミレルの喉に届くまでには、少し、時間がかかりそうだった。


　ここを利用して、もう少し強くなる必要が……


「…………」


　とそこで、エーミレルが踵きびすを返す。四人の護衛のうち、三人だけがそれについていく。


　そして残った一人の女が、クラウを見下ろして、酷こく薄はくな笑みを浮かべた。


「はは、どうか僕の命を、お好きにお使いくださいって？　なら、さっそく命をかけてもらおうか」


　それにクラウは彼女を見上げる。年のころはクラウより七、八歳上。十二、三歳だろう。まだ少女だ。幼い顔に、それに似合わない大人びた表情。そしてなにより目に付いたのは、長い、真っ白な髪だ。


　白髪、というのとも少し違う。すべてが真っ白で、色しき素そが欠けつ乏ぼうしている感じだ。


　そしてそれがなにを意味しているのか、クラウは知っていた。それも本で読んだ。


　脳を、いじられているのだ。


　そういう研究があるらしい。


　脳の中に魔ま方ほう陣じんを埋め込んで、いじる。


　効果は、実のところ施せ術じゆつ者しやにもわからない。異常なまでに高い知能を獲かく得とくする者もいるし、強きよう靭じんな精神を獲得するものや、身体能力の限界を超えた力を発はつ揮きできる者もいる。


　だがこの施術をされた者のほとんどが、脳を破は裂れつさせて死ぬ。


　成功率は一万分の一にも満みたない。


　つまりここは、そういう場所ということだ。


　人体実験による、化物製造工場。


　クラウは女を見上げる。


「あなたは？」


「私はレイよ。レイ・スタッカート。あんたはクラウ・クロム。はい、自己紹介は終わり。さて、じゃあいきましょうか？」


　言って、レイは歩き始める。


　それにクラウは、


「どこへ？」


　が、レイは振り返らずに、言った。


「どこへですって？　あは、なんてかわいらしい質問。でもそんな無む能のうな質問には答えない。そんなことじゃ、ここでは生き残れないわよ」
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「…………」


　クラウはそれに、彼女の背中を見つめる。彼が見る限り、一分の隙すきも見あたらない。


　そしてこの女の後ろ姿に、いくつもの隙を見つけることができない限り、彼がこの場所で、誰かの優ゆう位いに立てる可能性は、ないのだ。


　レイはどんどん館の奥へと進んでいってしまう。


　暗いほうへ、暗いほうへと。


　その闇の向こうになにが待っているのか、それはまるでわからなかったが、


「……上じよう等とうじゃねぇか」


「なに？」


「いいえ」


「早くきなさい。あんたには命を捨てる覚悟があるんでしょう？」


　言って、レイがまた笑う。酷薄な笑み。


　それにクラウは闇を見つめ、


「……はい」


　そして小走りに彼女のあとを追った。





　　　　◆





　連れていかれた先は、正方形の、ありえないほど巨大な部屋だった。端はしから端までクラウが全力で走ったとしても、おそらく十秒はかかるだろう。そしてその部屋の床、壁、天井を埋うめ尽つくすように見たこともない、どこか禍まが々まがしい魔方陣がぎっしり書き込まれている。


　それはまるでなにかの、


「……実験場」


　クラウは呟つぶやいた。


　いや、たぶんそうなのだろう。


　部屋には見えるだけで百人以上の子供たちが遊んでいる。こいつら全員が実験対象なのか、それとも生いけ贄にえなのか。


　クラウは彼をここに連れてきたレイのほうを見上げた。


　しかし彼女はこちらを見下ろし、笑う。


「そんな目で見ても、私からはなんの情報も出ないわよ。ここにいる子たちはみんな情報を得ていないんだから、あなただけひいきはできないでしょう？　ただ二つだけ、教えておいてあげる。ま、これは全員に教えていることなんだけど。あの子たちは全員、あなたと同じよ。同じ処しよ置ちがされている。それからあなたに受け入れる気がないのなら、その可能性はゼロになる。いい？」


「…………」


　それにクラウは、憮ぶ然ぜんとした顔になる。


　いい？　と聞かれても、まるで彼女がなにを言ってるのか理解できない。


　ここにいる子供たち全員が、クラウと同じ処置をされている──というのは、どういうことだ？　クラウと同じ、母親を薬くすり漬づけにして生まれた子供ということか？


　同じ……特別な子という意味だろうか？


　だがそれは、どういう意味の特別？　知能の高さや、身体能力の高さを測はかっている様子はなかった。ということは、別の、なにかのための処置を受けているということだ。


　つまり、いま、これから受ける実験のための処置を。だがそれはなんなのか？


　クラウはもう一度レイを見上げたが、彼女はもう、答えるつもりはないようだった。


　だからクラウはそのことについて考えるのをやめる。手持ちの情報でこれ以上予想するのは無理だ。


　だから、もう一つの情報について考える。彼女が言った、


『あなたに受け入れる気がないのなら、その可能性はゼロになる』


　それは、どういう意味だろう？


　とそこで、レイが言った。


「さあ、もういきなさい。これからここが、あなたの暮くらす場所よ」


「ここが？」


「そう。ここであなたはしばらく暮らすの」


「レイは？」


　するとレイはまた、笑う。


「私は……どうかな。もう、二度とあんたと会うことはないような気がするけれど……」


「え、そうなの？　でもそれなんかおかしくない？　じゃあなんで、レイみたいな強い人が僕をわざわざここに案内したんだろ？　他にもお使いができる人はいたろうに、なぜ、レイが？」


　その問いに、急にレイは眉まゆをぐいっと上げた。そして笑う。さっきよりも楽しそうに、少し狂きよう気きを含ふくんだ微び笑しようを浮かべて、


「あららぁ……そういう質問をしたのは、一○六人の子供たちの中で、あんたが初めてよ……もしかしてあんたのそのガキっぽい喋しやべり方は、演えん技ぎなのかしら？」


　それにクラウはわからないとばかりに首をかしげて見せるが、彼女は笑ったまま、


「まあいいわ……あんたの質問、少しおもしろかったから、少しだけ教えてあげる。どうして私があんたをここに連れてきたのか……それは、もしもう一度あんたと私が会うことがあれば、そのときはここで、私があなたの教官になることになってるからよ。ここは私が任まかされた研究室だから」


　そう言った。


　それにクラウはレイを見上げ、


「……レイの研究室？」


「そう」


「そうか」


「そう」


　そうか、と、もう一度、クラウは心の中で呟いた。


「じゃあ、僕が成績優秀だったら、また会えるんだね？」


　するとレイはまた、暗い笑みを浮かべた。クラウの心の中を見み透すかそうとするかのように真っ直ぐこちらを見つめてから、


「成績優秀……ね。そう。そうよクラウ」


「じゃあ僕、頑がん張ばらなきゃ」


「ふふふ。頑張って。じゃあ、私はもういくけれど」


「うん！　僕頑張るね！」


「そうしなさい」


　レイは言って、去っていく。


　彼女が部屋を出ると、鋼こう鉄てつの扉とびらが閉しまる。ガチャンと重い音を立てて、鍵かぎが閉まる。


　この実験場──いや、レイは研究室と言ってたが──とにかく、この魔方陣で埋め尽くされた奇き妙みような空間に閉じこめられたのだ。


　そして扉が閉じた途と端たん、クラウは部屋の中の微び妙みような雰囲気の変化に気付いていた。空気が、かすかに重くなった。部屋の中の温度が、あきらかに数度、上昇した。


　刹せつ那な。


　部屋の隅すみで、なにかが爆発した。


　その衝しよう撃げき波はで、数人の子供ライバルたちが、吹っ飛ぶのが見える。


「なんだ？」


　クラウはそちらを見る。


　そして、


「…………」


　目を、丸くする。驚きよう愕がくに口を開く。部屋の中を、炎が踊おどっているのが目に入る。


　しかしそれは、爆発の炎が噴ふき出しているのではなかった。


　じゃあ、なんだ。


　なにがそこで、踊っている？


　クラウは見る。


　そこで暴れている、化物を。


　それは文字通り、炎だった。


　炎の、鳥。


　お伽とぎ噺ばなしで出てくるような、火の鳥だ。


　その鳥が、子供たちを襲おそっている。


　その火が、子供たちを襲っている。


　そして子供を──


　殺す。


　殺す。


　殺す。
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　動きが速い。


　異い常じようなまでに動きが速い。


　クラウの目でさえ、その動きを追うのがやっとなほどの、強きよう烈れつな速はやさ。


　あんなのに襲おそわれたら、ひとたまりもないだろう。


　だが、炎の鳥は、広間の中の子供たちを次々と襲っていく。


「いや、違う」


　クラウは呟つぶやく。


　炎の鳥は、子供を襲っているのではなかった。


　子供から子供へ。


　子供の、口から口へ、入り込んでいる。


　まるで寄き生せいしようとしているかのように、子供の中に入り、しかしその後すぐ、子供の体が拒きよ絶ぜつ反はん応のうを起こして震ふるえ、爆ばく発はつし、炎の鳥は飛び出してくる。


　そしてまた、次の子供へ。


　自分が寄生することができる完璧な体を持った子供を探しているかのように、炎の鳥は、子供から、子供へ。


　そんな光景をにらみつけて、クラウは顔をしかめた。


　そして、さっきレイが言った言葉を、思い出す。


　──あなたに受け入れる気がないのなら、その可能性はゼロになる。


　その、言葉に。


「っておいおい、はぁ!?　じゃああれか!?　あんの女アマ、俺にあの化物を受け入れろってのかよ!!」


　クラウが、絶望するような声で怒ど鳴なった。


　とそこで。


　炎の鳥が、こちらを見つけた。すぐさまこちらに飛んでこようとする。


「うわ、速はえぇ」


　クラウはうめく。襲われたらきっと、よけきれない。だが、よけなきゃ、


「クソ」


　よけなきゃ、死ぬ。


　クラウは右に飛ぼうとする。


　しかし鳥はそれにあっさり反応してくる。クラウが飛ぼうとした先にすぐさま進路を変え、クラウの、口の中へと、


「クソ、がぁ!!」


　そう叫んだ口の中へと、鳥が入ろうとした、瞬しゆん間かん。


「こっちに」


　クラウの腕が、なにかに引ひっ張ぱられた。


「んぁ？」


　と、クラウは左側に、無む理り矢や理り引き寄せられる。そのおかげで炎の鳥が、クラウの口に入り損そこねる。


　鳥はそのまま、クラウの背はい後ごにいた子供の口へ。


　さらにその隣となりの口へ。


　口へ。


　口へ。


　鳥のターゲットから、クラウは外れたようだった。


　ほんのわずかの間、クラウは生き延のびることができたようだった。


　それを確認してから、彼は振り返る。自分を助けた、何なに者ものかのほうを見る。


　するとそこには、クラウと、ほぼ同じくらいの年とし格かつ好こうの、少年がいた。


　色しき素そが欠けつ乏ぼうしてしまったような長い白はく髪はつ。妙に大人びた、老ろう成せいしたような、穏おだやかな目。


　その目でこちらを見つめて、


「やぁ、危なかったね」


　と、この、地じ獄ごくのような状況の中で、微笑ほほえむ。むかつくくらい冷静な顔で、微笑む。


　それにクラウは、


「やぁじゃねぇよ。てめぇ誰だよ」


「僕？　僕はルーク・スタッカート」


　そう名乗る。


　それにクラウは、さらに顔をしかめる。スタッカート。スタッカート。スタッカート。それはさっきの、クラウをここにつれてきた妙みようにいけすかない顔の女と、同じ名字だった。


　そういえば、こいつの髪も、真まっ白しろだ。つまりは、


「てめぇ、あのレイとかいう女の弟か？」


　その問いに、しかしルークは少し考えるような顔になってから、


「……レイ？　ああ、僕らをここにつれてきた女の人のことか。たぶん違うよ。同じ実験計画の一部だろうけど……でも、いまはそれはいいや。そんなことを話している時間はない。それより、助かりたいでしょう？」


　そんなふうに言われて、クラウは、ルークを見る。それから、広間で暴あばれ回っている炎の鳥を見る。炎の鳥は、いまだに満足いく主を見つけていないのか、子供を襲い続けている。そしてあきらかに広間に残っている子供の数が、減へってきている。


　このままだと炎の鳥の狙ねらいが再びクラウのほうへと向くのは、時間の問題だろう。


　たしかに時間はない。


　無む駄だ口ぐちをたたいてる時間はない。


　クラウは、もう一度ルークを見て、


「なんか、計画プランがあんのか？」


　そう問とうと、ルークはまた、あの穏やかな顔で微笑む。


「当然。だからこそ君に……この広間では一番強そうだった君に声をかけたんですから。さて、僕の計画に、一いち枚まい乗のってくれますかね？」


　その言葉に、クラウは肩をすくめる。


　それからこの閉へい鎖さされた空間で、異常な速さで子供を襲い続ける炎の化物を見つめる。


　だがクラウの脳のうでは、この状況を打開できる方法が、まるで思いつかなかった。


　だが、このガキには。


　この妙に余よ裕ゆうぶったガキには、ここから突とつ破ぱする計画があるという。この、自分とそう歳がかわらない白髪のガキには、なにか考えがあるという。


　そしてそれは。


「…………」


　とても愉ゆ快かいなことに思えた。


　毎日毎日、母親に殴なぐられ続ける日々に退たい屈くつを感じていたクラウには、それはとても、愉快なことに感じられた。


　だからクラウは笑みを浮かべる。


　楽しそうに、笑みを浮かべる。


「ったく、ここは化物ばっかじゃねぇか」


　そう言ってから、彼は、全身に力を込こめる。指先まで。足先まで。すべての神経を張り巡めぐらせる。


　そして彼は言った。


「じゃ、命令してみろよ、ルーク・スタッカート。おまえの力がどれほどのもんかは知らないが、いいよ。おまえの計画に、乗ってやる」


　するとルークはそれにまた、微笑む。


　クラウもそれに少し、笑う。


　そしてそれから。


「…………」


　それから二人は、広間で暴れ回る、炎の鳥をにらみつけたのだった。













つづく












　すくりーみんぐ・がーる










　見られてる。


　背はい後ごから何者かに、じーっと見られてる。


　それは尋じん常じようじゃないほどの圧あつ迫ぱく感かんで……


　その、とんでもなく強い視し線せんに、


「……うう」


　ライナ・リュートは、疲れきった声こわ音ねで小さくうめいた。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、眠そうな黒い瞳ひとみ。


　四日徹てつ夜やで王シオンにこき使われた帰り道。


　深夜の街まちをとぼとぼ歩く彼の長身瘦そう軀くからは、世界中を怠たい惰だの渦うずに巻まき込こまんほどの勢いきおいでやる気のなさが放たれていた。


　そんな彼は、相変わらず気け怠だるい声音で、


「う～あ～っていうかさ、俺おれは今日きようも、寝てないわけだよ。ってことはもう帰って寝たいわけだよ。だからなんていうか、物もの盗とりに襲おそわれたりさ、暗殺者に襲われたりさ、そういうめんどくさいことはお断りなわけで……だから、これから、俺がひょいっと振ふり返ったときに、暗殺者っぽい黒くろ装しよう束ぞくの男とかいたら、なんていうの？　神様を恨うらむっていうか、明日あしたの朝シオンの馬ば鹿かを殴なぐるっていうか、つまりはそういうわけなんで、黒装束禁止でよろしくお願いします」


　なんて言いながら、ライナは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの緩かん慢まんな動きのまま、背後をひょいっと振り返る。


　ちなみに場所は、商店街から一本脇わきに入った、路ろ地じ裏うらだった。その、暗い路地の先。


　夜よ闇やみに紛まぎれて、さっきライナが禁止したはずの、全身黒装束の何者かが、ナイフを構かまえ、殺気全開で、一直線にこちらへと走ってきていて──


　それにライナは、


「ああもう神様、やっぱりの黒装束ですか！」


　げんなりと言った。


　瞬しゆん間かん、黒装束の体が、びくっと震ふるえる。


　そして、


「……き、貴き様さま、な、なぜ私の存そん在ざいに……気配を消していたのにっ!?」


　なんて叫さけんでくる。


　女の声だった。わりかし綺き麗れいな、女の声。


　黒装束を着込んだ、女──女の暗殺者か。


　ライナはそれにやはり、眠そうな声音で、


「……ってか、逆に俺のほうが聞きたいんだけど……なんでおまえら暗殺者は、いつもいつも代わり映ばえのしない黒装束なわけ？　夜闇に紛れるためったって、そんな気配が消せてなきゃ意味ないぞ？」


　という言葉に、黒装束の女がぐうっと小さくうめき、それからこちらをにらみつけると、


「わ、私……気配は消してたもん！」


「はぁ？　いや、もん！　とか怒ど鳴なられてもなぁ……俺にはバレバレだったん……」


　が、それを遮さえぎって、


「消してたもんっっ！」


　今度はちょっと、涙なみだ声ごえで怒鳴られて……


　ライナはそれに、


「………………えええ？　いや……あの……まあ、それならそれで、いいけどさ……」


　すると黒装束の女は大きくうなずき、


「そうでしょう！　私は気配を消してたでしょう！　なのに、あなたは私に気づいた！　そこにはいったい、どういったカラクリが隠かくされているのか、私はいま、見み極きわめなければならないのよ！」


　そんなことを、力強く言ってくる。


　それにライナは、


「……おまえ、なに言ってんの？」


　もう、わけがわからなかった。ちょっと、めんどくさい奴やつにからまれちゃったかな？


　とか、ライナが思っていると、彼女はこちらをびしっと指さして、言ってくる。


「さあ白はく状じようなさい！　あなたはいったい、私になにをしたのっ!?」


「……いや、だから、俺はなにも……」


　とそこで、


「噓うそつかないでぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」


　彼女は突とつ然ぜん、耳を劈つんざかんばかりの金切り声を上げた。さらに、


「きゃあああああああああ噓つかれるの嫌いやぁああああ嫌ぁああああああああ嫌ぁああああああああああああああ嫌ぁああああああ!?」


　それにライナは、


「…………えええ!?」


　もう、眠気も忘わすれて恐きよう怖ふで震え始めていた。


　な、なんなのこいつ？


　いったい、なにがしたいわけ？


「あの、おまえいったい……」


　とそこで彼女はまた、


「私に噓をつかないでぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」


　耳が痛くなるほどの、絶ぜつ叫きよう。


　それにライナは慌あわてて、


「って、いやいやちょっと、あの、わかった！　俺が悪かった！　その、なにが悪かったのかはよくわからないけど、とにかく俺が悪かったから！　ほら、だから叫ぶのやめよ？　な？　近所迷めい惑わくだしさ……なにより、夜中にこんな叫ばれたら、怖こわいしさ……」


　すると彼女は、


「だ、だって、だってあなたが私を馬鹿にして噓つくから……だから……うえええん」


　地面にしゃがみこんで、泣き出してしまい、


「今度は泣くのかよ！」


　すると彼女は、


「そりゃ泣くわよ！」


　怒鳴って、手に持っていたナイフをびゅっと投げつけてくる。


　それにライナは、


「うおわっ」


　とっさに反はん応のうして、それを手で受け止める。


　途と端たん、


「なんで当たってくれないのよぉおおおおぅうううぁあああああああァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアっ!?」


「って怖こぇーよ！」


　というライナの突つっ込こみは、絶叫にかき消されてしまう。


　そのまま彼女は、ぎゃーだの、ひぃいいっだの、奇声なのか悲ひ鳴めいなのか、よくわからない声を上げながら、その場に泣き崩くずれて。


　それをライナは呆ぼう然ぜんと見つめながら、


「……もぉ、誰だれか助けて……」


　と言っても、誰が助けにきてくれるわけでもなく。


「……あの、じゃあ俺はそろそろ寝ないといけない時間だから、帰ってもよろしいでしょうか？」


「いやぁああああああああああああああああああああああぐぎゅうごわんニャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン!!」


「……………………うん……わかった……じゃ、僕は帰ります」


　と、ライナは踵きびすを返す。そのまま、足早に路地を抜ぬける。しかし彼女は別段、追いかけてくることもなく、泣き続けていて。


　その泣き声も、徐じよ々じよに遠のいていく。


　それにライナは、


「……た、助かった……」


　ほっと胸むねをなで下ろした。


　こんな寝不足の中で、あんなわけのわからない奴に付きまとわれたら、死んじゃうってまじで……


　ってか、いったいなんなんだ？


　変質者か？　もしくは、


「新あら手ての妖よう怪かいかなにかかね？」


　とか、そんなことを思いながら、帰路を急ぐ。やっぱり夜道を一人で歩くのは危ないのだ。とにかく一いつ刻こくも早く宿に帰らないと。


　そして明日起きたらシオンのところへいって、『もう僕は夜中遅おそく帰ることはできないので、仕事しないで昼に帰らしてもらいます。シオンの馬鹿には死んでもらいます』と、シオン国王陛へい下かさまに報告しよう。


　なんてことを考えながら、路地をいくつか曲がり、やっと宿にたどり着いた。


　そして宿の二階にあがり、自分の部屋の前に到着すると、


「ああもう、やっと寝れるよ……」


　と安あん堵どの息いきをついて、部屋の扉とびらを、開けた。


　刹せつ那な！


「…………」


　嫌ぁ～～～なものが、目に入った。


　いつもの、自分の部屋。タンスと小さなテーブルと、ベッドしかない、質しつ素そな部屋。


　その、ベッドの上に、


「…………………………」


　一人の、黒装束の何者かが座すわっていて。


　その何者かは、ライナに気づくなり、


「あら、お帰りなさい。遅かっ……」


　ガチャン。


　ライナは、扉を閉めた。


　そして頭を抱かかえ、


「……なぜ？」


　と彼が言うのと、


「なんで私を無む視しするのよおおウォワオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?」


　獣けものの咆ほう吼こうが、部屋の中から上がった。


　そして扉を叩たたく音が──


　ドン、ドン、ドンドンドンドンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド!!


「開けろぉおおおおこの扉を開けろっぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　そして扉を爪つめで引っ搔かくような、キィイイイキィイイイという音が響ひびき始めて……


「こ、怖ぇええええ怖ぇええええって……」


　もう、ある意味ほんとに妖怪だった。


　ライナは、震える。


「ってか、あの、扉、俺押さえてないから、開けろって言われてもこれ以上どうしたらいいかわかんないんだけど……」


「え？」


　とそこで、部屋の中の怪奇ラツプ音は止まり、ガチャっと扉が開く。


　そして黒装束の女が出てきて、


「あは[image: ]　開いたぁ[image: ]」


「………………」


　瞬間。


　こいつを思いっきり殴なぐり倒たおして逃にげてもいいものかどうか、ライナは思い悩なやんだ。


　女を殴ってもいいもんだろうか？　とかは、まったく考えなかった。それよりも、もしこいつが本当に本物の妖怪で、殴ったら一生とり憑いて枕元で悲鳴を上げ続けるような質たちの悪い化物だったらどうしようとか、そんなことを彼が考えていると……


　そこで黒装束、黒覆ふく面めんの女が突然、


「ああもう、覆面って顔がちくちくして、嫌よねぇ～」


　いきなり覆面を脱ぬぐ。


「って、覆面取っちゃうんだ……」


「なによ？　なにか問題ある？」


「いや、だって君、暗殺者じゃ……」


「うるさぁああああギャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」


「…………はい。すみません……」


　ライナはもう、とりあえず謝あやまっといた。


　そして彼女のほうを、見る。


　覆面の中の、妖怪女の正体は……


「…………」


　けっこう、かわいらしかった。美少女といってもいいだろう。年の頃ころはライナより四、五歳さい下……十五、六くらいだろうか？


　いや、もっと幼おさないか？


　角のように飛び出した、二つくくりの赤い髪かみに、やはり赤い、どこか遠い場所を見ているようなたれ目。ちょっとだけ大人おとなびた、それでいて貴き族ぞく的な雰ふん囲い気きを感じさせる整ととのったピンク色の唇くちびる。


　そしてその、小さな顔とは裏うら腹はらに、黒装束に隠された小柄な体は。体は……


「…………」


　さっきまでは、夜の闇に紛れていていまいち気づかなかったが、彼女の体は、もこもこと妙みように太かった。


　それにライナは首を傾かしげる。


　路地裏での彼女の動きは、それなりに訓くん練れんされたもので、こんな、体型が崩くずれていてできるような動作ではなかったのだが……


　再ふたたび顔を見て、そして、もう一度体を見る。


　小さくかわいらしい顔に、もこもこの体。


「……って、おまえ、なんかすっごい重ね着してる？」


　途と端たん、彼女はなぜか驚きよう愕がくの表情で、


「おわ！　さすがライナ・リュート！　こんな一瞬で私の秘ひ密みつに気づいてしまうとわ!?」


　なんてことを言ってきて。


「……ああ、俺の名前まで知ってる妖怪なのね……」


　ライナは、絶ぜつ望ぼうした。っていうか、いったいこいつは、何者なんだ？


　こっちの名前を知っていて、黒装束を着込んで襲いかかってきたかと思いきや、あっさり覆面は脱ぐし、おまけに……











[image: ]








「…………」


　ライナは半眼で、目の前の女を、見た。


　部屋の中、なぜか黒装束の上着を脱ごうとして、しかし、無む理り矢や理り重ね着しているせいか、首のところで引っかかってうまく脱げなくてのたうち回っている彼女が、


「ぬ、脱げな～い！　なんなの！　いったいなんなのよっ！」


「いや、いったいなんなのは、こっちのセリフなんだけど……」


「もぉ、ほんと脱げなーい[image: ]　私このままじゃ、困こまっちゃう～[image: ]　ああもう、脱げな～い[image: ]　脱げな～い[image: ]　脱げなあああああうぁああああぐぁギャアアアアアアアアギャァアギャァアアギャァアアアアアアアアアア!!」


「……神様たすけて……」


　という間にも、彼女は無理矢理黒装束をビリビリに破って壁かべに投げつけ、


「ぎゃああああああああ、あんまナメてっとぶっ殺すぞくらぁあああああああああっ!!」


　ぶるぶると怒いかりを表明しながら、叫ぶ。


　それにライナも、ぶるぶると恐きよう怖ふを表明する。


「……あ、あの、気がすみましたか？」


　すると彼女はにっこり笑って、


「うん。やっと動きやすくなったよ♪　ちょっと待ってね、下も脱いじゃうから」


　そのまま、彼女はパンツも、脱ぐ。


　すると黒装束の下からは、さっきまでとは違ちがう、華きや奢しやなのに、出るところは出て、くびれるところはくびれている、小こ柄がらな体が現あらわれた。女の子らしい、大きなリボンが胸についたシャツに、スカートは……スカートは……もう、ティッシュ一枚分の厚あつさで下着が見えんじゃないかというほど短……って、


「おおおおおおおい！　お、おまえ、なに考えてんの!?」


「え？　なにが？」


　それに、ライナは顔をそむけながら、


「あの、ほら、見えてる！」


「だからなにがよ？」


　わからないとばかりに言ってくる彼女に、ライナはスカートを指さしながら、


「いや、あのな……その、下着……見えてるから……ってか、背せ筋すじ伸のばして立ってるだけで下着見えてるから！　ちょっと……スカート下ろせ！」


　すると彼女は自分のスカートを見て、それから、ぐいっと胸を張はる。その分スカートも上がって、下着丸見せにしながら、


「ふふふ。この、私の秘密兵器に気づいてしまったかね」


「っておまえ、頭おかしいんじゃないの？」


「え？　いまなんて言った？」


「いやだから、おまえ、頭おかしいんじゃ……」


「てめぇいまなんて言ったぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


「い、いやあの」


　しかしそれを遮さえぎり、彼女は頭をぐるぐる回し、髪を振り乱し、口からは唾つばと泡あわを吐はき散ちらし、もう、なんかの小説で読んだ、悪あく魔まに憑つかれた少女よろしく……


「ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　いや、ガァってあんた……


「…………あの、もう、どうにでもしてください」


　ライナが震えながら言うと、彼女の動きはぴたりと止まり、


「あ、そういえば私、まだ自じ己こ紹しよう介かいしてなかったね！」


「いや、自己紹介するまえに、魔界にお引き取り願いたいんだけど……」


「え？　いまなんて言った？」


「だからあの……」


「てめぇいまなん……」


「いやぁああ待った！　あの、ごめん。それでなんだっけ？　あ、自己紹介！　自己紹介だよね！　いや～君の名前が知りたいなぁ」


「あらもう、ライナってば、意外と積極的なんだから[image: ]」


「うわ、もう呼び捨てにされてる……」


　ライナがげんなり言うと、彼女はにっこり笑って、名乗る。


「私の名前はメイコーン・メインよ。メイコ♪って呼よんでね☆」


　そう言って、彼女は指でピースの形を作り、ポーズを取る。もちろんパンティは丸見え。


　そのパンティから目をそらしながら、ライナは聞いた。


「……で、その、メインさんが……」


「メイコ♪って呼んでね☆」


「…………で、あなたが俺のところにきた理由は、なん……」


「メイコ♪って呼んでね☆」


「いやだから、それはともかく……」


「メイコ♪って呼べやこら。ここで自殺すんぞ」


　そして彼女はまた、例によって全身をガクガクと震わせ始めて。


「…………はわわ」


　ライナも、がくがく震えた。


「……あ～その、じゃあ、め、メイコちゃんが……」


「ああんもぉ……ライナってば、いきなり名前で呼ぶなんて、エッチなんだからぁ[image: ]」


「はぁ……そうですか……じゃ、あの、話に戻もどっても？」


「いいよん♪」


「……で、どうしてこんな夜中に、俺をこんないじめるんですか？」


　するとメイコは急に真しん剣けんな表情になって、


「……実は……あなたに頼たのみたいことがあるのよ、ライナ・リュート……いえ、かつて『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』とまで呼ばれた、あなたに」


「…………」


　その、言葉に。


　ライナは今度こそ、深いため息をついた。


『ローランド最高の魔術師』──それは比ひ較かく的有名な通り名だった。かつての、狂くるった時代のローランドの暗部では。


　だが、その名前を知ってるということは、


「……おまえ、元『隠いん成せい師し』かなにかか？」


『隠成師』。それはライナがかつて所しよ属ぞくしていた、いわゆる化物ばかりが集められていた、特とく殊しゆな組そ織しきの名前だ。彼が『ローランド最高の魔術師』と呼ばれたのも、そこにいたころのこと。


　だがそこで、彼女はあっさり、


「え？　『隠成師』？　なにそれ？」


　なんて言ってきて……


　それにライナは首をかしげ、


「なにそれって……え？　『ローランド最高の魔術師』って言葉は知ってて、『隠成師』知らないってこたないだろ？」


　しかし彼女はやはり首を振って、


「知らない」


「噓だぁ」


「噓？　噓って言った？　えっとぉ、それはまさか、無知でかわいい私を、馬鹿にしてるのかしらん？　[image: ][image: ]？」


　途端、彼女の体がガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガク……


「はう！　ち、違うって！　違うからそのガクガクやめて！」


　というライナの悲鳴は無視して、彼女はガクガクしながら部屋をふらふら歩き、なにもない場所でつまずいてベッドに倒れ込み、またもパンティ丸見せで、


「きゃ。エッチぃ」


　そんな展てん開かいに。


「………………………………いや、もう、コメントはなにもないんだけどね……ってか、じゃあ俺に、いったいなんの用なの？　あんたはいったい誰なのよ？」


　すると彼女は、隠すべきところをまるで隠さないまま勢いよく、


「私の名はメイコーン・メイン。メイコ♪って呼んでね☆」


「いやだからその会話はさっき……」


「メイコ♪って呼んでね☆」


　その、言葉に、


「なんか俺ってば急に、ここから逃げ出してシオンのところで仕事したくなってきたぞ」


　もう、ライナの疲労は末期症状に突入し始めていた。


「メイコ♪って呼ん……」


「ああはいはいメイコメイコメイココイメイメコメメコ！　これでいいか！」


「おっけ～♪」


　なんかもういますぐ殺してぇえええええええええ!!という気持ちは抑えて、ライナは言った。


「んで、もう、あんたが誰で、なんの悪魔に憑かれてんのか知らないが、俺になんの用なわけよ？　俺ってばそろそろ寝ないと、睡眠時間がなくなっちゃうんだけど？」


　それに彼女は隠すべきところをまるで隠さないまま、


「それよ！　あなたがものすごく強いっていう話をパパから聞いて、私はここにきたってわけ」


　なんてことを言ってきた。


「んぁ？　パパだぁ？　なんだそりゃ？　パパって何者だよ？」


　ライナの通り名を知っているということは、かつての暗部──表おもて舞ぶ台たいには決して出てこない、秘密組織に所属していた者たちか。


　もしくは。


「あ、もしかしておまえの親おや父じは、貴族かなんかなのか？」


　しかし彼女は、違うとばかりに首を振った。そして、自信満々に言ってくる。


「パパはパパよっ！」


「殺してぇ……あ～も～……どうでもいいけどさ。パパはパパね……はいはい。じゃ、そのパパに俺の噂うわさを聞いて、どうしたって？」


「うん。でね、本当に強いか試ためしてみたら、あなたってば、気配を消した私の攻こう撃げきに、未知の力で気づいちゃって、あ、これは本物なのね、って私は思ったわけよ！」


「へぇ……思われたくなかったなぁ……」


「それでね！　その、あなたの力を見込んで、お願ねがいがあるの！」


「なに？」


　すると彼女はかわいい顔でにっこり笑うと、


「あのね、私ね……あなたにぶっ殺して欲ほしい女が一人、いるのよ♪」


　なんて物ぶつ騒そうなことを言ってきて……


「ぶっ殺……って、へ？　あーっと、半殺しとか、そういう意味で？」


　が、彼女は首を振って、


「違う違う。正しよう真しん正しよう銘めい、殺害して欲しいの。両手両足切断してはらわた引きずり出して山に埋うめて欲しいのよ♪」


「いや、埋めて欲しいのよとか言われても……あの、それで、もし俺が断ことわったら？」


　その、言葉に、なぜか彼女はきょとんとした、驚おどろいたような表情になって、


「え？　なんで断るの？」


「ってなぜ驚きの表情？　いやそもそも、なんで俺がおまえの頼みをはいはい聞かなきゃいけないんだよってほうに、俺は驚くんだけど……」


　すると彼女はさらに驚きの顔で、


「え？　え？　なんで私の頼みを断るの？」


「だ～か～ら～、なんで俺が、初対面のおまえなんかの頼みを……」


「うるさああああギャァアアアアアアアアアアアアアアアアア!?　いいから私の言うこと聞けぇえええええええええええええええ!!」


「…………ってやめて！　叫びながら壁に頭打ち付けるのやめて！」


「死んでやる！　もうここで死んでやるぁああああああああああああああああ！」


「う、噓ぉおおおおおっ!?　ま、待ってって！　わ、わかった！　あの、ちょ、ちょっとだけ、ちょっとだけ話聞いてやるから、ここで死ぬのだけはやめてくれ！」


　ライナが叫ぶと、彼女はやっと、壁に頭を打ち付けるのをやめてくれる。


　そしてこちらを向いて、


「やったー☆　ライナならそう言ってくれると思ってたんだ！　よろしくね♪」


　彼女は、額ひたいから血を噴ふき出しながら、そう言ってくる。


「さあ、そうとなったらさっそく殺しにいこう！　えいえい、おーっす！」


「……いや、あのな、俺は話をちょっとだけ聞くだけって……」


「死ぬ！　もう死んでギャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」


「って待てぇええええええ！　わかった！　わかったから！」


「ぐぁ……がは……痛つつつ……あは[image: ]　んもぉ、ほんと死ぬかと思ったじゃ～ん♪」


「………………」


「じゃ、気を取り直して、さっそく二人で殺しにいこうね！」


「………………」


「えいえい、おーっす！」


　と、血まみれの彼女が元気よくジャンプすると、また無む駄だに下着が丸見えになって……


「………………」


　ライナはもう、泣きそうになった。





　　　　◆





　場所は変わって。


「……なんで俺、こんなところまできちゃってるんだろう……」


　あまりの眠気に意い識しき朦もう朧ろうとしながら、メイコに連つれられてやってきた場所は、貴族の館やかたが建たち並ならぶ区画の、最さい奥おう部ぶだった。


　そこにあったのは、不気味な気配を放ちまくる、巨きよ大だいな門。鉄と、木で組み合わされた、無味乾かん燥そうな、異様なほど巨大な門だった。


　貴族の屋や敷しき。そこが、今回の殺しのターゲットの住すみ処からしい。


　とそこで、横にいたメイコが言う。不ふ敵てきな笑みを浮かべ、


「ふ、ふふ、くくく……ついに、ついにこの日がきたのね……あの泥どろ棒ぼう猫ねこ女をぶち殺す日が……」


　それにライナは、


「……いや、あのね……」


　だが彼女の笑い声は止まらない。


「くっくっく……とうとうあの女も、年ねん貢ぐの納おさめどきというわけよ」


「…………あの、だからね……」


「思えば長かった……あの女を殺すと誓ちかってから、暗殺者を雇やとうこと一○五二回……」


「ってそんな雇ったの!?」


「……それが全部返り討うちにされ、私は絶望に打ち震えた……一時はあの女を呪のろい殺そうと呪じゆ術じゆつにはまり、危あやうく悪魔に取り憑つかれそうになって入院したこともいまはいい思い出……ついに私が勝利する日がきたのだあああああああああああっふぁっふぁっふぁっひゃっひゃっひゃ──────ん」


　なんて高笑いに……


　いや、いまも悪魔憑いちゃってるんじゃないの？　という言葉は、ほんとの悪魔が出てきちゃったら怖いので、口にしない。


　とにかく、


「あの、おまえちょっと俺の話を聞けって。あのな、今回のこの殺しは……」


　が、彼女はそれを遮って、


「ふっふっふ。いかな剣けんの一族の長女とて、かの『ローランド最高の魔術師』にかかれば、イチコロってもんよ！　そうでしょ？　ライナ？」


　と、ウィンクなんかしてきて。


　それにライナは、


「……あの、だから俺の話を……」


「さあ、ライナ先生。さくっとフェリス・エリスの奴を、殺やっちゃってください」


　なんてことを言ってくる。


　それにライナは、


「…………はぁ」


　死にたくなるほど深いため息をついた。


　ちなみにフェリス・エリスというのは、いまさら言うのもなんだけど、傍ぼう若じやく無ぶ人じん世界


　蹂じゆう躙りん迷惑だんご娘むすめにして、ライナの相あい棒ぼうの女で、いつもいつもいつも、フェリスには理り不ふ尽じんに剣で殴なぐられまくってライナはもて遊ばれているのだが、


　そんな奴を相手に、俺にどうしろって？


「あのね、これはもうほんとに……」


　が、そこで突とつ然ぜん、空から声が落ちてきた。


「性しよう懲こりもなく、今日もまた現れおったか」


　聞き覚おぼえのありまくる、淡たん々たんとした、女の声。それにライナが顔を上げると、巨大な門の上、月つき明かりに照てらされて、一人の、絶ぜつ世せいの美女が仁に王おう立だちになっていた。


　艶つややかに輝かがやく金色の長い髪に、切れ長の青い瞳。神こう々ごうしいまでに美しい姿形に、腰こしには長剣といういつもの出いで立たち。


　フェリス・エリスだ。


　彼女はそのまま、


「ここのところ毎夜毎夜暗殺者をよこしていたのは、おまえらか！」


　そう言って、こちらを見下ろしてくる。


　それにとっさにライナは逃げ出しそうになるが、


「ん？　おまえは……ら、ライナ？　なぜおまえが……」


　時すでに、遅し。


　それにライナは慌てて、


「あ、いや、あのね、これには事情が……」


「事情？」


「うん。えーっと、つまりだな……」


　とそこで、メイコが突然、


「きゃ、怖い……ライナ先生、あの凶きよう暴ぼう女を、早く殺してください！」


　ライナに抱だきついてきて。


　それに、


「えええええええええええええええ!?　ちょ、ちょっと待っ……それはまずい！　それはまずいって！」


　ライナは叫ぶが、メイコは気にしない。


「早く早くぅ～ん」


　言いながらぴょんぴょん跳はねて、そのたびにスカートが、ぺらーんぺらーんとめくれ、下着が見えてしまう。


「だ、だからそれはまずいって……」


　と、ライナは門の上を、見た。


　するとそこではフェリスが、


「な…………な、な、な……」


　なぜか、ぶるぶる震えていて。


　剣が、ゆっくりと鞘さやから……


「いやフェリス！　早まるな！　誤ご解かい……」


「死ね！」


　刹せつ那な。


　フェリスの姿が、消えた。いや、消えたと思えるほどの速はやさで、彼女が動いたのだが。


「ああもう!?」


　それにライナは身み構がまえる。もうだめだ。もう終わりだ。結局今日も、これなのだ。シオンにこき使われたあと、フェリスに殴られて終わり。


　もう、俺ってば死んじゃうぞ！


　なんて思って歯を食いしばり、目をぎゅっとつぶると……


　ゴガン！　という音とともに衝しよう撃げきが……


　衝撃が……


「…………って、あれ？　こない？」


　ライナは、目を開けた。


　すると横では、剣に殴り飛ばされたメイコが、空中をぶっ飛んでいて。


「え？　そっち？」


　と、言ったと同時、


「おまえもだ、この裏切り者め！」


　目の前に白はく刃じんがきらめいて、


「あ、やっぱりこうなぐぎゃぁああああああああああああああああああああああ！」


　結局思ったとおり、いつものように、いつものごとくだった。





　　　　◆





　その、五分後のこと。


　場所はエリス家の、庭園。そのど真ん中で、ライナは、縄なわでぐるぐる巻きに拘こう束そくされていた。目の前では、剣を掲かかげたままのフェリスが、


「……なるほど。では、状況はこういうことか？　常つね日ひ頃ごろから『女はやっぱ、パンティ丸出しで生きていくべきだよ！』などという変へん態たい的な妄もう想そうに身を焦こがしていたおまえは、ついにその欲よく望ぼうを我が慢まんすることができなくなり、夜中女を襲って、そのいやらしいスカートを無む理り矢や理りその女にはかせてみたと、つまりはそういうことなのか？」


　なんてことを言ってきて。


「……いやあの、俺、まだなんも言ってないんだけど……」


「ならさっさと説明しろ。いったいその、破は廉れん恥ちスカート女とおまえは、どういう関係なのだ？　どうして私を襲おうとした？」


　とそこで、彼女はなぜか急に顔を赤らめ、両手で下半身を隠かくすような仕草をして、


「ま、まさか貴き様さま、私にも無理矢理その破廉恥スカートをはかせようと……」


「なんでだよ！　って、そんな話じゃなくてさぁ……」


　と、ライナは少し離はなれた場所で、やはり縄で拘束され、いまだ気絶しているメイコのほうを見た。


「……俺も、いまいち今回のことが、どういう理由でこうなってんのかわかんないままここにきちゃってんだよねぇ……」


　が、フェリスはそれに、


「ほう？　では、理由もわからないまま、あの破廉恥な格かつ好こうをした女の色いろ香かに惑まどわされて、ひょいひょいここにやってきたと？」


　そのまま、剣をひゅんっとこちらの首くび筋すじへと突きつけてきて……首の皮が、


「切れたぁあああああっ!?　って、えええ？　な、なんで今日は寸すん止どめじゃないの!?」


「死ね変態！」


「ってだからなんでだぁああああああ！　いやいや、落ち着け！　落ち着こう！　な？　フェリス！　おまえ、絶対なんか誤ご解かいしてるから！」


　と、剣をよけながら、ライナは地面をイモ虫のようにごろごろ転ころがる。


「ちょっ、まじでほんと、待って……あの、色香に惑わされたってーか、悪魔に脅おどされたっていうほうが、正しいと思うんだけど」


「悪魔だ？　いったいなんの話だ」


「ってだから剣を止めろ！　俺、寝てないからよけるのそろそろしんどくなってきた！」


「なら死ね色しき情じよう狂きよう！」
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「だからなんでぇえええええええ！」


　と、ライナが叫んでる間にも、メイコが、目を覚さましたようで、


「ん、ううん……」


　それにライナは慌てて、


「あ、ほら、あいつ目を覚ましたぞ！　あっちに質問してみろって！　俺の言ってる理由がわかるから！」


「む」


　そこでやっと、フェリスの剣が止まる。それにライナはぐったり地面に倒れて、


「…………俺、ほんと今日きよう、死にそう」


　なんて言ってる横で、フェリスが、メイコのほうを見下ろす。そして、


「……ふむ。目が覚めたようだな。で、おまえはいったい、何者だ？　どうして私の命を狙ねらう？」


　するとメイコは、フェリスのほうを見上げた。それから自分が縄で拘束されてるのに気づいたのか、それをほどこうと、少しだけ、体を動かす。


「……あれぇ、ほどけない……」


　それにフェリスがうなずき、


「当然だ。自力ではほどけないようにきつく縛って……」


　が、それを遮り、メイコは続けた。なんとか縄をほどこうと身み悶もだえながら、


「あれぇ、ほどけないなぁ。おかしいなぁ。全然ほどけないよぉ。嫌だもう……嫌だよもう……嫌だぁああああああああ、嫌ぁあ嫌ぁあああ嫌ぁあああああガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?」


　そのまま、全身を痙けい攣れんさせるようにぶるぶる震わせ、髪を振り乱し、口から唾つばと泡を吹き出しながら、


「ほどけぇえええええこの縄をほどけぇええええええええええええええええええええええギャァアアアアアアアアアアアアアアっ!?」


　かわいらしい少女が、地面を激はげしくのたうちまわっている。


　その、光こう景けいに……


「………………」


　フェリスが、こちらを見てくる。そのまま口をぱくぱくと開いたり閉じたりしてから、


「……な、なんだあれは？」


　それにライナは一言。


「わかんない」


「……で、あれに脅されて、おまえはここにきたと？」


「うん。すげぇ怖くない？」


　それにフェリスは、


「やばばばばびゃびゃびゅばばほど、ほどけ、ほどけよおおおおおぶばばばばびゃああ!?」


　頭をがんがん地面にたたきつけるメイコの姿を見つめ、


「確たしかに……怖い……な」


「だろぉ？」


「うむ。それでいったい、どうするのだ、あれは？」


「う～ん」


「というより、だいたいなぜあの女は、私に暗殺者を差し向けてくるのだ？」


　とフェリスが言った、瞬間。


「それはおまえが私の男を寝取ったからだぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」


　突然、メイコが叫んだ。


　それにライナは、


「……へ？　寝取った？　って………………え～と……フェリスおまえ、彼氏いたの？」


　驚きの表情で、聞いた。


　するとフェリスはこちらを見て、それから再びメイコのほうを、見る。そして、首を傾かしげて、


「……うむ？　おまえはいったい、なんの話をしているのだ？　私にはまったく、心当たりがないのだが」


　するとメイコはフェリスをにらみつけ、


「しらばっくれんじゃねぇえええ！　私と結けつ婚こんするはずだった男を寝取っておいて、どの面つら下さげて心当たりがないのだがとか言いやがるぁああああああああああああ！」


　だがそれに、やはりフェリスは少し困ったような口く調ちようで、


「ううむ？　しらばくれているつもりはないのだが……本当に、なんの話なのだ？」


「てめぇええええこの期ごに及およんで、まだ言いやがるのかぁあああああああああああ！」


「ふむぅ？　困ったな。だいたい、その、私が寝取ったという男は、誰のことなのだ？」


　するとメイコは、なぜかちょっと泣きそうな顔で、


「シオンだよ！　シオン・アスタール様のことだ！　てめぇがローランド帰ってすぐに、私はシオン様にお見合いを断られてんだよ！　私はいつシオン様に出会ってもいいよう、悩のう殺さつミニスカートで準じゆん備び万ばん端たんだったのに……準備万端だったのにぃいいいかああぁあああああああああああああああああっ!?」


　なんて言葉で……やっと話が、見えてきたようだった。ライナとフェリスは思わず、お互たがいの顔を、見合わせる。


　つまりは、そういうことらしい。


　ちなみにシオンは、どういうわけだか、お見合いどころか、恋れん愛あい自体を避さけている節ふしがあって、たぶん、メイコのお見合い話もその一いつ環かんで断られたのだと思うのだが……


　ライナはため息をついて、


「ああ、なんか、シオンにこき使われたあげく、今日は最後までシオンに迷惑かけられたのか……」


　そう言った。


　だが、そんなのはおかまいなしに、メイコは叫ぶ。


「呪ってやる……貴様を呪ってやる……たとえこの両手両足がもがれようとも、我わが呪いは貴様の身を滅ほろぼすのだ！　あああ神よ！　暗黒の邪じや神しんたちよぉおおおおおお、か弱き我われに、力を与えたま……」


　が、そこでフェリスが言った。


「おまえは、なにか誤解をしているぞ。私とシオンは、そういった関係ではない」


「うおおおおおおおおどうかこの噓つき女に、暗黒神様のお裁さばきを──」


「噓ではない。その証しよう拠こに、明日、おまえをシオンに紹介してやろう」


　フェリスがそう言った、瞬間っ！


「それはまことでございますかお姉ねえ様っ!?」


「いやお姉様って……」


　と、ライナが思わず突っ込むが、彼女はまったく気にしない。


「その言葉を……お姉様がその言葉を言ってくださるのを、メイコずっと待ってたの[image: ]」


　そんな、きらきらと[image: ]に輝く瞳でこちらを見つめてくるメイコの視線を受け止めてから、フェリスが突然、こちらを振り向いて、


「なぁ、ライナ。きっと彼女なら、シオンのいいお嫁よめさんになると私は思うのだが、おまえはどう思う？」


　なんて…………そんなあまりにも面おも白しろすぎることを言ってくるもんだから、ライナは思わず、


「うおおおおそれすげぇいい！　ああ、なんかもう！　俺もメイコちゃんが、いいお嫁さんになるような、そんな気がしてきたぞ！」


　するとメイコが感動に打ち震えたような声音で、


「ほ、ほ、ほ、ほんとですかお兄にい様！」


「おお！　本当だとも妹よ！　お兄様に任まかせておきなさい！　な？　フェリス姉さん！」


「うむ。その通りだ、ライナ兄さん」


　そして三人は顔を見合わせる。


　それから同時に、


『ふふふ、くくく、ふはははははははは』


　夜闇の中、そんな不気味な哄こう笑しようを上げたのだった。





　　　　◆





　翌よく日じつのこと。


　ローランド帝てい国こく城じようの、いつもの執しつ務む室しつ。


　この国の王、シオン・アスタールは、怪け訝げんな表情をしていた。


　高貴さを感じさせる銀ぎん髪ぱつと、気高い金の瞳。


　その鋭するどい瞳で、今け朝さ、突とつ如じよ届とどけられた巨大な箱はこを見つめる。


　ちなみに箱には、


『シオン・アスタール様へ。いつもお仕事お疲れ様です。あなたのおかげで、僕らはいつも、幸しあわせに暮くらしています。いつもあなたには感かん謝しやしているのです。でも、面と向かってお礼を言うのは恥はずかしいので、今回はこういう形で感謝を表明させてもらいました。気に入ってくれるといいのだけれど……


　ライナ・リュート＆フェリス・エリスより、愛をこめて』


　なんていう、愛のこもった手紙が添そえられていて。


「…………」


　シオンは、その、巨大なプレゼントを、見つめる。


　すると箱の中からは、かすかな、ほんのかすかな音が聞こえてきて。


「…………ふふふ、うふふふふふ、うふふふふふふふ、うふふふふふふふふふふふふふ」


「………………」


　シオンはそれに、にっこり微笑んでから、プレゼントを運んできた部下に向かって言った。


　たった一言。


「捨てろ」


　そしてそのプレゼントは、あっさり捨てられたのだった。





　　　　◆





　ちなみにさらに、その三日後の夜中。


　ゴミ捨て場に放置され続けていた箱から、


「……ふ、ふふ、うふふ、あはは。んもう、ライナ兄様ってば、シオン様に会わせてくれるって言ったのにぃ……私にそう言ったのにぃ……言ったのにぃいいいアアアアアアアアライナ・リュートおおぉおおおおおおおおおギャァアアアアアアアアアアアアアアア!?」


　とかいう恐ろしい雄お叫たけびとともに生まれた悪魔が、狂ったように頭をぐりんぐりん振り回し、どこの宿屋に向かったのかは……


　もう、言うまでもない。







（すくりーみんぐ・がーる：おわり）












　ふー・あー・ゆー










　大いなる真実。


　もしくは、隠かくされていた真理。


　そんなものに、ある日突とつ然ぜん気づいてしまうことがある。


　気づいた瞬しゆん間かん、目の前にあるすべてががらりと変わってしまうような、人類の神しん秘ぴについて、突とつ如じよ気づいてしまうことがある。


　そんな真理が、


「はふぁふあ～……」


　と、大きくあくびをして、ライナ・リュートがぐいーっと伸のびをしたときに突然、彼の目の前に現あらわれてしまった。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、気け怠だるい寝ぼけ眼まなこ。脱だつ力りよくしきった猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀く。


　だが、そんなやる気ない体に鞭むち打って、ライナは現在、山積みの書類仕事と格かく闘とうしていた。もうここ二日、死ぬ気で書類を処しよ理りして処理して処理して処理しているのだが、一向に減へる気配がない。


　そんなときに、それは現れたのだった。


　それは、まるで神の声のよう。


　頭の中に響ひびき渡った、こんな考え。


『っていうか、俺おれってばなにこんな仕事させられちゃってんの？　なんつーか、俺の魅み力りよくって、めんどくさいこと大だい嫌きらいなところっていうか、めんどくさい！　っていう言葉の、『めんど』から先の言葉を言うのもめんどくさがるようなお茶目な奴やつっていうか、そういうところが素す晴ばらしいね！　って褒ほめられるような奴だったような気がするのに、なに俺ってばいつの間にやら徹てつ夜やで仕事なんかしちゃってんの？　あれ？　あれれ？　もしかして俺ってば、騙だまされてる？　騙されちゃってんの？　あ、やば、俺、気づいちゃった？　世界の真理に気づいちゃった？　あれだよね？　俺が仕事頑がん張ばるとかって、ほんとは世界的視点で見たら、雪の降ふらない地ち域いきに雪を降らせちゃうようななんていうかああもうこれ以上考えるのもめんどくさくなってきたんで、ほんともうどうでもいいです。はい。そういうわけで今回のお話はこれで終わります。終わって、帰って、すぐに寝ます。


　ではおやすみなさい。





　　　　完





「ってな具合で終わっちゃってもいいぐらい、俺はいまやる気がないことが突如判はん明めいしたので、さよならさせていただきますっ！」


　と、ついに世界の真実に気づいてしまったライナが力強く宣せん言げんすると、目の前で書類の山と格闘していた男が、顔を上げた。


「いや、ってな具合って突然言われても、どんな具合なのか全然わかんないんだけど？」


　困こまったような、それでいて少し楽しそうな声こわ音ねで、言う。


　高こう貴きさを感じさせる銀色の長い髪に、強い意志が込められた金の瞳ひとみ。


　シオン・アスタール。


　このローランド帝てい国こくの、王の座にいる男だ。


　ちなみにいま、二人がいるのは、やはりいつものごとくシオンの執しつ務む室しつだった。例によって仕事狂きようのシオンの馬ば鹿かに無む理り矢や理り仕事を押しつけられてすでに二日徹夜。眠すぎてもう吐はきそう。ほんと吐きそう。


　残された力でやれることといえば、ベッドに直行してバタンと倒たおれるか、目の前にいる仕事馬鹿を殴なぐりつけて、『てめぇいいかげんにしるぁあああ！』と、『るぁ』の部分を巻まき舌じた気味に叫さけんでから、やはりベッドに直行してバタンと倒れるかの二に択たくしかなかった。


　だからライナは、


「その、二択のうちから選んでください」


　と言ってやった。するとシオンはますますわからないという表情で、


「はぁ？　いや、あの、『その二択』って、どの二択？」


　なんて聞かれても、もう、説明する気力も残ってなかった。世界の真理の大きさからすれば、そんな些さ細さいなことを説明することになんの意味があるだろう？


　だからライナは立ち上がり、


「じゃ、そういうわけなんで、僕ぼくはもう帰ります」


「えええええ、待てって。まだ仕事が……」


「めんどくさいから無理」


「いや、めんどくさいとかじゃなくて……」


「眠いから無理」


　言って、ライナはさっさと部屋を立ち去ろうと……


　とそこでシオンが慌あわてて、


「いやいやいや、ちょ、ほんとに待ってくれって。あの、今回の仕事は、量的にもライナに手伝ってもらわないと、かなりまずいんだけど……」


　そう言ってくる。そしてそれは本当だった。確かに今回ばかりは、ライナが仕事を手伝わないと、かなりまずい。


　それはライナも知っている。
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　しかし、ライナは本当に、気づいてしまったのだ。真実に。


　いままで忘わすれていた、隠されていた真理に。


　その真理とは、これ↓


「俺は……俺は夏休みの宿題は、最終日にすらやらない主義だ！」


　大きく胸むねを張はってライナはそう言い放った。


　それにシオンは、


「……いや、そんなこと誇ほこらしげに言われてもなぁ……」


「とにかく俺はもう、めんどくさいことはやだってことだ！」


「でもさ、今回だけはちょっと頑張……」


「やだ！」


「あの、だから……」


「やだ！」


「いや、それじゃ会話に……」


「やだ！」


「あ……」


「帰る！」


「って、ちょ、待てってほんと……」


　が、そんなのは無視で、ライナは部屋を出る。一度振ふり返ると、まったく話を聞こうとしないライナを呆ぼう然ぜんと見つめるシオンの姿。だが、それも無視して、


「じゃ！　おやすみ！」


　そう言って、バタンと勢いきおいよく扉とびらを閉める。


　そのまま何歩か歩く。シオンは、追いかけてこない。さらに何歩か歩く。


　シオンは……追いかけてこない。


　それを、ライナは確かく認にんしてから……


「………………うおおおおお！　ウソだろう？　ま、まじで!?　やった！　逃にげ出せた!?」


　彼は、思わず小さくガッツポーズをしていた。


　つ、ついに、仕事をしないであの恐きよう怖ふの異次元空間、『シオン執務室』を脱だつ出しゆつすることに成功したのだ。いつもなら、なにやらライナが考えもつかないようないやらしいイジメや脅きよう迫はくによって、無理矢理仕事を押しつけられてしまうのだが、今日はあっさり逃げ出すことに成功してしまったのだ。


　それもこれも、ライナが真実に気づくことに成功したおかげだった。


「……いや、真実だの真理だの、自分で言っててもまるで意味はわかんないけど……」


　だが、とにかく、強気でいくことが大事ということだ。


「いやぁ、たまには素す直なおにめんどくさいって叫んでみるもんだなぁ……」


　そんなことを言いながら、ライナは気怠い足取りで廊ろう下かをいく。


　とそこで、


「……んぁ？」


　廊下の向こうから、一人の女が現れた。


　艶つややかな金色の髪。澄すんだ青い瞳。手にはだんごで腰こしには長大な剣けん。そして異常なほど整った容よう姿しという、もう見なれた姿。


　相あい棒ぼうの、フェリス・エリスだ。


　彼女はこちらを見るなり、


「お、ライナ。いいところに……」


　だがライナはすぐさま、


「やだ！」


　さっきの要よう領りようで、そう言い放った。


　どうせフェリスの言いそうなことはわかっているのだ。だんごがどうのこうので、おまえは私の手伝いをして死に物狂ぐるいでだんご様のために働くのだとかもうほんとそういうわけのわからない展てん開かいは、


「うんざりだ！」


　と、ライナが叫ぶと、さすがにフェリスも気け圧おされたのか、首を傾かしげ、


「ふむぅ？　うんざり？　いったい、なんの話……」


　が、それも遮さえぎって、


「めんどくさい！」


「いや、だからなんの……」


「やだ！」


「お、おい……私はまだ、なにも言って」


　だがライナは止まらない。そのまま、


「ってなわけで帰って寝るから！　じゃ！」


　しゅぱっと手を挙あげてから、ライナはフェリスの横を通り過ぎた。彼女はなにも言ってこない。突然のことに、なにがなにやらわけのわからないという様よう子すで、


「むぅ？」


　そんな声を漏もらしながら、首を傾げるばかりだった。そのまま、ライナはフェリスを無視して歩いていく。少しずつ、彼女との距きよ離りが開いていく。彼女は追いかけてこない。


　どんどん、彼女との距離が開いていく。


「…………」


　それに、ライナは心の中で、思わずすごい！　と叫んでいた。なんか、ほんとの本当に、宇う宙ちゆうの神秘がなんなのかがわかってしまったようだった。あの、陰いん険けん陰いん湿しついじめっ子大王と、迷めい惑わく暴ぼう力りよく暴走だんご娘むすめを煙けむに巻まいて、逃げ出すことに成功するだなんて!?


　こんなこと、いままではありえなかった。


　それが、相手がなにか言う前に先手必勝でめんどくさい！　と叫んだ瞬しゆん間かん、すべてが変わってしまったのだ。


　ああもう、いままでどうしてこんな簡かん単たんなことに気づかなかったんだろう？


　やはり時代は、個こ性せいの時代なのだ。


　より強い個性を先に打ち出したほうが勝つ。


　そしてライナは、強い個性を持っていた。


　いままではフェリスの暴力やらシオンのイジメやらに振り回されていたけれど、ライナだって強い個性を持っていたのだ。


　めんどくさい！　なにもかもがめんどくさい！　どんな状じよう況きようでもめんどくさい!!　もうやる気なんてほんとないんです。どうかそっとしておいてください。僕ってばもう、ほんと隅すみっこのほうでひっそりしてるんで、そこらへんのところ、よろしくお願いします……なんていう、個性をきちんと出していけば、フェリスやシオンだってちゃんと納なつ得とく……


　が、そこで。


「私を無視するなぁああああああああ！」


「え？」


　と、ライナが後ろを振り向いたときにはもう、遅おそかった。圧あつ倒とう的てきな個性が剣の形をして目の前に、


「っっっっってやっぱこうなるのぎゃぁあああああああああああああああああ!?」


　ライナはいつもどおり、吹ふっ飛とんでいた。





　その後、フェリスのワガママで三日徹夜。


　シオンがやってきて十日徹夜。


　結局、前人未み踏とうの十五日徹夜で……


　例によって例のごとく、ライナは死んだ。





　　　　◆





　その、死にかけの徹夜明けのこと。


「あ、あ、あ、あの、僕はね、ほんとはね、めんどくさがりなんだよほんとだよ……」


　と、もう意い識しきが朦もう朧ろうとしながら、ライナはやっと仕事から解かい放ほうされて、帰路についていた。宮きゆう廷ていから、自分の宿への帰り道。


　やっと寝れる。やっと休める。もう、ほんとだめだ。こんな仕事ばっかしてちゃだめだ。


「……だって俺ってば、一日二十四時間のうち、八百時間は睡すい眠みんに費ついやさないと死んでしまうようなか弱い生き物なのに……」


　とにかく、なにかがおかしかった。


　ここ、ローランドに帰ってきてから、なにかがおかしくて、もう、きっとすごくまずいことになってるってことはわかってたけど、とりあえずいまはもう、なにも考えられそうになかった。とにかく、早く寝ないと。


　そのまま、ライナはいつにも増してだらだらと脱力しきった足取りで帰路を急ぐ。


　もう、頭の中でなにかを考えるだけの気力は残っていなかった。ほへーっとただ、ベッドまでの道のりを歩くだけ。


　王宮から市し井せいへ下り、商店街から路ろ地じ裏うらを抜ぬけ、もうすぐ宿につく。もうすぐベッドにつく。もうすぐ、もうす……あ、だめだ……もう、あとちょっとなのに、寝そう……寝……うあ、意識がなくな……


　が、そこで意識が途と切ぎれた。もう、本当に限げん界かいだったのだ。ライナはそのまま、がくんっと膝ひざを曲げる。ゆっくりと体が傾かたむいていく。もう、なにがなにやらわからない。


　いま、どこにいるのかもわからない。


　そして彼は、一気に倒れた。


　その、倒れた瞬間！


　ゴキン！


　と、強く頭をなにかに打ち付けてしまう。


　刹せつ那な。


「………………あ」


　ライナは、見た。今度こそ、見てしまった。


　それはすべてを変えてしまうような、本当の意味での、真実。


　隠された、真理。


「…………」


　ライナは、目を開く。ひどく、頭が痛い。かなり強したたかに頭をぶつけてしまったようだ。


　だが、そんなことはどうでもいい。


　それよりも……と、ライナは痛む頭を押さえながら、起き上がった。そして、


「あれぇ……？　なんか……なんか俺……」


　頭が痛む。頭が、ひどく痛む。だが、それはむしろ心ここ地ちのいい痛みだった。真理に目め覚ざめた者だけに与あたえられる、特有の痛み。


　そしてライナは、言った。


「……あれぇ、なんか俺、すげぇいま、やる気に満ちあふれてるんだけど……なんでだろ……ってか、なんだ？　なんで俺、毎日こんな、だらだら散さん漫まんな人生を送ってんだ？　こんな怠たい惰だな生活してるんだ？　やば……なんか、なんかやばい……すげぇ、全身から、すげぇやる気が……やる気が出て……お、俺は、俺はやるぞおおおおおおおおおおおおお！」


　なんて突然叫んで、物もの凄すごい勢いきおいで駆かけ出し始めたのだった。





　　　　◆





　場所は再び王宮。


　寝不足でさすがに呂ろ律れつが怪あやしくなってきたライナを宿に帰したあと、シオンはいまだ、執務室でペンを走らせていた。いくつかの書類を処理し、自分の名前をサインし、


「……ふぅ」


　小さく息いきをつく。かすむ目を細め、眉み間けんを押さえる。


「さすがにちょっと……俺も疲れてきたな」


　十日徹夜──といっても、短い仮か眠みんは定期的に取るようにしているが──しかし、さすがにそろそろ限界が近いようだった。


　だが、大きな案あん件けんは処理した。


　これで明日から、少しは楽になるだろう。


　彼は椅い子すの背せもたれに体を預あずけ、う～んっと一つ、伸のびをする。それから、


「さて、一眠りしようかな」


　小さく呟つぶやいて、立ち上がろうとしたところで、突然、そいつは訪おとずれた。


　ドンドン、と、執務室の扉がノックされる。


「……うん？」


　それにシオンは、疲ひ労ろうと睡眠不足でベッドに倒れ込みたい衝しよう動どうを無理矢理抑おさえこんで、背せ筋すじを伸ばした。そして顔には、いつもの完全無欠の英えい雄ゆう王おうスマイルを取り繕つくろって、


「誰だれだ？」


　そう聞いた。すると、扉の向こうからは、


「俺だっ！」


　とだけ、なにやら威い勢せいのいい声が返ってきて。しかしそれは、聞き覚おぼえのある声だった。というよりも、さっきまで聞いていた声。


「……なんだよ、ライナか……」


　一気にまた、全身に疲労感が襲おそいかかってくる。ライナ相手に英雄王をやるだけの気力はもう、残ってなかった。伸ばしていた背筋をまた、ぐったりと椅子に預け、


「どうした？　もう帰って寝るんじゃなかったのか？　それともなにか、忘れ物でもしたか？」


　シオンが聞くと、扉の外にいるライナが、


「入るぞ？」


　なんて聞いてきて。それにシオンは、


「へ？　って、おまえ、いつも断りなく入ってくるじゃないか。なにを急にあらたまってるんだ？」


　するとそれに、


「うむ。親しき仲なかにも礼れい儀ぎが必要だと思い直してな。だから、礼を尽つくしている。さあどっちなんだ？　入っていいのか、それともダメなのか？」


　ライナがそんなことを言ってきて。


「………………いや、あの、ライナ……おまえ、なにがしたいの？」


「部屋に入りたいと思ってる」


「…………入ればいいだろう？」


「じゃ、入るぞ？」


「ああ」


「失礼しますっ！」


「って、だからこれは、なんの冗じよう談だん……」


　が、そこまでで、シオンの言葉は、止まってしまう。なぜなら扉を開き、目の前に現れたのが……ライナじゃ、なかったから。


　いや、ライナなんだけど、しかしそれは、ライナじゃなかった。


　いつもは寝グセ放題な黒髪は、いまはびっちりカッコよくオールバックにされていて。


　いつもは寝ぼけてやる気がまったく感じられない黒い瞳が、いまは鋭するどく理知的な光を宿している。


　おまけに背筋はこれでもかとぴんっと伸びていて、その、しなやかな体には、ダークスーツがビシっと決まっている。


　そしてなぜか、彼はポケットから黒いダテ眼鏡めがねを取り出すとそれを掛かけ、キラリ☆っと光らせたりして……


　それに。


　それにシオンは、


「え。誰？」


「ライナだ」


「いや、それはわかってるけど……えと、だからその、誰？」


「ライナ・リュートだっ！」


「…………あの、だからそういうことじゃなくてね……」


　が、そのダテ眼鏡なライナはシオンを無視して自分の机つくえにつくと、


「さて。仕事の時間だシオン。さっそく今日のノルマを処理するぞ」


　言って、ペンを手に取り、信じられない速はやさで書類を処理し始めて……


「…………いや……あの、ちょっと……いったいおまえ、どうし……」


　が、そこでライナが、
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「馬ば鹿か！　無む駄だな私語はやめろ！　ビジネスは戦争なんだぞ！　無駄口をたたいた奴から死んでいくんだ！　一国の王であるおまえが、そんなこともわからないのか！」


　なんて言って、眼鏡をくいっと上げる。すると眼鏡はキラーン☆と無駄に輝かがやいて……


「………………」


　そしてライナは再び、一心不乱に書類と格闘を始める。いつもは文もん句く無駄口だらだら昼寝と、放ほうっておいたらなにもしようとしないような男が、いま、目の前ではありえないほどの速さで仕事に取り組んでいて。


「……………………」


　シオンはもう、言葉もなかった。


　ただ、もう、恐きよう怖ふに震ふるえるだけで。


　あのライナが、自分から仕事をしてる……


　あのライナが、自分から仕事をしてる!?


　こ、これはまさか、夢ゆめなのか？　と、自分の頰ほおを自分でぎゅっとつねってみて、


「……痛いた……うわ、夢じゃないんだ、これ……ってことは、あれか？　も、もしかして、ついに世界が滅ほろぶ日がきちゃったのか？」


　するとそれにライナが小さくため息をつき、


「おいシオン。二度も言わすなよ。無駄な私語はやめろ。男は黙だまって結果を残せばいい」


「って、だからおまえは誰なんだああああああ!?」


　しかしライナはもう、答えなかった。


　こちらを見つめ、まるで、使えない奴だ……と、言わんばかりに左右に首を振った後、無視して再び仕事を始めてしまう。


　シオンが頼たのんでもない仕事を、あのライナが勝手にやっている!?


　それにシオンはもう、がくがく震えながら、


「あ、あの……これは、新しいタイプの復ふく讐しゆうかなにかなのかな？」


「…………」


　だが、ライナは無視。


　ただ黙もく々もくと仕事を続けている。


　黙々と！


　黙々と仕事を!?


　それにシオンは、


「そ、その……それとももしかして、俺があんまりコキ使い過ぎて、頭のネジが何本か壊こわれちゃったとか……」


「……………」


「…………ううう、ほんと、あの、ちょっと仕事させすぎたことは、謝あやまるから、こういう心しん臓ぞうに悪い冗談はやめてくれないかな？　だいたい、十日も寝てないんだしさ……ちょっとは寝ないと……」


　が、そこでライナは顔を上げ、微笑ほほえむと、


「ふっ。エリートビジネスパーソンに、休きゆう息そくは必要ないのさ」


　そして眼鏡がキラーン☆


「って、そのキラーン☆っていうの、気持ち悪いから……だいたいおまえが急にやる気に満ち満ちてるとこっちが怖こわいというか……」


　が、それもライナは遮さえぎって、


「ま、シオンは寝てろよ。残りの仕事は、俺が全部引き受けてやるから」


「だから怖いって！」


「さて、仕事に戻るか。え～この案件はもう処理済ずみで、こっちは……うん？　これはずいぶんと時間がかかってるな……現場担たん当とう者しやはいったいなにをやってるんだ。くそ。誤ご字じも多いし……まるでやる気が感じられない。ああもう、だめだ！　イライラしてきた。俺は無能が嫌きらいなんだ！　ったく、俺が現場へいって、ケリをつけてきてやる！」


　そしてライナはガタンっと勢いよく立ち上がり、そのまま部屋を飛び出してしまって。


　それをシオンは呆ぼう然ぜんと見送りながら……


「…………い、いったい、あいつになにが起きちゃったの？」


　もう、まるでわけがわからなかった。ついさっきまで、一時間に十回くらい、めんどくさいの『めんど』どころか『め』すらもう無理です、とかわけのわからないことを言っていたはずなのに……いったい、あいつの身になにが起こったんだ？


　とにかく、ただごとじゃないことは、わかった。なんか、新種の病気かなにかにかかってしまったとか。


　もしくは、


「……俺が寝てなさすぎて、幻げん覚かくでも見てるんだろうか？」


　と、もう一度頰をつねってみると、


「……あ痛……」


　やっぱり痛かった。


　となると。


「……じゃああいつ、やっぱ俺がコキ使いすぎて頭が……なんて、あの、そ、そんなはず、ないよな？　あ、あはは。きっと一ひと晩ばん寝たら、元に戻もどってるよな？　俺のせいだったり…………しないよね？　ね？　あ～……と、とりあえず、あれだ。一晩寝て、様子を見てみよう。明日あしたになったら解かい決けつしてるかもしれないし……うん。そうだよ。そうしよう……」


　言ってから立ち上がり、隣となりのベッドがある部屋へいこうとしてから、ふと、足を止めた。


　そして。


「…………うう、やっぱ、いまのライナ、おかしかったよな？」


　シオンは、あらためてため息をつくと、


「ああもう、追うか……」


　彼も執務室を出たのだった。





　　　　◆





　しばらく後。


「まったく……どいつもこいつも無能な奴ばかりだっ！」


　そんなことを言いながら、ライナは城じよう内ないを歩いていた。たったいま、いい加か減げんな仕事ばかりをするシオンの部下に教育的指し導どうキックを喰くらわせ、仕事というものがなんたるかをたたき込んできたところだった。


　きちんと自分の頭で考えることの大切さ。期日を守ることの大切さ。自己管理の大切さ。そして夢を持つこと、目的と目もく標ひようをきちんと持った人生を送ることの大切さを教え込んできたのだが……


「いったい、最近の若者たちはどうしてしまったんだ！　なんの目標もなく、毎日をだらだらと生きて、いったい、なんの意味があると言うんだ！　そんなことでは、短い人生が昼寝をしている間に、あっという間に過ぎ去ってしまうじゃないか！　そう。大切なのは、目標だ。この国には、目標が足りないんだ！　そんな夢や希き望ぼうを失ってしまったこのローランド帝国を、俺は救すくってみせる！」


　なんて言いながら、ライナは用意していた紙を、宮廷の廊下に、ぺたりと貼はる。


　その紙には、こんなことが書いてある。


『期日は命に代かえても守れっ！』もしくは、『自分に負けるな！』さらには、『早寝早起き命をかけろ！』『勝ぁつ！』『絶対優ゆう勝しようっ！』『今日の頑張りが、未来を作る！』


　その他、いろいろ。


　そんな言葉が書かれた紙を、ライナは宮廷中に貼っていく。必要なのは、意い識しきの改かい革かくなのだ。意識とは言葉で作られる。毎日、前向きな言葉を目にすることにより、自然と潜せん在ざい意識がどうのこうのして素晴らしく前向きな心が作られるとどこぞの本にも書いてあったしな！　とにかく、この紙を見ることによって、城中の人間たちもやる気に満ちあふれ、やがてローランドは素晴らしい国に変わるのだ！


「ふっふっふっ……はっはっはっ……はぁあっはっはっはっはぁああああああああ！」


　ライナは高笑いをしながら紙をぺたぺたと貼りまくっていく。もう、貼って、貼って、貼って、貼りまくり……


　とそこで、ふいに紙を貼る手を止め、


「……ん？　おっといけない。そろそろ、次の予定の時間だ」


　言いながら、ライナは懐ふところから手て帳ちようを取りだした。手帳の表紙には、ＰＯＰと書かれている。意味はこうだ。


　パーフェクトなＰ俺ＯプランナーＰ。


　略りやくしてポップ！


「さ～て、次の俺の予定は、どうなっていたかな」


　言いながら、ライナはその、ポップのページをめくる。するとポップにはこうあった。


『五時。仕事を鮮あざやかに終えた俺は、もちろん残業などしない。仕事と余よ暇か、そのメリハリが、素晴らしい人生を作るのだ。さあ、余暇の時間だ。軽かろやかに街まちへ繰くり出そう！　だが、いくら余暇だといっても、無目的にだらだら過ごしていたら意味がないぞ！　限りある時間を、有効に利用するんだ！　そして今日の目標は、恋こい人びとをゲットすること！　だが、ただの恋人じゃだめだ！　完かん璧ぺきな俺には、完璧な女こそ相応ふさわしい！　そんな完璧な女をゲットしてこい！　さあいけ！　おまえならやれる！　やれる！　やれるぜぇええええ！』


　なんて書いてあって。それにライナは、


「そうさ！　俺はやれるぜぇええええ！」


　街へ繰り出し最高の恋人をゲットするのだ。


「しかし……最高の恋人ね……ふむ。まずはなんだ？　完璧な美び貌ぼうか？　となると……俺が見た中じゃ、フェリスが一番綺き麗れいだが……しかし、あいつは性格死し亡ぼうしているからな……いや、だが、そんなことで怯ひるむほど、俺は弱くないぜ！　そうさ！　たかが女の一人や二人、いまの俺なら再教育するのはたやすいことさ！　必要なのは、イメージだ！　イメージできることは、すべて可能だと、どこぞの本にも書いてあったしな！　さあ、イメージしろ。イメージするんだ、俺！　フェリスが、素晴らしい完璧な女になっているイメージをするんだ………………お、おお、できてきた、イメージできてきたぞ！　仕事に疲れて帰き宅たくする俺！　家に帰るとフェリスが迎むかえてくれ、おかえりなさいませ旦だん那な様。お風ふ呂ろの準じゆん備びも、お夕食の準備もすでに整っておりますとかなんとか言っちゃったりなぁあっはっはっはっはっはっはははははああはははははははははああああああああああ！」





　　　　◆





　と、突如笑い出すライナの姿を、廊下の角からこっそり見つめながら、シオンはもう、ぶるぶると震えていた。


「……う、うわぁ……な、なんか、さっきよりもさらにひどくなってないか？」


「はっはっあははははははひゃひゃひゃひゃひゃははははあああああああああああああああああああああああああああああああああ」


「って、えええ……まさか、あ……『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走しようとしてたりしないよな？」


　と、ちょっと不安になってきたところで、ライナの笑い声はぴたりと止まる。そして、


「おっといけない。こんなところで無駄な時間を使っている場合じゃなかった。さあ、フェリスを再教育しにいくか」


　そのまま、くいっと眼鏡を上げてから、歩き出してしまって。


　それにシオンは、


「…………ど、どうしよう……あれ」


　ただ、恐怖に震えるばかりで、もう、止めることができなかった。





　　　　◆





　夕方。空は赤いが、まだ日は落ちていない。


　フェリスは日課のだんご屋巡めぐりを終え、ふらりと商店街を訪おとずれていた。


　これからの季節、だんだんと雨の日が多くなってくるので、ここは一つ雨の日でも屋外でだんごパーティを開かい催さいできるような、屋根付きパーティセットでも作ろうかと思い、そのための材料を買いにきたのだが……


　材木屋の親おや父じが言う。


「いやぁ……この量をネェちゃん一人で持ち帰るのは無理だろぉ」


「ふむ。そうだな……こんなことなら、荷物持ちにライナでも連つれてくればよかったか」


「で、どうする？　あきらめるかい？　それとも、半分買って、持って帰る？」


「う～ん。さて、どうしたものか……」


　と、腕うで組ぐみをしたところで、


「おい、フェリス！」


　突然、聞き覚えのある声に、呼よびかけられた。ライナの声だ。それにフェリスは声のほうを向き、


「おお、ライナか。ちょうどいいところに……」


　が、しかし、そう言いかけたところで、彼女の言葉は止まってしまう。なぜなら、突如目の前に現れたのがライナじゃなかったから。


　いや、ライナはライナなのだが、しかしそれは、ライナじゃなかった。


　オールバック。


　ダテ眼鏡。


　綺麗に着こなしたダークスーツ。


　そしてその眼鏡の奥に光る目は、やる気に満ち満ちていて。


　だがフェリスには、そんなやる気な男に、知り合いはいなかった。だから彼女はライナをしばらく呆然と見つめ、


「…………お、おまえは、誰だ？」


　するとライナはにこりと微笑み、


「待たせたね、フェリス」


　なんていきなり言ってから、背後から突然、花はな束たばを取りだし、彼女に渡してくる。その、意味がわからなくて、フェリスは聞いた。


「む？　いったいこれは、なんのマネだ？」


　するとライナはまた、微笑み、


「美しすぎる貴女あなたには、美しい花が似合う」


「…………ふむぅ？　まあ、私が美しすぎるのはいまに始まったことではないが、いったい、なにをしたいのだ？」


　が、ライナはその質問を無視して、


「さあ、僕の花を、受け取ってくれるね？」


　なんて言ってきて。それにフェリスは、


「……いや、受け取るのはいいが、事情を説明しろ。いったい、これはなん……」


　が、その言葉も、そこまで。ライナが手を伸ばしてきて、フェリスの腕をつかむ。


　そして、


「もちろん、愛の告白さ」


　言って、彼女の体を、ぎゅっと抱だき寄よせ、


「ん？　いったい、なんの……」


　しかしライナは止まらない。彼女に、


「む？　え？　ちょ……」


　突然、キスをしようと……


「……う、うわぁあああああああああ！」


　それを、フェリスは慌あわててはねのけた。


「……な、な、な、な、なにをする!?」


　彼女は、あまりのことに、わけがわからなくなって言うが、やはりライナは余よ裕ゆうの微び笑しよう。


「はは。そんな顔を赤くして……照れるなよ、フェリス」


「て、照れ……？　む？　う？　な、なんなのだ、おま……」


「愛してるよ」


「んなぁっ!?　は？　お……え？　うう？」


　もう、わけがわからなかった。なんだ？　さっきからいったい、なにが起こっている？


　こいつはいったいなにを言っているのだ？


　ライナがまた、花をこちらへと差し出して、


「さあ、俺の花を受け取ってくれ」


　言ってくる。それをフェリスはにらみつけ、


「……わ、私は、花よりだんご派だぞ！」


　するとライナはにっこり笑い、


「ふふ。そんなかわいらしい君が好きさ[image: ]」


　などと言って、また、フェリスに近づいてこようとする。それに彼女は震えた。本当に、なにが起こっている？　こいつはいったいどうしたのだ？　いや、そもそもこいつは、本当にライナなのか？…………などと混こん乱らんしている間にも、ライナはフェリスの肩かたをつかみ、


「好きだよフェリス」


　真顔でそう言って、顔をそっと近づけてこようとして。


「……あ……」


　それにフェリスは……


「…………」


　その、ライナの顔に思わず、


「…………め、目を覚ませぇええええ！」


　思いっきり鉄てつ拳けんをたたき込んでいた。


　ゴンっという強い手て応ごたえがあり、ライナが後方へと吹ふっ飛……


　が、ライナは殴なぐられながらもにこりと笑い、


「だから照れるなって」


　さらに顔面でフェリスの拳こぶしを押し返すよう迫せまってきて、


「うおわっ!?　ば、馬鹿な!?」


　唇くちびるが、フェリスに触ふれようと、


「ちょ、待、くそ！　ならこれでどうだ！」


　今度は腰の剣を放ち、剣の柄つかの部分でライナの顎あごをはね上げるが。


　しかしそれに、


「はっはっはっ～。効きっかーん!!」


「……そ、そんなっ!?」


　もう、本当に恐怖だった。はっきり言って、いまの一発はライナの顎が砕くだけんばかりの勢いで放ったのだ。


　なのに、こいつはまるで動じずに、


「さあ、もう強がりはやめろよ。おまえは俺が好きなんだろう？　世界中の女はこの、世界を股またに掛けるスーパービジネスマン、ライナ・リュート様の前に平ひれ伏ふすのさ！」


　などとわけのわからないことを言って迫ってきて、無理矢理、彼女を強く抱きしめてくる。その力が、強い。


「……あう……ぐぅ……」


　フェリスは必死にライナの腕を振りほどこうとするが、しかしそれはもう、彼女が抵てい抗こうできないほどの、強さで。


　ま、まずい。このままじゃ、まずい。こ、こうなったら……こうなったらもう……


　とそこで、


「……ん」


　フェリスは、まるでなにかを諦あきらめたかのようにそっと、目を閉じた。


　そして、一言。


「……殺やるしか……」


　が、そこで横から、


「いやいや、殺すのはまずいだろ！」


　という言葉とともに、覆ふく面めん姿の何者かが突如現れて、ライナを横から蹴けり飛ばす。


　だが、そいつが誰なのかは、声だけですぐにわかった。


「……おお。おまえは、シオンか？」


「ああ」


　覆面がうなずく。


「ライナの様子が異常だったんで、追いかけてきたんだが……しかし益ます々ますひどいな……」


　それにライナは、シオンに蹴り飛ばされ、八や百お屋やに突つっ込こみ野菜まみれになりながらも、


「俺は決めたことは、必ず達成する男だぁああああああああああああああああ！」


　なんて叫びながら立ち上がる。


　そんなライナの姿に、フェリスは、


「い、いったい……あれはなんなんだ」


「わからない。だが、とりあえず連つれ帰って治ち療りようする必要があるな。フェリス、あいつを気き絶ぜつさせられるか？」


「よ、よし。そういうのは得意だ」


　言って、剣を構かまえ、走る。一瞬で間合いを詰つめ、剣の腹を彼の顔面にゴキン！　と当てる。角度、手応えともに、完璧だった。今度こそ大だい丈じよう夫ぶ。これほどの打だ撃げきを受け、意識を保たもっていられる者などいるわけ……


「…………効かぁああああああああん！」


　しかし、ライナはそう叫んでフェリスに襲おそいかかろうとしてきて。


「馬鹿なっ!?　なぜ!?」


　とっさに、もう一度剣を振るう。ゴキン！　ライナの顔面が出血して、血しぶきが舞まう。


　しかし、


「……あ～っはっはっはっはっはっはー！」


　もう一発。ライナの体がくの字に曲がる。


「もっとこいやぁあああああああ！」


　もう一発！


「ひゃひゃひゃ、そんなもんかああああ」


　今度はシオンの蹴りが炸さく裂れつ！


「……ま、ま～だ～ま～だ～……」


　だが、倒れない。もう死にかけ。ライナは死にかけなのに、まるで倒れない。それにフェリスとシオンは、


『あ……あわわわ』


　同時に、そんな声を上げていた。これ以上殴れば、本当に死にかねない。なのにライナは止まらなくて……


　じゃあ、もう、どうすればいいのだろう？


　すると血まみれのままライナは笑って、


「はっはっは。おぬしら、もう終わりかね！　ならば、今度はこちらの番ですなぁ」


　すでに、誰なのかもわからないような口調で喋しやべってから、一歩、こちらへと迫ってくる。


　しかしもう、フェリスもシオンも、抵抗できなかった。恐怖で、体がすくんでしまって。


　もうだめだ。もう終わりだ。


　と、二人が震えていると、


「…………あれ」


　ライナが突然、そう言った。


　そのまま彼はがくんっと膝を落として、


「………………あら？　なんだ？　俺……あれ？　なにしてん……あ、だめだ、すげぇ眠ぃ……おやすみ～」


　その場に、ばたんと倒れてしまう。


　それにフェリスとシオンは顔を見合わせて、


『…………た、助かった……』


　震える声音で、言ったのだった。





　　　　◆





　とそこで、ライナは目を覚ました。


　薄うすく、目を開いてみると、そこはシオンの執務室の隣にある寝しん室しつで。


「ん？」


　ライナは、ベッドから上半身だけを起こす。そして、少し寝過ぎたせいか、ちょっと痛む頭を押さえる。


「……あれ。あ～……なんだっけ。寝ぼけて、寝る前になにがあったのか思い出せねぇ」


　言いながらも、少しずつ記き憶おくが戻ってくる。確か、仕事中に少し眠くって、今日は体調も悪かったから、シオンにベッドを借かりて、仮眠を取ったような、違うような……


　ま、とにかく、


「……寝覚め悪ぃ～。なんか、すげぇ嫌いやな夢見たような気がする……」


　覚おぼえてないけど……


　なにやら、妙みように恥はずかしい夢だったような気がするのだが……よくは思い出せなかった。


　そのまま、よっというかけ声とともに起きあがり、首を回す。いったい、どれくらい寝たろう？　少し肩が凝こってる。だが、やらなければならない仕事は山積みなのだ。


「……あ～もう、めんどくせぇなぁ」


　言いながらも、隣の執務室へといく。


　するとそこには、相あい変かわらず仕事熱心なシオンと、部屋の隅ではやはり一人だんごパーティなフェリスがいて。


「……お、二人揃そろってんのね。おはよ。ところでいま何時だ？」


　ライナがそう言うと、フェリスが、


「お、おおライナ！　お、おはよう」


　続いてシオンが、


「お、おはよう。よく眠れたか？」


　それにライナはうなずく。


「ああ。寝た寝た。でも、まだ寝たんねぇけどな」


　その、言葉に、なぜかシオンとフェリスが嬉うれしそうに顔を見合わせ、


『寝たんねぇって言った!?』


　なんて叫んだ。


　それにライナは首をかしげ、


「ああん？　なんか、おかしいか？」


　するとシオンは慌てて、


「い、いやいや、おかしくないよ。は、はは。ライナはまったく、お寝ね坊ぼうさんなんだから」


「はぁ？　なんだそりゃ」


　するとフェリスが、


「い、いやいや、こっちの話だ」


　なんてぎこちない口調で言ってきて、それにライナは怪け訝げんな表情になる。


「なんだぁ？　おまえら、なんか企たくらんでんだろ？　俺が寝てる間にいたずらしたとか……ったく、俺はめんどくせぇことは嫌いなんだから、そういうのやめ……」


　が、言葉を言い切るまえに、シオンとフェリスが、


『めんどくせぇって言った!?』


　また、嬉しそうに叫んで、それにライナは、


「あぁ？　だからおまえらなんなんだよ？」


　しかし二人はまた、なんでもないとぶるぶると首を振る。そのままシオンが、


「さ、さあライナ。仕事が山積みだぞ。今日も頑張ろうか」


　続いてフェリスが、


「で、では、私はだんごの特売にいってこようかな。うむ。そうしよう」


　言って、それぞれライナから視線を外してしまって。


　それに、ライナは首をかしげる。


「……なんだよ、おまえら」


　だが、二人は答えない。


　それにライナは肩をすくめ、


「ま、いいけどさ。しかし今日も仕事かぁ」


　椅子に座った。


　書類は山積み。


　その中から適てき当とうに一枚取りだして、仕事にとりかかる。


　そして。


「ああもうったく、めんどくせぇの『め』の字を言うのもめんどくせぇよ」


　そう、小さく言ったのだった。







（ふー・あー・ゆー：おわり）












　ざ・すとろんげすと・すぴあ










　初めは、気のせいかと思った。


　もしくは、疲れているせいで幻げん覚かくを見ているのか。


　しかし、それはいた。


　間ま違ちがいなくそこには、それがいた。


　目の前に──奇き妙みような生き物が、いる。


　それをしばらく見つめてから。


「……う～ん？」


　と、言って、シオン・アスタールは自分の目をこすった。


「……え～と……あ～……なんだ？　これは……俺おれもだいぶ、寝ね不ぶ足そくなのかなぁ……？」


　きっと、そうだ。もうだいぶ寝てないし。


　シオンはもう一度目をこすってから、二、三度、まばたきをした。


　高貴さを感じさせる銀色の髪かみに、理知的な金の目。ここ、ローランド帝てい国こくの若き王は、今日も今日とて、仕事に忙ぼう殺さつされていた。


　執しつ務む室しつで大量の書類に殺されそうになったあと、今度は来客やら部下やら貴き族ぞくやらがシオンに会って話したいことがあるというので謁えつ見けんの間に向かわなければならないのだが。


　この時点で、すでに徹てつ夜や五日。疲ひ労ろうもピークを二度ほど越している。幻覚を見てもいい頃ころだ。でも、だからといって、


「……これはないだろぉ……」


　シオンは半笑いで執務室の扉とびらを開け、廊ろう下かに出ようとした先にいた、その奇妙な生き物を、見た。


　目の前。廊下で繰くり広げられている、ありえない光こう景けい。


　そこにいたのは、どういうわけか頭にフォークとナイフを無む理り矢や理りつけられ、不ぶ格かつ好こうに大きなマントを纏まとっているかわいらしいブタのぬいぐるみだった。


　だが、ただのぬいぐるみじゃない。そいつはまるで生きているかのように腕うで組ぐみをしながら廊下をいったりきたりして、あげく、


「うむぅ。やはりこのままでは……このままでは、いかん……だがしかし……」


　なんて喋しやべりだした。


「…………」


　シオンは、無言でそのブタのぬいぐるみを見つめる。


　ブタのぬいぐるみが、歩いて、喋ってる。


　一度を目を閉じ、再び開いてみても、


「しかしこの平和な国に身をおいていては、私が槍やりとして完成することなど、とてもとても……」


　とかなんとか、やはりブタのぬいぐるみが喋っている。


「……って、もしかしてこれ、幻覚じゃ、ないのか？　いや、そりゃないだろう？　だって、ブタのぬいぐるみだよ？　それが喋るなんて……俺が疲つかれて……」


　とそこで、そのブタのぬいぐるみがこちらに気づいたのか、はっとした表情でキラキラ光るかわいいお目々をこちらへ向けると、


「あ、これは、我わが主マスターの、主あるじ殿どの。お初にお目にかかります」


　と、ついにはブタのぬいぐるみに話しかけられてしまった。それに、


「……うわ、俺、もしかして重じゆう症しようか？」


　シオンは思わず頭を押さえた。


　どうしよう。これだけひどい幻覚を見てるとなると、さすがにこの後の仕事に、差し支つかえるかもしれない。これはもう、次の仕事をキャンセルして、少し、寝るか……？


　が、そこで、シオンは目を細める。


「……いや、寝たところで、この幻覚が消えるかどうか……？」


　そして自分の胸むねを、押さえる。もう、時間はあまりないのだ。侵しん蝕しよくは、始まっているのだから。この国の王になると決めたあの日から、『呪のろい』は、動き始めているのだから。


　もう一人の自分。


　体を喰くい散ちらそうとする、もう一人の自分は、シオンの心の弱さにつけこんでくる。


　となると、これも、それが見せる幻覚か。


　シオンはもう一度、目の前の幻覚を、鋭するどく見つめた。


　キラキラのお目々。


　ぷるぷるの体。


　そして頭から生はえた、意味のわからないナイフとフォークにシオンは思わず、


「ぷっ」


　瞬しゆん間かん、ブタのぬいぐるみが顔を真まっ赤かにし、


「んな!?　い、いま、私を笑ったのか!?」


　なんて怒ど鳴なられて、それにシオンはさらに腹はらを抱かかえて、噴ふき出す。


　な、なにこれ？　なんなのこれ？　俺の戦ってる敵てきは、こんな幻覚を見せて俺にどうしろと？


　と、自分の奥おくにいるなにかに問いかけるように言ってみるが、その答えは……


「答えろ！　私を……騎き士しを侮ぶ辱じよくすることがどういうことか、わかっているのか！」


　答えは、なかった。それどころかブタのぬいぐるみに、逆に答えろって言われちゃったよ……いやまあとにかく、この幻覚は消えるつもりはないらしい。相変わらず強い口く調ちようで、


「無視をするな、無視を！　お、おのれ、ここまで侮辱されてなにもしない私だと……」


　なんてことを言っていて。


　それにシオンはため息をついてから、周囲を見回す。そして、いまは誰だれも見ていないことを確かく認にんしてから、ブタのぬいぐるみな幻覚に向かって微笑ほほえんだ。


「……ああ。笑ったりして、すまなかったな。でも、言い訳わけをさせてもらうと、君の姿を笑ったわけじゃないんだ」


　その言葉に、ブタのぬいぐるみはそのキラキラお目々でこちらを見上げ、


「むぅ？　では、なにを笑ったのだ？」


　そう言った。


　なにを笑ったのか？


　そんなの、決まっている。


「……自分の、弱さをだよ」


　するとブタのぬいぐるみが目を少し、細める。だが細めてもやはりキラキラは大きい。


「……いまの一言で、貴方あなたのことがわかった。さすが我が主マスターが、主君に選んだお方だ。貴方も騎士道を歩む方であったか」


　それにシオンは首をかしげる。


「騎士道？　君は、騎士なのかい？」


　が、ブタのぬいぐるみは、首を振る。


「騎士ではない。槍やりだ。だが、騎士道を歩む槍である」


　なんて言葉に、


「……ふむ。なるほど」


　と、シオンは、まったく意味がわからなかったが、とりあえず小さくうなずいた。


　そして、考える。その、騎士の道を歩む槍と名乗るブタのぬいぐるみの頭にはフォークとナイフとかもうほんとまるでわけのわからない幻覚を見せて、いったい『奴やつ』は、俺をどうするつもりなんだ？


　そう、自分に問いかけたところで、


「……なぁにが騎士道を歩む槍だよ……おまえはただのブーちゃんだろ？」


　なんて言いながら、廊下の角から見知った顔の男がやってくる。


　ライナ・リュートだ。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、やけにやる気のない緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。猫ねこ背ぜの長ちよう身しん瘦そう軀くをふらふらさせながらやってきて幻覚のブタのぬいぐるみを指さすと、


「最近見ないと思ったら、おまえ、こんなところでなにしてんの？」


　なんて言葉にシオンは、


「って、ライナ、このブタのぬいぐるみと知り合い？」


　するとそれに幻覚のはずのブタのぬいぐるみが、


「私はブタのぬいぐるみではない。槍だ」


　とかいう幻げん聴ちようには耳を貸さずに、シオンはライナを見る。そして、


「……なぁライナ。おまえ、このブタのぬいぐるみ、見えてるのか？」


　するとライナはなにを言ってるんだとばかりの不ふ思し議ぎそうな顔で、


「はあ？　見えてんのって、そこにいるんだから、見えてんに決まってんじゃん？」


　と、言った。


　この幻覚のブタのぬいぐるみが、ライナにも、見えている。


　ということは、つまり、これ、幻覚じゃないのか？


　なるほど。幻覚じゃ、ない。


　そこでシオンは再び、ブタのぬいぐるみを見た。


　頭にナイフとフォーク。キラキラお目々。不格好なマント。どう考えてもぬいぐるみな小さな体。どう考えてもぬいぐるみ。


　その、


「ぬいぐるみが、なんで動いてんの？」


　シオンが聞くと、ライナは肩かたをすくめ、


「知らん」


「っておまえ、あっさり知らんとか、言えるようなことじゃないだろう？　ぬいぐるみが動いて、思考して、喋ってんだぞ？　そんなの、いまの魔ま導どう技術じゃ……」


　とそこで、シオンははっと気づいた。


　いまの魔導技術じゃ、ありえないこと。


　それはつまり、


「おまえ、勇ゆう者しやの遺い物ぶつか？」


　するとそれに、ブタのぬいぐるみ──ライナいわく、ブーちゃん──が、言ってくる。


「いや、私は槍だ」


「槍？　えと、だから、おまえ、勇者の遺物なんだろ？」


「違う。私は槍だ」


「…………槍…………いや、ヤリ……？　ヤリって名前の、遺物ってことか？」


　が、ブーちゃんは、


「いや、私の名前は、ブールジョアーノ・ジュリオールだ」


　するとそれをライナが小さく笑って、


「はぁ？　おまえ、そんなご大たい層そうな名前だったの？」


「うむ」


　と、ブーちゃんが大きくうなずく。


「ああ、じゃあ、ブーちゃんのブーは、ブタのブーじゃなくて、ブールジョジョボビボ何たらうんたかの略りやくだったのか？」


「そうだ」


「へぇ～……知らなかったなぁ。まあ、知ったところで別になんの得もないけどね……」


　なんてつまらなそうに言いながら、ライナはシオンの脇わきを抜ぬけて、執務室に入ろうとする。


　そんなライナにシオンは、


「ちょっと待てって。おまえ、なにそんな冷静にこんなすごいことスルーしてるんだよ？　ぬいぐるみが喋ってるんだぞ？　勇者の遺物なんだぞ？　こういうのを調べるのが本来のおまえの仕事だろう？　なのになに無視してるんだ？」


　するとライナはいつにも増してめんどくさそうな顔で、


「え～……だってこいつに付き合うとめんどくさ……」


「めんどくさいじゃな────い！」


　と、執務室に入ろうとするライナを、廊下に引っ張り出す。


「だいたいおまえ、この遺物のこと前から知ってたんだろ？　なんで報告しないんだよ」


　するとライナはなにかを思い出すような顔になってから、


「……あれ、なんでだっけ？　あ～、なんか、イエットでいろいろあって、いろいろめんどくさくなったっていうか……いや、だいたい普ふ通つう、持ち主が報告すると思ったしなぁ……ああでも、あいつ馬ば鹿かだから会うとめんどくせぇんだよなぁ……あ、やばっ……じゃああれか？　ブーの奴がここにいるってことは、あいつもここにくるってことか？　あ、あ、やべ、ああ～シオン、俺、急用ができ……」


「噓うそをつけ噓を！」


　と、シオンはライナの服をつかもうとするが、ライナはそれを巧たくみに振り払うと、


「いやいやいや、ほんとごめん。あ、デート！　デートに遅おくれちゃうよ～」


「だから噓を……」


「噓じゃないって！　枕まくらちゃんとデートしなきゃ！　じゃあおやすみ！」


　などと言って、駆かけ出す。


「ちょっと待っ……」


　が、そこまでで、ライナは廊下の角を曲がり、姿を消してしまう。


　シオンはそれを呆ぼう然ぜんと見送ってから、


「……はぁ……まったく。いいよ。じゃあ、俺が調べるよ」


　ブーちゃんを、見た。いったいこれは、なんなんだ？　姿は、ナイフとフォークの生はえた、ブタのぬいぐるみ。このぬいぐるみ自体が遺物なのか……それともなにか別の遺物が、このぬいぐるみを動かしてるのか？


「えーと君は……」


　しかしそこで突然。


「あああ、ブーちゃん！　ブーちゃん!?　こんなところにいたのか！」


　若い、好青年然とした男の声がした。


　その声のほうへとシオンが顔をあげる。


　それは廊下の窓まどの外。一人の男が、ローランド城じようの上じよう層そう階かい……つまり、地上からかなりの高さにあるはずの執務室の前の廊下の壁かべに槍を突き立て、よじ登ってきていて。


　窓に、顔を押しつけると、


「ブーちゃん、ずっと探さがしてたんだよ！」


　なんてことを言う。


　その男の顔に、シオンは見み覚おぼえがあった。


　ライナとは対照的な、綺き麗れいに整ととのえられた黒い髪。誠せい実じつさが感じられる理知的な瞳。年は確か、シオンとほぼ同じぐらいのはずだ。


　シルワーウェスト・シルウェルト。


　通つう称しようシル。


　剣けんの一族と並び称される、武芸の腕を認みとめられ貴族になった、旧家だ。槍の一族とも呼ばれている。彼はその末っ子で、ライナが勇者の遺物探しの旅に出ていた間の伝令役を頼たのんでいたのだが。


「えーと……シル。君は……いったいそこで、なにをしてるんだい？」


　シオンが問いかけると、シルは元気よく答えてくる。


「あ、これは陛へい下か！　お久ひさしぶりです！　そしてすぐさま質問に答えさせていただきます！　僕ぼくは現在、城しろの壁を登って降おりて登って降りるを二時間以内に百回繰くり返すことによって基き礎そ体力が物もの凄すごいことになっちゃって明日には世界一槍の腕前上がっちゃうぜやったね修しゆ行ぎようの真っ最中なのです！」
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　それに、シオンは、


「……あ……そうなんだ……」


　とりあえず、うなずく。彼は元からこういう奴なので、細かいところを突っ込んでも、意味はないのだ。それよりも問題は、シルもブーちゃんのことを知っているということだった。シルをライナのところへ伝令役に出したのは、ライナたちがイエット共和国にいった頃からだから、この遺物はイエットの……


　が、そこで。


　ブーちゃんが目を輝かがやかせて言う。


「さすがです主マスター！　その、常に自分を鍛きたえ続ける心こころ構がまえ。感かん銘めいを受けました。やはり貴方こそが、私の主マスターに相応ふさわしい！」


　それにシオンは、


「へぇ？　主マスター？　じゃあ、君の主人は……」


　しかし、シルがそれを遮さえぎって、


「じゃあ、なんで君は僕の元を離はなれたのさ！　どうしてあの日、僕があの路ろ地じ裏うらに戻もどったとき、君はいなかったんだい!?」


　するとそれに、ブーちゃんは顔をそむける。


「わ、私は……私は……」


「いやだから君たちね。ちょっと状じよう況きようを」


　しかしそんなシオンの言葉は無視して、シルが窓を槍であっさり割わると、入ってくる。


「ずっと捜してたんだよブーちゃん。やはり君ほどの名めい槍そうは、他ほかにないんだ。僕のところへ、戻ってきてくれないかい？」


「名槍？　いや、だから君たちはいったい、なんの話を……」


　が、やはりシオンの言葉は無視で、ブーちゃんは首を振る。


「そ、それはできない……」


「どうして!?」


　その、言葉に、


「わ、私は……主マスターが思ってくれているほど、完かん璧ぺきな槍では、ないのだ……」


　と、ブタのぬいぐるみが言った。


　すると、


「そんな!?　君が槍じゃなくて、他のなにが槍だって言うんだい！」


　と、槍を背せ負おった男が、ブタのぬいぐるみに向かって言った。


　それにシオンは、


「……えーと……なんだろ、槍っていうのはこの場合、なにかの隠いん語ごだったり……」


　が、それも無視してシルが突とつ如じよ、背中の槍を放ほうり捨てる。そしてブーちゃんの背中をつかむと、それを華か麗れいにくるんっと回す。


　そして、言った。


「この、手にしっとりとなじむ重さ」


　ブーちゃんが、くるんくるん回る。


「この、なめらかにしなる感かん触しよく」


　ブーちゃんが、ぷるんぷるん揺ゆれる。


「そしてこの、決して折れることのない、柔やわらかさと、強きよう靭じんさを兼かね備そなえた、鋼はがねの刃やいば」


　そこで窓の外の陽ひを受けて、キラーンと光る、ナイフとフォーク。


　シルが言った。


「どっからどう見ても、これこそが本当の槍って感じですよね？　陛下」


　と、シルが、ブタのぬいぐるみをこちらへとぐいっと見せつけてきて。


　シオンはその、ブーちゃんのキラキラの瞳と、目が合う。


　なぜかブーちゃんは、緊きん張ちようの面おも持もちでこちらを見つめてきていて。


　シオンはそれに……


「……いや、どっからどう見ても……ブタのぬいぐるみにしか……」


　瞬しゆん間かん。


　ブタのぬいぐるみの、キラキラの瞳から、どば────っと涙なみだが溢あふれだし、


「や、やはりか！　やはり私は、槍としてはまだまだ未み熟じゆくなのだ!?」


「えええ？　いや、槍とか槍じゃないとか、そういう問題じゃ……」


　しかし、やはり無視で、ブーちゃんが叫さけぶ。


「こ、このままでは私は、主マスターの足を引ひっ張ぱってしまう……」


　するとそれにシルが、


「そんな……僕のほうこそ、ブーちゃんの足を引っ張って……フェリスさんに何度挑いどんでも勝てなくて……君は悪くないよ！　悪いのは、僕さ！」


　言って、なぜかこちらも、どばーっと涙を流し始める。もう、そのわけのわからない展てん開かいにシオンはまるでついていけずに、


「よ、よし。わかった。君たちの言い分はとりあえずおいておくとしてだな、まずはこの遺物がなんなのかを調べ……」


　が、やはり無視。


　ブーちゃんが、シルの手を振ふり払はらって、窓まど枠わくに立つ。こちらに背を向け、なぜか、小さく肩を震ふるわせながら、


「……なんてことだ。こんな、こんなことまで主マスターに言わせてしまうとは……やはり、私は最低の槍だ……しかし今度こそ、決心がつきました。私は、修行の旅に出ます。この平和な国を飛び出して、戦乱の嵐あらしに揉もまれてきます！」


「ま、待ってくれ。なら僕も……」


「いいえ！　私一人でいかせてください。きっと。きっと主マスターの恥はじとならない、名槍となって帰ってきますから」


「嫌いやだ！　僕は、僕はブーちゃんと一いつ緒しよに強くなりたいんだ。もう離れるのは嫌だよ！　二人で、二人で強くなろうって約やく束そく……」


「……あ、甘あまえたことを……言わないでください！　たとえ離れたとしても、心は一つ……決して二人の心は離れたりしません……」


「ぶ、ブーちゃん!?」


「主マスター!!」


　そして見つめあう二人。


　そのあと、それを振り切るように再び窓の外へと顔を向けるブーちゃん。


　そのままブーちゃんが、


「では、さらば。とう！」


　と、ジャンプすると、背中のマントがふわりとひらめいて、ぴゅーっと空の彼方かなたへ消え去ってしまって。


「……うわ、そ、空も飛ぶの？」


　シオンが思わず言うと、涙を流しまくっているシルが、


「ぶううううちゃぁあああああああん!?」


　なんて空に向かって叫ぶ。


　そんな涙溢れる展開に、シオンは、


「…………………………なんなの、これ？」


　呆然と、言った。


　すると廊下の奥。


　角の、向こう側から、ライナがまだ宿に帰ってなかったのか、ひょいっと顔だけだして、


「……ほらぁ。だぁからブーに付き合ったらめんどくさいよって言ったろう？」


　なんてことを言ってくる。


　それにシオンは、


「…………ああ……ああ、そだね」


　疲れ切った声こわ音ねで、言ったのだった。





　　　　◆





　それからどれほどの時間が流れたろうか？


　国から国へ。


　風にまかせて一人旅。


　やがてたどりついたのは、南大陸にあるローランドからは遥はるか遠く離れた、北大陸にある大国──ガスターク帝国。


　そこに、彼はいた。


「……ふむ。ここが、世界で最も厳きびしいといわれている修行場がある場所か……」


　キラキラの瞳を輝かがやかせて、ブーちゃんは周囲を見回した。


　彼のキラキラに映うつる景け色しきは、ローランドのものとは、だいぶ違った。木々の種類も、大地の色も、空気の温度も、すべてが違う。


　彼が訪おとずれたのは、大国ガスタークの中でも、さらに奥に隠かくされている小さな村。


　確か名前は……と、ブーちゃんは村の入り口にこぢんまりと立っている立て看かん板ばんを見た。


　するとそこには、こうあった。


『ガスターク帝国帝都グランスレード村』


「……ふむ。帝都なのに村とは、奇妙な場所だな」


　だが、その奇妙な場所に、ブーちゃんが目的としているものが、あるはずだった。


　大いなる秘ひ密みつ。一部の者にしか伝えられていない、謎なぞ。だが、裏の世界に生きるブーちゃんは、それを知っていた。


　闇やみに生きる者……すべての秘密を知る者が、教えてくれたのだ。


　ガスタークには、修行者の秘められた力、つまり、潜せん在ざい能のう力りよくを呼よび覚さますことのできる、聖せい洞どうがあると。だが、そこに入るには、かなりの危き険けんがともなうと。力なき者が入れば、たちまち聖洞の魔ま力りよくに押おし潰つぶされてしまうという噂うわさや、入り方を間違えれば、全身の細さい胞ぼうが腐くさってしまうという噂もあった。


　だから闇に生きる者たち……路地裏の野の良ら猫ねこたちは誰も近寄らないと言っていた。ブー殿もいかないほうがいいニャーと心配してくれたのだが、彼は首を振ってこう言った。


「たとえどんなに危険だとしても、私はいかねばならないのだ」


　そんなこんなでここまでやってきたのだが。


「……さて。その聖洞なる場所は、いったいどこにあるのか？」


　そしてブーちゃんはもう一度、周囲を見回す。


　すると道の向こう側から、一人の女がこちらを不思議そうな顔で見つめてきているのに気づいた。


　真まっ直すぐな赤い瞳に、その瞳と同色の赤い髪。細身の、しなやかな体は、しかし、うっすらと女性らしい丸みを帯おびている。


　ブーちゃんはそれを見て、


「おお、さっそく村人を発見したぞ。あの女性に、道案内を頼たのんでみよう」


　女性のほうへと歩き出した。するとそれに赤髪の村むら娘むすめは驚おどろいた表情になって、


「わ、わわ、ぬ、ぬいぐるみが歩いてる!?」


　と、一歩後退。


　それにブーちゃんは、


「おっと、逃にげるな村娘。恐おそれることはない。私はぬいぐるみではなく、槍だ」


　するとその言葉に安心したのか、赤髪の村娘が言った。


「おまけに喋ってる!?」


　それにブーちゃんはうなずく。


「そうだ。ちゃんと喋れる。だから村娘よ、警けい戒かいすることはない」


　なのに村娘はさらに後退して、


「えええ？　あの、いや、普通ぬいぐるみが喋ったら、警戒するでしょ？」


「だが私はぬいぐるみではない」


「……はぁ？　じゃあ、なんなの？」


「槍だ」


　その、言葉に、村娘は疑うたがうような目でこちらをしばらく見つめてから、


「槍って……あなたの、どこが槍なのよ？」


　なんて言葉に、ブーちゃんは思わず胸の奥の傷の痛みを抑おさえるかのように顔をしかめた。


「うう……いや、未熟な私がいくら槍だと言い張っても……いまはだめか……だが、信じてくれ。私は正しよう真しん正しよう銘めい……本物の槍なのだ」


　その、言葉に、村娘はブーちゃんの姿を上から下までなめるように見つめてから、なぜか頭を押さえると、


「……ってか、もぉなんなのこのガスタークってところは……神やら勇者やら魔ま眼がんやら聖剣やらわけわかんないことが溢れてるだけじゃなくて、最後にはぬいぐるみも歩くの？」


「いや、だから私はぬいぐるみでは……」


　が、村娘はそれを遮さえぎり、


「ああ、はいはい。それはわかったから。あなたはぬいぐるみじゃなくて、槍だと？」


「うむ」


「でも、なんでその槍さんが、喋るわけ？」


「最強を目指しているからだ」


「はぁ？」


「まあ、女子供にはわからない話だろうが」


「……あら？　じゃあ、男にはわかる話だっていうの？」


「うむ」


「……へぇ……じゃあ、最近の男業界じゃ、ぬいぐるみが歩き回って、私は槍だ～とか言い出すのは、普通のことだっていうわけ？」


　その問いに、ブーちゃんが再びうむっとうなずいた。


　するとなぜか彼女は、妙に白々しい声音で、


「……あら～知らなかったな～そうなんだ～じゃあ男業界の人呼んでこなきゃね～……」


　それにブーちゃんは目を輝かして、


「おお、そうしてもらえると助かる。やはり危険な修行場のことは、命知らずな荒あらくれ者たちのほうが詳くわしいだろうからな」


　そう言った。そして、村娘が、荒くれ者どもを連つれてくるのを、待つ。


　だが、


「…………」


　村娘は、まるで荒くれ者どもを呼びにいかなかった。ただ、じーっと、じーっと見下ろしてきて……


　ブーちゃんは、きいた。


「なぜ、男たちを呼びにいかない？」


　が、彼女はその質問には答えずに、じーっとこちらを見つめたまま、


「……あなた、いったいなんなの？」


　それにブーちゃんは顔をしかめ、


「むぅ。人の名を聞くときは……」


「私はキファ。キファ・ノールズ。でもって私は村娘じゃないの。この国の人間じゃないから……わけあってもっと、もっとずっと南からきたの。はい、自じ己こ紹しよう介かい終わり。で、あなたは？」


　その問いに、


「……うむ。私は、最強の槍を目指……」


　が、そこでキファが、


「いや、それはいいから」


「む？　いや、それはいいと言われても」


「槍とかぬいぐるみとかはいいのよ。それよりも、あなたなんで喋れるの？」


「だから、最強を目指……」


「そうじゃなくって！　どういう原理であなたは喋ってるのかっていうのを、私は聞いてるの」


　などと、村娘はわけのわからない質問をしてくる。そんなの、決まっている。


「槍が喋るとすれば、それは最強を目指したときに決まって……」


「決まってなぁああああああああい！」


「いや、それは女子供にはわからない話かもしれな……」


「そんなはずないでしょもぉ！　槍と毎日喋ってる男なんて見たことな……」


　が、そこで、キファの言葉が止まる。


「……いや、空から声を堕ふらす剣なら、見たことはあるけど……でも、あれは『忘却欠片ルール・フラグメ』……って、あなたもそうよね？　『忘却欠片ルール・フラグメ』よね？」


　なんてわけのわからない発言に、ブーちゃんは首をかしげ、


「いや、私は槍だが？」


「んも～どこが槍だぁああああああああ！」


　キファはなぜか、ちょっと笑顔のまま怒ど鳴なって、彼の顔を両手で押さえてくる。


　そして、


「まあ、槍でもぬいぐるみでもいいんだけど……ちょっと調べさせてもらうわね。そうじゃなくても『忘却欠片ルール・フラグメ』については情報不足で、レファルにいいようにあしらわれちゃってんだから……ここで少しでもライナを救すくうためについての情報を……」


　言って、ブーちゃんのほっぺを、ぷにっと引っ張る。


「な、やめ……」


「う、うわ～、うわ～すごい柔らか～い、か、かわいー[image: ]」


　そのまま、今度はお腹なかの服をぺらっとめくって、


「ちょ、き、君！　やめたまえ！」


「あは[image: ]　でべそにバッテンってもぉ……ってあああ、違う違う、とにかく、どっかにこのぬいぐるみを動かしてる『忘却欠片ルール・フラグメ』が……」


　しかし、そこで突然。


「キファ！　そいつから、離れろ！」


　低く、鋭するどい声が響ひびいた。


　それに、ブーちゃんはその声のほうを、見る。


　するとそこには、数人の男たちがいた。


　だが、その中でもとりわけ目を惹ひいたのは、長大な、異常とも思えるほどの長さの剣を背負った、一人の男。


　長い、ウェーブのかかった桃もも色いろの髪。左目は光を失っているのか、閉じられ、そして右目は……吸すいこまれそうな、瞳だった。


　強い意い志し、果はてない野望。


　こいつは、できる……一目見ただけで、それがわかった。


　キファもそちらを見て、


「あらレファル。ちょうどいいところにきた。あのね、この子がなんなのかいま調べ……」


　が、レファルと呼ばれた男は、まるで射いるような目でこちらを見つめ、


「その場を離れろって言ってるんだっ！」


　大地が、震えるような怒ど号ごうだった。


　それにキファは体をびくっと震わせて、ブーちゃんから、手を離す。


「え……え？　なんなの？　これ……そんなにヤバいものなの……？」











[image: ]








　それに、レファルは答えない。ただ、こちらをにらみつけてくるだけ。強大な、殺気のこもった瞳で。


　その、視線を受け止めて、ブーちゃんは言った。


「どうやら、歓かん迎げいされてはいないようだな」


　それにレファルが言う。


「……てめぇ……いったい、この地になにしにきやがった……」


　その問いに、ブーちゃんは答える。


「私に秘められた、槍としての力を……」


　とそこで、レファルは顔をしかめ、


「くそ……やっぱり聖洞が目当てか……」


　それに、ブーちゃんは目を細める。


「ほお。おまえは……聖洞の場所を、知っているようだな」


「ああ。だが、おまえはいかせねぇよ……『次元の龍エグルマニエ』……」


　なんて言葉に、キファがわけがわからないという顔で、


「え？　なに？　レファル、この子のこと」


「知ってるさ。最悪の『忘却欠片ルール・フラグメ』……持ち主の願がん望ぼうを具ぐ現げん化かして、世界に破は滅めつと絶ぜつ望ぼうをもたらす番つがいの黒くろ水ずい晶しよう」


　そう言って、こちらの二つの瞳を、指さしてくる。


「伝説じゃ……物言うその『忘却欠片ルール・フラグメ』は、持ち主に語りかけ、心の弱さにつけ込むと、悪意を増大させて、呑のみ込む。そしてその取り込んだ悪意を、聖なる祠ほこらでさらに増ぞう幅ふくして……奴は、覚かく醒せいするんだ。目覚めるのは黒い龍りゆう。世界を滅ほろぼす闇の龍。それも、すべての世界、次元の向こう側まで、すべてを喰くい散らかす巨きよ大だいな龍……だからその名を『次元の龍エグルマニエ』という……いや、まあ、お伽とぎ噺ばなしは話半分としても……この『グロウヴィル』と同格の、神種の『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。そして、これについてのいい話は、一つもない……」


　その、言葉に、キファがこちらを見る。


「そんな……あなた、そうなの？」


　それにブーちゃんは、


「…………」


　答えない。いや、答えられなかった。


　レファルの言った言葉。


『次元の龍エグルマニエ』という言葉が、妙に、妙に頭に引っかかって……


　なんだ。いったい、なにが起こ…………あ、え……え……


「……え……エグル……え……」


　頭が、頭が痛い……なにかに、なにかに強く引っ張られて……体が、震え……


　とそこで突然、いくべき場所がわかった。


　聖なる祠ほこら。


　そこが本当の自分に会える場所。


「ああ、あっちか」


　彼は、村の奥へと目を向ける。


　何者かたちが、叫んだ。


「やばい……もう、覚醒が……」


「殺せ。いまならまだ……」


　だが、もう気にならない。気にする必要なんてない。大だい丈じよう夫ぶ。これで、すべて終わる。もう、見つけたのだから。ずっと探していたもの。ずっと欠けていたもの。


　いかなくちゃ。


　ふわりと、体が浮うかぶ。そして、飛ぶ。


「追え！　あいつを止めろ！」


　だが、もう、誰も止められない。


　すべてを振ふり切って、彼は飛ぶ。


　村の奥。崖がけの麓ふもと。彼は、瞬またたく間まにそこへたどりつく。聖洞。力。増幅。ついた瞬間にもう、感じていた。体の奥の、なにかが変わるのを。これを、ずっとずっと、待っていたのを。胸の奥の闇が、踊おどる。瞳の奥の闇が、笑う。そして私は……手に入れるのだ。


　それが私の力。


『次元の龍エグルマニエ』と呼ばれる、黒水晶の力。すべての願いを叶かなえる力。


　とそこで、聖洞にさっきのキファとかレファルとか名乗った奴らが、入ってくる。


「なんなの？　あの子、なにに変わるの？」


「とにかく止めろ！　手て遅おくれになる！」


　そんなことを叫ぶが、もう、遅い。


　体が変わる。体が変わる。大きく、強く、変へん貌ぼうしていく。そう。私は私が望んだモノになる。いや。


　我が主あるじが……望んだ姿に。


「う、う、うああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　頭に、記き憶おくが巡めぐる。それは主の記憶。主の闇。この闇を取り込んで、私は龍になる。世界を、すべてを、呑み込むのだ。


「さあ闇よ、私に力を与えろ」


　刹せつ那な。彼は、見た。


　それは遠い記憶。主が本当に望んだもの。


　心の底で、本当に望んだモノ。


　その闇が膨ふくらんで……カタチになる。


　見えたのは……





　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆





　泣いてる少年。大地に放り出されている槍。他には誰もいない。毎日、毎日、槍を振るうだけの毎日。友達なんて、誰もいない。


　ただ、強くなることだけでしか、自分は認めてもらえない。だから僕は槍を振るう。


　でも、もうやだよ。もう、なにもかも嫌だ。


　本当に……本当に欲しいのは……こんなものじゃないのに。


　少年は叫ぶ。


　本当に欲しいのは……


　その闇が、膨ふくらむ。


　本当に欲しいのは……


「……………………っ!?」





　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆





「その願いは、叶えられた」


　彼は、呟つぶやいた。


　途と端たん、全身がきらめく。


　そしてカタチを変える。


　それを見て、レファルがうめいた。


「くそ……間に合わなかった……」


　続いてキファが驚おどろきの顔で、


「い、いったい、どうなるの？」


「……龍に変わる。持ち主の悪意を呑み込んで……奴は黒龍となり、世界を破壊し始める……くそ、だが、いまならまだ、この『グロウヴィル』で斬きれるかも……」


　と、レファルは背中の剣に手をかけたところで、しかし、動きを止めた。


　と同時に、彼の体の変化も、終わった。


　大きく、強い体。


　この、全身にみなぎる力。


　ついに手に入れたのだ。主マスター──いや、我が友が望んでいたものを。


　それにレファルが、


「って、え？　あれ、龍にならないのか？」


　その言葉に、彼は笑った。


「はは。龍？　どうして私が龍になるのだ？　私が目指すモノは常に……最強の槍だ」


　するとキファも呆然とした表情で、


「……槍って……でも姿はどう見ても……」


　が、そこで、彼は聞くのをやめる。


　力を手に入れたのなら、もう、ここにいる必要はないのだから。すぐにでも主マスターの元へ、帰らないと。彼は立ち上がった。すると背中のマントがふわりと、


「ちょ、ちょっと待て！」


　と、レファルが言うが、聞かない。


　彼は言った。


「世話になったな。では、私は主マスター──いや、友のもとへ、帰る。さらばだ」


　体が、ふわりと浮かぶ。


　それにキファが、


「うわ、ぬいぐるみじゃないのに、飛ん……って、え？　なんか出てる、マントの隙すき間まからなんか出て……きゃぁああああああっ!?」


　なんて悲ひ鳴めいも、もうどうでもいい。


　今度こそ、最強の槍になったんだから。


　早く、帰らなくては。もっと、早く、早く……


　そして彼は、飛んだのだった。





　　　　◆





　今日も四日徹夜。だから、疲れてる。なので初めは、気のせいであってくれと思った。


　もしくは、疲れているせいで、幻覚を見ているんであってくれと願った。だが、あきらかにその異常な光景は、目の前で展開されていて。それをしばらく見つめてから。


「え～と……あ～……なんだ？　今日も俺は寝不足だけど、これ、幻覚じゃないの？」


　シオン・アスタールは自分の目をこすった。


　だが、こすったところでなにもかわらない。目の前には、いる。間違いなくいるのだ。


　まったくわけのわからない、変へん態たいが……


「…………」


　執務室から廊下に出たところにある、窓。


　その外の壁には、例によってシルが迷めい惑わくな壁登りの修行をしていたのだが……


　そのシルの、その右手に携たずさえられているものに、問題があった。


　人間なのだ。


　頭からナイフとフォークを生やした美青年。


　年の頃は、十八、九。艶えん麗れいな黒い髪。睫まつげの長い、黒い瞳。そして健康そうな褐かつ色しよくの肌はだに纏まとっているのは、マントと、ブリーフだけ。


　ブリーフだけ!?　あとは全部裸はだか!?


　それがもう、なんというか、なまじ見た目が美形なだけに、妙に変態ぽくて。


　おまけその、ほぼ裸な美青年の顔面を、シルがまるで槍かなにかを振り回すかのようにくるんっとまわすと、城の壁に、サクっと突き刺さす。


　人の顔面が、壁にサクっと簡かん単たんに……


「なんで刺さるのっ!?　え？　って、こいつらなんなの？」


　とそこで突然、シルがこちらに気づいたような表情になり、


「あ、陛下！」


「うわ、気づかれた!?」


　と、一瞬逃にげ腰ごしになったが、時すでに遅し。


　シルが右手の美青年をぐるんと振り回すと、廊下の窓が、どういうわけか鋭えい利りななにかに斬り裂さかれたかのようにスパンっと切り取られてしまう。そして、


「陛下、見てください！　僕の槍が、友達になって帰ってきたんです！」


　なんてわけのわからないことを言って、ほぼ裸の美青年をぐいっとつきだしてきて、


「って、ちょ、やめ、そいつの顔が俺の顔に当た……危あぶなぁああああいっ!?」





　すんでのところで、シオンはそれをよける。


　あ、危なかった。危なすぎた。あとちょっとで、男とキスさせられるところだった。


　するとそれにシルが、


「あ、いやだなぁ陛下。そんなに慌あわてて避よけなくても、僕の槍は、僕が突きたいと思ったものしか貫つらぬきませんよ」


　なんて言葉に、シオンは思わず、


「これのどこが槍なんだよ！」


　と、突っ込むと、シルが誇ほこらしげに言う。


「すごいでしょう！　ついに、ついに僕は手に入れたんです。最強の槍を！」


「……いやだから、これのどこが……」


「彼はすごいんですよ！　いままで誰も、僕の槍の趣しゆ味みを理解してくれなかったのに、彼は僕と同じ槍が趣味な上に、槍なんです！　ついに僕は本当の友達ができたんです！」


　などとわけのわからないことを言って、ぐいぐい裸の美青年をシオンに押しつけてきて。


「いや、だからやめ……」


「ほらほら、もっと僕の友達を見てください。いやぁ感動だなぁ。彼は槍としての切れ味もさることながら、槍についての知ち識しきもすごいんですよ！　昨日も一晩中彼と槍論について語り明かし……」


「だからわけわかんないこと言いながら、そいつの顔を俺に押しつけるなぁああああ！」


　と、シオンが叫んでいるところで、廊下の向こう側から突然、一組の男女の姿が現れた。ライナと、そして金髪の美人フェリス・エリスだ。


　それにシオンは、


「うあ！　ふ、二人とも、いいところにきた。ちょ、困こまってるんだ。助け……」


　が、しかし。彼らはシルに、素っ裸の男を押しつけられているシオンの姿を見るなり、なぜか急に半笑いになって、


「おっとぉ……？」


「……むぅ、これは……」


「ま、待て。おまえらなにかひどい勘かん違ちがい」


「いやいや、へへ、してないよ？　してないさ。な、フェリス」


「うむ。もちろんだとも。安心しろシオン。このことは城中の人間に、秘密だから他言は無用だぞと、伝えておく」


「ってそりゃ、おまえが言いふらして……」


「よし、じゃあフェリス。さっそくみんなの口止めに……」


「うむ。いこう」


「ちょっと待てぇえええええ……」


　が、その言葉を遮って、横から、


「まあまあ陛下。それよりも僕の槍ともの新機能を見てくだ……」


「だから君もちょっと待……」


　しかし今度は裸の好青年が、


「おい、我が友の主あるじよ。人の話を最後まで聞かないのは、人としてどうかと思うぞ」


　なんてことを言ってきて。


　シオンは……シオンはもう、


「……だ、だったらおまえらが先に、俺の話を聞けぇええええええええええええ！」


　四日徹夜の疲労も忘わすれて、怒鳴りつけたのだった。





　　　　◆





　再びガスターク。


　こぢんまりとした館やかたの中で。


　キファが、思い出したように、言った。


「……でも、どうしてあの子、龍にならなかったんだろ？」


　それにレファルが答える。


「……わからない。たぶん、あれが、持ち主の望んだ姿だったんだろう？」


「あの……ブリーフ一枚の変態が？」


「…………」


「……じゃあ、持ち主は、ああいう変態が好きな、女の人だったのかな？」


「いや、あの黒水晶は男にしか寄き生せいしない」


「うわ、じゃあ？」


「それはわからない。わからないが……文ぶん献けんには、黒水晶を破壊の龍化させないための方法が、二つだけある……と、書かれていた」


「ふぅん。どんな方法？」


　それに、レファルは少しためらうようにしてから、言った。


「……黒水晶の持ち主が死ぬか……」


「うん」


「もしくは……黒い欲望が増幅しないほどの、アホかの二つ」


　それに、


「…………」


　キファは、少し沈ちん黙もくしてから、言った。


「……持ち主……死んでないといいね」


「……ああ」


「もしくは。持ち主がアホで、よかったね」


　それに、レファルは、


「……うん。アホで……ほんとによかった」


　大きくうなずいた。







（ざ・すとろんげすと・すぴあ：おわり）















　あとがき







　というわけで、またも新シリーズですね。


　はじめましての方、はじめまして～とか普ふ通つうの文章書かく気き力りよくが残ってないほど大変だったよ三か月連続刊行!!


　ぐはーっと三発目です。


　いかがでしたでしょうか？


『大伝説の勇者の伝説２』のあとがきでも書きましたが、これは僕ぼくの、ローランド革かく命めい編へんが書きたい！　というわがままの元もと、生まれてしまった作品です。


『伝説の勇者の伝説１』の中の、空くう白はくの二年間を描えがいた物語です。


　いままでの短編の収録を半分にして、ローランド革命編を大量書き下ろし！


　おまけに長編を読むにあたっても絶ぜつ対たい必ひつ要ような秘ひ密みつを、どかどか書いてしまおう計画なわけです！


　今後もこのシリーズは、半分以上が書き下ろしになっていくので、応おう援えんよろしくお願いします。


　と、書いたものの、この書き下ろし、ギャグキャラが一人もいないので、いまのところ全編シリアスなんだよなぁ。


　そのせいか妙みようなことが起きてます。


　僕は普段、読みにくくならないように、なるべくたくさんの年ねん齢れい層そう読どく者しや層そうが読みやすいようにと文章をなるべくなるべく柔やわらかく書くよう意い識しきするようにしているのですが。


　そしてもちろん、今回も柔らかく書こうとしてるのですが、出てくるキャラがまじめな奴やつばっかなせいか、文体までちょっと変わっていってしまってます。


　シオンはもちろん、あいつとかあいつとかあいつとかのせいでね！


　こっちが好きな方もいるだろうけど、みんな、ついてきてくれるか、心配だなぁ。


　まあでも、新しい文体で書くのはそれはそれで楽しい作業でした（といっても、伝勇伝専用の文体はなるべく崩くずれないようにはしてるつもりです。どうかな？）


　でも、受け入れてもらえなければ書く意味がないので、いやいや楽しかったよ！　と言ってもらえれば、うれしいです。


『堕おちた黒い勇者の伝説』シリーズ。


　がんばっていくので、これからもどうか、よろしくお願いします。





　でもって、後こう半はんの短編部分。


　あ、この本から初めて読んでくれている読者の方に軽かるく説明しますと、後半の短編三本は、普段はドラゴンマガジンという雑ざつ誌しで連載されていたものなのです。


　今後も『堕ちた黒い勇者の伝説』シリーズでは、前半大量書き下ろし、後半に短編が数本載のる、という形けい式しきでしばらくは展てん開かいしていきたいと思っていますので、よろしくです。





　でもって、あらためまして、再び後半の短編部分の解かい説せつ。


　えーと、いや、うん。


　なんか。


　もう、読んでくれた方はわかると思いますが、前半が超ちようドシリアスな反はん動どうなのかなんなのか、今回は妙にはっちゃけてる作品がそろってしまいました。


　まあ、たまたまなんですが。しかしでもまあ、よりにもよって、これかよと。


　メイコとか。


　ブーとか。


　どうなのよ、と（笑）


　でもゲラで読み直すとき、後半にメイコとか出てて、よかったなぁと、思いました。


　前半にうわシリアスだなぁとなった気分を、後半アホだなぁで終おわれるのは、エンタメとしては正しいと思います。


　メイコの話とか、あまりにも馬ば鹿か過すぎで僕はすごく好すきな話だし。


　全部が全部、書き下ろしとのギャップがものすごくあるので、そのへんをみんなにも楽しんでもらえるんじゃないかと思います。





　さてさて、新シリーズはじまったよ話はこのへんにして。


　次の話題へー。


　これも前回のあとがきで言いましたが、この『堕ちた黒い勇者の伝説』シリーズと、本編である『大伝説の勇者の伝説』をがつっと頑がん張ばるために、ドラマガの連載を十二月と一月を最さい終しゆう回かいにして、一度やめることにしまーすという決けつ断だんを僕はしたのですが、そしたらなんか。


　なんか来週、緊きん急きゆう会かい議ぎがあるっぽいです。


　富士見の偉えらい方かたがずらーっと並んで、僕を囲かこんで食しよく事じ会かいをするとの話なんですが。


　えーと。


　なんだ。


　なんかいじめられたりするのだろうか!?


「いやいや鏡かがみ君くん、なんでも連載をやめるそうで。うん。えーと。そうだね。てめぇ、一度『組』の盃さかずき飲のんどいて、簡かん単たんに足あし抜ぬけできると思ったら大おお間ま違ちがいだぞコラァ!?」


　とか、そんな話？


　そんな話!?


　というのはまあ、冗じよう談だんで（笑）


　なんか、伝勇伝はゴソゴソいろんな企画進行中だからがんばろうぜ会らしいです。


　みんなで、


『いくぜオラー!!』会だそうです。


　とにかく、伝勇伝はいろいろゴソゴソ企き画かく進しん行こう中ちゆうと、あとがきに書いとけ命令が、僕の担たん当とう兼けんカリスマ美び形けいヤンエグ編集長Ｋさん──略りやくしてカリ美ヤンＫさん──から今日出てました。


　だから。


　いろいろゴソゴソ企画進行中！（太文字でお願いします──とか、字体を指定するフリして別にいいです。ちなみにみんな、字体とかこうやって指定してるんだよ話へ突とつ入にゆうします）


　特とく殊しゆなルビ（ふりがなのことね）とかも、


『複写眼（アルファ・スティグマ）』と書いておくと、


『複写眼アルフア・ステイグマ』となって本になります。


　あ、まあ、普通のルビは、編集さんや校こう正せいさんがつけてくれるのですが。


　おまけに僕は、〒マークを、ハートマークにしてもらうように編集さんに頼たのんでいるので、


「大好き〒」


　と書いておくと、本では、


「大好き[image: ]」


　になりますとか余よ談だんを長なが々ながとしているのはあとがきスペース12Ｐあるよーと編集長に言われてひーこら言ってるからです。


　ってかいま何ページ？　と計算してみると、あら、けっこう書いてる。いまたぶん、６Ｐくらいかな。んじゃそろそろ締しめに入りまーす。


　えーとまあ、余談で止まってた話をすると、伝勇伝はいろいろゴソゴソ企画進行中らしいです。


　みなさん楽しみに待っていてください（って、ずいぶん手前の話に戻ったなぁ）


　でもって、次にお会いするのは、たぶん、十二月末のドラゴンマガジンと、一月末のドラゴンマガジンに載る、六年以上続いた伝勇伝が、なんと連載最終回だよ前編・後編!!　どちらも特とく集しゆう付き！　みたいな企画においてだと思います。


　今後のドラゴンマガジンに伝勇伝がまったく載らないということはまあ、なんというか、『てめぇ一度『組』の盃飲んどいてどういうことだコラァ!!』な関係上ないと思いますが（いやもうその冗談はいいから笑）


　でも、いまのライナ、シオン、フェリスの平和なローランド編はひとまず終しゆう了りようになるはずです。その最終回が文庫におさめられるのはまた、ずいぶん先になってしまうので、早めに読みたい方はぜひ、ドラマガを～と、宣せん伝でんしておきまーす。


　今後再び連載するかどうかとか、そういうことについてはまた、


　富士見書房様が作ってくれている『伝勇伝公式』ホームページや。


　僕の『鏡貴也の健康生活』ホームページ。


　来年一月末発売のドラマガの伝勇伝特集。


　そして来年すぐ、頭のほうにでるであろう、『堕ちた黒い勇者の伝説２』のあとがきなんかをチェックしてもらえるとわかると思うので、よろしくお願いしまーすと言えと、編集長様が今日打ち合わせで言ってましたってあれ？


　え？


　いま、来年、頭に発売とかいった？


　ってか、これ十二月のあとがきだよね？


　来年頭って何月よ？


「三月くらいじゃない？」


　ええええ？　それってあれよね？　もう書かなきゃいけないよね？


「だねぇ。おまけにそっから隔かく月げつで今度は長編を……」


　ざっけんなぁああああああああああああああああああああああああああと、僕が叫さけぼうとしたら、編集長も忙いそがしすぎでズタボロだったので、二人で肩をたたきあって涙なみだしてきました。手帳のスケジュールが、埋うまりすぎで真まっ黒くろで読めなくなりそうなのよ？　かわいそすぎるのよ？　なのに僕の原げん稿こうは遅おそいのよ？


　す、す、す、すみません。


　ええとまあ、そんなこんなで来年三月にはもう、『堕ちた黒い勇者の伝説２』が出る予定になっております。


　本編ともども、シオン君の革命のほうの応援も、よろしくお願いします。


　ってなわけで、今回はこれで終わり～。


　ではでは、年末年始のドラマガと、三月のあとがきでまた、お会いしましょー。







鏡　貴也
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